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このマニュアルで使用する表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用します。

表 2

表記 意味 例

イタリック man ページ名 omnib の man ページ

強調 以下の手順に必ず従ってください。

コマンド入力時にユー
ザーが指定する変数

プロンプトで以下を入力します。
rlogin  your_name (ユーザーのログイン名を入
力する )

太字 新しい用語 Data Protector Cell Managerは ...

Computer 画面に表示されるテキ
ストや項目

[Enter]を押してください。

コマンド名 [grep]コマンドを使用し ...

ファイルやディレクト
リの名前

/usr/bin/X11

プロセスの名前 Data ProtectorInetが実行されているか確か

めてください。

ユーザーが入力するテ
キスト

プロンプトで以下を入力します。
ls -l

[キーキャップ ] キーボードのキー [Return]キーを押します。 

ウィンドウ /ダイアロ
グ ボックスの名前

[バックアップ・オプション ]ダイアログ ボック
スで ...

『』 書籍またはマニュアル
のタイトル

詳細については、『HP OpenView Storage Data 
Protector インテグレーション ガイド』を参照
してください。
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Data Protectorでは、クロスプラットフォーム (Windowsと UNIX) のグラフィカル ユーザー イ
ンタフェースを提供します。

図 1 Data Protector グラフィカル ユーザー インタフェース
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当社へのお問い合わせについて

概要

Data Protector の概要については、以下のWebサイトでご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector(英語版 )
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html(日本語版 )

テクニカル サポート

テクニカル サポート情報については、HP エレクトロニック サポート センタの下記のWebサイ
トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/support.jsp

http://www.hp.com/support

Data Protectorの最新のパッチ情報については、以下をご覧ください。

http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp

Data Protectorに必要なパッチ情報は、『HP OpenView Storage Data Protector ソフトウェア 
リリース ノート』を参照してください。

当社では他社製のハードウェアおよびソフトウェアのサポートは行っておりません。他社製製品
のサポートは各ベンダーにお問い合わせください。

ドキュメントに関するご意見

ドキュメントに関するお客様のご意見を基に、お客様のご要望を理解し、ご要望に沿ったドキュ
メントの開発に努めていきたいと思っております。ドキュメントに関するご意見は、当社の以下
のドキュメント専用サイトへお送りください。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/(英語版 )
http://welcome.hp.com/country/jp/ja/contact_us.html(日本語版 )

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://support.openview.hp.com/support.jsp
http://www.hp.com/support
http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/
http://welcome.hp.com/country/jp/ja/contact_us.html
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
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トレーニング情報

HP OpenViewに関して現在可能なトレーニングの情報については、下記の HP OpenViewの
Webサイトをご覧ください。

http://www.openview.hp.com/training/(米国 )
http://www.hp.com/jp/education(日本 )

上記のサイトにリンクすると、トレーニング クラスのスケジュールや、カスタマ サイトでのト
レーニング、クラス登録などに関する情報をご覧いただけます。

http://www.openview.hp.com/training/
http://www.hp.com/jp/education
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Data Protectorのドキュメント
Data Protectorのドキュメントは、マニュアルとオンライン ヘルプの形式で提供されます。

マニュアル

Data Protectorのマニュアルは印刷形式と PDF形式で提供されます。PDFファイルは Data 
Protectorのセットアップ時にWindowsの場合は User Interfaceコンポーネントを、UNIX
の場合は OB2-DOCSコンポーネントを選択してインストールします。PDFファイルをインス
トールすると、マニュアルはWindowsでは <Data_Protector_home>¥docsディレクトリ、

UNIX では、/opt/omni/doc/ja (日本語版 )、/opt/omni/doc/C/ (英語版 )ディレクトリに保
存されます。また以下の URLでも PDF形式のマニュアルを入手できます。
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/(英語版 )
http://www.hp.com/jp/manual/(日本語版 )

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプト ガイド』

このマニュアルでは、Data Protectorのコンセプトを解説するとともに、Data Protectorの動作
原理を詳細に説明しています。手順を中心に説明している『HP OpenView Storage Data 
Protector 管理者ガイド』と併せてお読みください。

『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイド』

このマニュアルでは、バックアップ管理者が実行する主な構成および管理作業 (デバイスの構
成、メディアの管理、バックアップの構成、データの復元など ) について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector インストールおよびライセンス ガイド』

このマニュアルでは、お使いの環境のオペレーティング システムとアーキテクチャを考慮した
上での Data Protectorソフトウェアのインストール方法を説明しています。また、Data 
Protectorのアップグレード方法や、環境に適したライセンスの取得方法についても説明してい
ます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/
http://www.hp.com/jp/manual/
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『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーション ガイド』

このマニュアルでは、さまざまなデータベースやアプリケーションをバックアップ /復元するた
めの Data Protectorの構成 /使用方法を説明しています。このマニュアルは、バックアップ管理
者やオペレータを対象としています。このマニュアルには以下の 4種類のバージョンが提供され
ています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーション ガイド - Microsoftアプリケー
ション : SQL Server 7/2000、Exchange Server 5.x、Exchange Server 2000/2003、Volume 
Shadow Copy Service』

このマニュアルでは、Microsoftアプリケーション (Microsoft Exchange Server 2000/2003、
Microsoft Exchange Server 5.x、Microsoft SQL Server 7/2000、および Volume Shadow 
Copy Service) に対応する Data Protectorの統合ソフトウェアついて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーション ガイド - Oracle、SAP』

このマニュアルでは、Oracle、SAP R3、SAP DBに対応する Data Protectorの統合ソフト
ウェアについて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーション ガイド - IBMアプリケーション: 
Informix、DB2、Lotus Notes/Domino』

このマニュアルでは、IBMのアプリケーション (Informix、IBM DB2、および Lotus 
Notes/Domino) に対応する Data Protectorの統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーション ガイド - Sybase、Network 
Node Manager、Network Data Management Protocol』

このマニュアルでは、Sybase、Network Node Managerおよび Network Data Management 
Protocolに対応する Data Protectorの統合ソフトウェアについて説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュアルでは、HP OpenView Service Information Portal、HP OpenView Service Desk
および HP OpenView Reporterに対応する Data Protector統合ソフトウェアのインストール、
構成、使用方法について説明します。このマニュアルは、バックアップ管理者を対象としていま
す。OpenViewアプリケーションを使用して Data Protectorのサービス管理を行う方法を説明
します。
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『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for UNIX』

このマニュアルでは、UNIX版の HP OpenView Operations (OVO)、HP OpenView Service 
Navigator、および HP OpenView Performance (OVP) にを使用して Data Protector環境の健全
性と性能を監視 /管理する方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for Windows』

このマニュアルでは、Windows版の HP OpenView Operations (OVO)、HP OpenView Service 
Navigator、および HP OpenView Performance (OVP) にを使用して Data Protector環境の健全
性と性能を監視 /管理する方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コンセプト ガイ
ド』

このマニュアルでは、Data Protectorゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリ
のコンセプトについて解説するとともに、ゼロ ダウンタイム バックアップ環境における Data 
Protectorの動作原理を詳細に説明します。手順を中心に説明している『HP OpenView Storage 
Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』および『HP OpenView Storage 
Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ インテグレーション ガイド』と併せてお読みく
ださい。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』

このマニュアルでは、HP StorageWorks Virtual Array、HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array、EMC Symmetrix Remote Data Facilityおよび TimeFinder、HP StorageWorks Disk 
Array XPに対応する Data Protector統合ソフトウェアのインストール、構成、使用方法につい
て説明します。このマニュアルは、バックアップ管理者やオペレータを対象としています。ファ
イルシステムやディスク イメージのゼロ ダウンタイム バックアップ、インスタント リカバリお
よび復元についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ インテグレーショ
ン ガイド』

このマニュアルでは、Oracle、SAP R/3、Microsoft Exchange Server 2000/2003、および
Microsoft SQL Server 2000データベースのゼロ ダウンタイム バックアップ、インスタント リ
カバリ、および標準復元を行うための、Data Protectorの構成方法および使用法について説明し
ます。また、Microsoft Volume Shadow Copy Serviceを使用してバックアップおよび復元を行
うための、Data Protectorの構成方法および使用法についても説明します。
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『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュアルでは、MPE/iXクライアントの構成方法とMPE/iXデータのバックアップおよび
復元方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Media Operations User's Guide』

このマニュアルでは、オフラインのストレージ メディアの追跡方法と管理方法を説明します。
このマニュアルは、システムの保守とバックアップをを担当するネットワーク管理者を対象とし
ています。アプリケーションのインストールと構成、日常のメディア操作、およびレポート作成
のタスクについて説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector ソフトウェア リリース ノート』

このマニュアルでは、HP OpenView Storage Data Protector A.05.50の新機能を説明していま
す。また、また、サポートされる構成 (デバイス、プラットフォーム、オンライン データベース
の統合、SAN、ZDB)、必要なパッチ、制限事項、既知の問題と対応策についても説明していま
す。サポートされる構成の 最新情報については以下の URLを参照してください。
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html(英語 )

オンライン ヘルプ

Data ProtectorはWindowsおよび UNIXの各プラットフォーム用にオンライン ヘルプ (コンテ
キスト依存ヘルプ ([F1]キー ) および [ヘルプ ]トピック ) を備えています。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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本書について
『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コンセプト ガイド』で
は、ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリについて、また、それらが Data 
Protectorでどのように使用されているかについて説明します。

対象読者

このマニュアルは、Data Protectorゼロ ダウンタイム バックアップやインスタント リカバリ機
能の概念に関心があり、高可用性システムのバックアップ方法の向上を望むユーザーを対象にし
ています。『HP OpenView Storage Data Protector コンセプト ガイド』、手順を中心に説明して
いる『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』、
および『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ インテグレー
ション ガイド』と併せてお読みください。
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本章の構成

本書は、以下の章で構成されています。

第 1章   1ページの「概要」

第 2章   11ページの「複製方法」

第 3章   31ページの「Data Protectorの ZDBおよび IR処理の概要」

第 4章   57ページの「複製処理の概念」

第 5章   65ページの「テープへの ZDB」

第 6章   79ページの「テープへの ZDBセッションからの復元方法」

第 7章   85ページの「ディスクへの ZDB」

第 8章   97ページの「ディスクへの ZDBセッションからの復元方法」

第 9章   105ページの「ディスク /テープへの ZDB」

第 10章   119ページの「ディスク /テープへの ZDBセッションからの復元方法」

第 11章   123ページの「重要な留意事項」

付録 A  A-1ページの「サポートされている構成」

付録 B  B-1ページの「追加情報」

用語集  本書で使用する用語の定義



第 1 章 1

1 概要



概要

本章の内容

第 1 章2

本章の内容

本章では、ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの概要を説明します。本章
を終了すると、次のことを理解できます。

• ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリについて

• 複製について

• 複製の種類とそれぞれの利点

• ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリにおける複製の用途



概要

はじめに

第 1 章 3

はじめに

ミッション クリティカルなアプリケーションにおけるデータ セキュリティの必要性が増し、
Storage Area Network (SAN)環境が高度化するにつれ、RAID (Redundant Array of 
Independent Disks)技術などの大規模なディスク アレイの使用が急速に発展してきました。こ
のようなディスク アレイにより、膨大な量のデータを持つ大規模アプリケーション データベー
スの運用が可能になりました。

アレイの高度化に伴い、そこに格納されている情報を管理するツールが必要になります。なかで
も最も重要なのがストレージの仮想化技術です。ソフトウェアが実行されていないアレイは、そ
れ全体が、基本的にストレージの非常に大きなブロックの 1つに過ぎません。ただし、ストレー
ジの仮想化技術を利用すれば、単一ディスクの場合と同様に、アレイを多数の仮想ディスクまた
はファイル システムに分割することが可能になります。

アレイに十分なサイズがあれば、仮想ディスクやファイル システムなどを 1つのアレイ内で繰
り返し簡単にコピーできます。これにより、データのコピーに対してオリジナルのデータと同じ
ように各種操作を行うことが可能になり、オリジナル データを安全に保持できます。

バックアップ技術の領域では、アプリケーション データのコピーを作成する機能を利用して、
高可用性およびミッション クリティカル分野のアプリケーションのためのバックアップ ソ
リューションが提供されてきました。

従来のテープによるバックアップ /復元技術を使用していては、関連する大量のデータを処理す
るために非常に時間がかかります。このような状況は、特に 1日 24時間いつでも情報を利用で
きることが求められる今日のインターネット環境では許されません。

この問題を解決する新たな手段として開発されたのが、本書で説明するゼロ ダウンタイム バッ
クアップとインスタント リカバリの技術です。

この 2つの技術の背景にある基本原理はいたってシンプルです。

• アレイ上にバックアップ対象のデータのコピーをすばやく作成し、オリジナル データではな
くそのコピーに対してバックアップ処理を行います。

• アレイに格納されているデータのバックアップ コピーをアレイ上の元の位置に復元して、高
速復元を可能にします。

しかし、入手可能なディスク アレイの数が急激に増えたことで、実にさまざまなコピー方法が
存在し、しかも大抵の場合は (ほぼ間違いなく )新しい専門用語が取り入れられるため、この分
野は非常に複雑になっています。

このマニュアルでは、一見難しそうに見えるテーマをできるだけ分かりやすく解説し、技術の背
景にある原則を分かりやすく紹介するよう心がけています。



概要

はじめに

第 1 章4

できるかぎり、ストレージ ネットワーキング インダストリ アソシエーション (SNIA)に準拠し
た用語を使用しています。



概要

ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの概要

第 1 章 5

ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの概要

大規模データベース アプリケーションに使用されてきた、テープにバックアップするという従
来の技術には、非常に多くの問題が残ります。整合性のあるデータベースのバックアップを作成
するためには、データをテープにストリーミングしている間、関連データベースをオフラインに
しなければならないほか、「ホットバックアップ モード」に設定する必要があります (アプリ
ケーションで可能な場合 )。

関連データベースをオフラインにすることで、アプリケーションの処理に大きな混乱が生じる可
能性があります。また、ホットバックアップ モードでは大量のトランザクション ログ ファイル
が作成されるため、アプリケーション システムに過大な負荷をかける可能性があります。

ただし、Data Protectorに統合可能なディスク アレイ上にアプリケーション データベースをイ
ンストールすると、データベースをオフラインにする時間だけでなく、ホットバックアップ 
モードの時間も短縮することができます。この場合は、まず、ある時点のデータベースのコピー
をアレイ上に作成し、そのコピーからテープへデータをストリーミングします。このコピーはす
ばやく作成されるため、データベースは、テープへのストリーミングが開始される前にすぐに通
常の処理に戻ることができます。

しかも、このアプローチでは、実際にはバックアップを作成するためにコピーからテープへデー
タをストリーミングする必要はありません。コピー自体をバックアップとしてアレイ上に保持
し、そこから直接復元を行うことができるためです。

これが、ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの基本原理です。

作成できる多種類のコピーは、アレイの種類によって異なり正確なコピーの場合もあれば仮想コ
ピーの場合もあります。本書では特に指定する場合を除き、この技術で使用されるコピー群を
「複製」と呼びます。また、これらの複製を作成することも「複製」と呼びます。

ゼロ ダウンタイム バックアップおよびインスタント リカバリについて

この 2つは、ディスク アレイを使用するアプリケーションのバックアップ /復元技術でも最も重
要なものです。これらは特に、高可用性アプリケーションで重要となります。

ゼロ ダウンタイム バックアップ

ゼロ ダウンタイム バックアップとは Data Protectorで使用される用語で、複製技術を用いてア
プリケーション データベースやファイル システムへのバックアップ処理の影響を最小限に抑え
るバックアップ アプローチを指します。このアプローチでは、まず最初にバックアップ対象の
データベースの複製を作成し、その後のバックアップ処理をオリジナルのデータではなく複製
データに対して行います。



概要

ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの概要

第 1 章6

図 1- 1 ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの概念

インスタント リカバリ

インスタント リカバリは、アレイ上に保持されているデータ オブジェクトの複製を使用して、
複製が作成された時点の状態にデータ オブジェクトを復元するプロセスです。これにより、
テープからの復元を行う必要がなくなります。完全に復旧するためにトランザクション ログ 
ファイルを適用するなどその他の手順が必要な場合もあります。

複製について

近年、大規模なアレイ上で複製を作成するための一般的なアプローチとして、実際の処理に使用
されるアプリケーション データの正確なコピー (いわゆるミラー )を保持する方法が取られてき
ました。このミラー技術では、通常の処理でアプリケーション データが更新されるたびに、そ
れとまったく同じ更新がミラー データに対しても実行され、2つのデータの同期が取られます。
この方法の場合は、常に 2つの同一のデータ セットが保持されます。

データに対して管理作業 (バックアップの実行など )を行うときには、同期を停止して (ミラー
を分割して )ミラー データをその作業に使用することで、アプリケーションはほとんど影響を受
けずに引き続きオリジナル データを使用できます。さらに必要に応じて、ミラー データに対す
る作業が完了した後、別の管理作業でミラー データが必要になるまで、2つのデータ セットの
同期を再開することも可能です。

アレイ技術の進展につれて、アプリケーション データのコピーを作成するためのさまざまな新
技術が導入されています。アプリケーション データのミラーを常に保持する方法の代わりに、
これらの技術を利用して、管理目的でアプリケーション データが必要になった時にダイナミッ
ク コピー (スナップショット )を作成します。スナップショットは一般的に仮想コピーであり、
作成された時点では実データを保持しません。オリジナルのデータを指定するポインターのみが
先に作成され、データは後からコピーされます。このため、より動的にコピーを作成できます。
スナップショット作成の詳細については、後ほど説明します。
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スナップショット技術の範囲は、現在ではさまざまな種類のディスク アレイに及んでいます。
ストレージやデータ処理の観点から見ると、それぞれの技術にそれぞれの利点があります。

複製の定義

前述した内容から、複製は、特定時点のアプリケーション /ファイル システムのデータやデータ 
オブジェクトのコピーとみなすことができます。これは、複製の作成に使用されるハードウェア
/ソフトウェアによって、バックアップされるデータの正確なコピーの場合もあれば、仮想コ
ピーの場合もあります。

複製の種類

現時点では、複製には基本的に 2つの種類があります。

• スプリット ミラー

このタイプの複製はミラー化の技術を用いて作成されるもので、HP StorageWorks Disk 
Array XPや EMC Symmetrix ディスク アレイなどのアレイ ハードウェアを使用します。

ミラー化の技術では、アプリケーションの通常使用時には、ファイル システム / アプリケー
ション データまたはデータ オブジェクトのコピーが常に保持されます。このコピーを、ソー
ス (オリジナル ) データの「ミラー」と呼びます。アプリケーションの通常使用時には、ミ
ラー データはソース データと同期がとられ、ソース (オリジナル ) データが更新されるたび
に同じ更新がコピーにも行われます。

特定時点のデータの複製を永久に保持する場合は、同期を停止して (ミラーを分割して )、
ソース データのスプリット ミラー複製として個別に切り離します。

詳細については、17 ページの「ローカル スプリット ミラー複製」を参照してください。

• スナップショット

このタイプの複製はスナップショット技術を用いて作成されるもので、HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array (VA)やHP StorageWorks Enterprise Virtual Array (EVA)などの
アレイ ハードウェアを使用します。

スナップショット複製もまた、ファイル システム /アプリケーション データのコピー (イ
メージ )とみなすことができます。ただし、アレイの種類によっては、スプリット ミラー複
製としてのコピー データではなく、仮想コピーである場合もあります。仮想コピーの場合
は、別のストレージ場所にあるコピー データではなくオリジナルのデータを指定するポイン
ターを持ちます。
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アプリケーションとしては、スナップショット複製は必要になった時点で瞬時に作成される
ものですが、複製のバックグラウンド プロセスがしばらく続くのが通例です。しかしなが
ら、あらかじめ同期ミラーを作成しておく必要はありません。

詳細については、19 ページの「ローカル スナップショット複製」を参照してください。

ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリにおける複製の用途

ゼロ ダウンタイム バックアップ

前述したとおり、ゼロ ダウンタイム バックアップの目的は、アプリケーションやファイル シス
テムのパフォーマンスに対するバックアップの影響を軽減することです。

これはさまざまな方法で実現できます。Data Protectorに密接に統合されたアプリケーションで
は、多様な手法が使用できます。

オンライン バックアップ

Oracleのようなデータベース アプリケーションでは Data Protectorによって、バックアップを
実行する前にアプリケーションでデータベースをホットバックアップ モードに設定するよう指
定できます。データベースがこのモードになると、データベース ファイルのコピーが可能で、
トランザクション ログに書き込まれる情報が増加するような状態になります (後でデータベース
の整合性をとる必要があります )。このため、データベースはアプリケーションを停止せずに処
理を続行できます。

データベースがこのモードに設定されている間は、バックアップ対象データベースの各セクショ
ンの複製を作成できます。複製の作成が完了したら、データベースを通常の処理モードに戻すこ
とができます。これを「オンライン」バックアップと呼びます。ただし、ZDBでは、ホット
バックアップ データベース モードは複製を作成する間だけ必要で、その後のバックアップ処理
(テープへのストリーミングなど )の実行時には設定する必要はありません。

オフライン バックアップ

もう 1つの方法として、トランザクション ログを使用せずに、複製の作成時にデータベースの
処理を停止する方法もあります。これは「オフライン」バックアップと呼ばれます。この場合も
また、ZDBでは、複製を作成している間だけアプリケーションが停止します。

いずれの場合も、バックアップ プロセスがアプリケーションにもたらす影響は複製の作成時に
のみ限定されるため、標準的なテープ バックアップ技術と比べると影響ははるかに少なくなり
ます。「オンライン」の場合は、データベース処理はいっさい停止させず (ゼロ ダウンタイム )、
パフォーマンスに及ぼす影響も、主にトランザクション ログの書き込みによる影響のみと最小
限ですみます。
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バックアップ対象データの複製を作成したら、まず最初に、複製が作成されたアレイに接続され
ているバックアップ システム (ZDBシステムの利点を最大限に引き出すためには、バックアップ 
システムを別のコンピュータ システムにする )に複製をマウントする必要があります。これで初
めて、複製をさまざまな方法で以降のバックアップ プロセスに使用できるようになります。

• 複製からテープ バックアップ デバイスにデータをストリーミングできます。この場合のバッ
クアップ プロセス全体を、テープへの ZDBと呼びます。データは通常、テープからの復元
という標準的な方法で復元します。したがって、複製に関する情報は保存されないので、
バックアップ プロセスが完了したら破棄してもかまいません。

• 複製をアレイ上に保持し、それをバックアップとして使用できます。この場合のバックアッ

プ プロセス全体を、ディスクへの ZDBと呼びます。この方法でバックアップされたデータ
は、インスタント リカバリ機能を使用して複製から直接復元できます。この用途で複製を作
成する場合は、複製に関するアレイ関連の重要な情報を記録しておくことで、データの復元
が可能になります。

ディスクへの ZDBでは、バックアップ データの 1つまたは複数の複製をアレイ上に保持で
きます。実際には、それぞれの複製が特定時点に対応する、時系列の一連の複製を作成でき
ます。

• 複製からテープ バックアップ デバイスにデータをストリーミングした後、さらに複製をアレ
イ上に保持し、それをバックアップとして使用できます。この場合のバックアップ プロセス
全体を、ディスク /テープへの ZDBと呼びます。この方法は柔軟性が高く、データは、テー
プからの復元という Data Protectorの標準的な方法で復元 (個々のバックアップ オブジェク
トの復元が可能 )することも、インスタント リカバリ機能を使用して複製から直接復元 (完
全な複製のリカバリが可能 )することもできます。

Data Protector ZDBには、前述の 3 つの方法があります。

インスタント リカバリ

通常、バックアップは定期的に実行するのに対し、復元の実行頻度は低いものです。そのため、
テープへの ZDBを実行するだけで満足し、必要なときには時間がかかってもテープからの復元
が行われることが多いようです。

しかし、特に高可用性システムでは、高速で復元を実行できることも高速バックアップと同じく
らい重要です。このような場合は、インスタント リカバリ機能による高速復元が可能な、ディ
スクへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBがお勧めです。
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インスタント リカバリによるデータの復元では、アプリケーションやバックアップ システムが
使用できない状態になり、複製の内容が元の位置に直接復元されます。復元はアレイの内部で実
行されるため、処理は非常に速くなります。復元が完了すると、関連するデータベースやファイ
ル システムのセクションは複製が作成された時点の状態に戻り、アプリケーション システムは
再び使用可能になります。

データベースの復旧

整合性のあるデータベースを完全に復旧するには、インスタント リカバリ機能を使用して復元
した後で、複製の作成後に別途バックアップしたトランザクション ログもすべて適用する必要
があります。

インスタント リカバリは、テープからの最初の復元データを使用せずに実行されます。

注記 複製をインスタント リカバリによる復元に使用するためには、ディスクへの
ZDBまたはディスク /テープへの ZDBで複製を作成する必要があります。それ
以外の方法で作成した場合は、復元に必要な複製に関する情報が Data Protector
データベースに記録されません。

ZDBセッションからの復元による別の方法

テープへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBでバックアップしたデータは、通常はテープ
からの復元という Data Protectorの標準の技術を使用して復元します。

スプリット ミラー復元

ただし、特別なケースとして、最初にテープからデータを復元して複製を更新した後、複製の内
容を元の位置に復元する方法もあります。この方法はスプリット ミラー複製をサポートしてい
るアレイで使用可能で、スプリット ミラー復元と呼ばれます。

これは実際にはインスタント リカバリとは異なりますが、複製の内容を元の位置に復元すると
いう意味では同じです。アプリケーションの中断が必要なのはこの時点だけですので、アプリ
ケーション関連の影響は最小限に抑えられます。

複製の別の用途

複製は、バックアップと復旧以外の目的でも使用できます。たとえばデータ マイニングのよう
なたいへん便利な利用方法が多数あります。Data Protectorの ZDB および IR 機能で作成した
複製はそのような用途にも使用できます。ただし、復元時にデータの有効性に関する問題が発生
する恐れがあるので、ZDB および IR のために作成した複製を別の用途に使用しないでくださ
い。
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2 複製方法
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本章の内容

本章では、Data Protectorでのゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリに使用
できる複製方法について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• ディスク アレイにおけるディスクの仮想化の基本原理

• 使用可能な複製方法の種類とサポートされるディスク アレイ

• 同一アレイ上での複製 (ローカル複製 )に使用されるアレイ プロセス

• 異なるアレイ上での複製 (リモート複製 )に使用されるアレイ プロセス
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アレイの基礎

使用できる複製方法は、ディスク アレイの種類や、インストールされているファームウェア /ソ
フトウェアによって異なります。

Data Protectorでは、以下のディスク アレイで複製を作成できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP

• EMC Symmetrix Disk Array

• HP StorageWorks Virtual Array

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

これらのディスク アレイで、スプリット ミラーやスナップショットによるさまざまな複製方法
がサポートされています。詳細については、31 ページの第 3 章 「Data Protectorの ZDBおよ
び IR処理の概要」を参照してください。

すべてのアレイではディスク仮想化技術がサポートされているため、仮想ディスクや論理ボ
リュームなどの作成が可能です。

図 2- 1 ディスク仮想化

物理ディスクのアレイでは、アレイはいずれもデータ ストレージの 1つの大きなブロックとし
て構成されます。これをさらに多数の仮想ストレージ ブロックに分割することができ、ホスト /
オペレーティング システムで使用できるようになります。

このようなブロックはさまざまな名前で呼ばれますが、基本的な作成方法はほとんど同じですの
で、ここでは分かりやすいように、すべてストレージ ボリュームと呼ぶことにします。
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RAID技術

関連するディスク アレイが RAID技術を使用している場合、RAIDシステムにより、利用可能
なストレージに別の仮想化レベルが適用されることによって、データの冗長化が行われデータの
保護も強化されます。

図 2- 2 RAIDによるディスク仮想化

RAIDにはさまざまなレベルがあり、データの冗長性、速度、アクセス時間のレベルもそれぞれ
異なります。場合によっては、これらの属性間のバランスを、使用可能な空きストレージの大き
さに応じて調整することができます。

RAIDシステムが稼動すると、データを複数の物理ディスクに分散し、論理ユニットとしてホス
トに存在させるようにします。論理ユニットは、前のディスク仮想化で説明した、物理ディスク
としてみなすことができます。仮想化後に最終的にホスト オペレーティング システムに存在す
ることになるのは、仮想ディスク、つまりストレージ ボリュームとなります。
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注記 Data ProtectorはWindowsシステムで使用すると論理ユニット レベルで稼動し、
HP-UXまたは Solarisシステムで使用すると、論理ユニットおよびボリューム グ
ループの両方のレベルで稼動することができます。ボリューム グループ レベルが
使用可能なのは、LVM (Logical Volume Manager:論理ボリューム マネージャ )
を使用した場合です。
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ローカル複製の基本事項

Data Protectorでサポートされているアレイ統合ソフトウェアのうち、HP StorageWorks Disk 
Array XPと EMC Symmetrix Disk Arrayではスプリット ミラーによる複製方法がサポートさ
れ、HP StorageWorks Virtual Arrayと HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayではス
ナップショットによる複製方法がサポートされています。どちらも複製の基本的な考え方は同じ
で、特定のソース データやデータ オブジェクトを含むボリュームのコピー (イメージ )を作成し
ます。これらのコピーは同一アレイ上の別の論理ボリュームに作成され、ホスト システムで使
用できます。

いずれの場合も、複製できるのはアレイ上の完全な論理ボリュームだけです。複製用に選択され
ているデータやデータ オブジェクトが論理ボリュームのほんの一部分である場合でも、その論
理ボリューム全体が複製されます。

ソース ボリューム /ターゲット ボリューム

複製したいソース データまたはデータ オブジェクトを含むボリュームをソース ボリュームと呼
びます。このソース ボリュームは、同じ数のターゲット ボリューム (複製データ /データ オブ
ジェクトが含められるボリューム )に複製されます。複製プロセスが完了すると、作成された
ターゲット ボリュームの内容が複製になります。

オペレーティング システムの観点から考えると、複製の作成方法に関係なく、ソース データ オ
ブジェクトの複製セットの内容は同じになります。ただし、複製方法は以下のことに影響しま
す。

• 複製速度

• 使用されるストレージ スペース

• 関連アプリケーションへの影響

• データ セキュリティ

また、アレイの種類に応じて、ハードウェアやソフトウェアに何らかの制限も生じます。

特定の用途にどの複製方法を使用するかを決定する際は、こういったあらゆる側面を考慮に入れ
る必要があります。この決定作業に役立つように、この後の項では、それぞれの方法における処
理の原理について説明します。
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ローカル スプリット ミラー複製

ディスク アレイの用語では、ミラーとは 1つまたは複数のソース ボリュームのコピーを指しま
す。

図 2- 3 スプリット ミラー複製

ミラーが作成された時点では、ミラーが保持するデータはソース ボリュームが保持するデータ
と同じになります (つまり、ミラーはソース ボリュームのコピーになります )。その後、作成さ
れたミラーボリューム (ターゲット ボリューム )は、ソース ボリュームと同期がとられます。
ソース ボリュームの内容が更新されると、それと同じ更新がターゲット ボリュームの内容にも
適用され、両者の内容が等しくなるように維持されます。

このソース ボリュームとターゲット ボリュームのことを、しばしばミラー ボリューム、ミラー 
ディスク、あるいはミラー ペアと呼びます。
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特定時点の複製が必要な場合は、ミラー ボリューム間の同期を停止して (「ミラーを分割する」
と言います )、ソース ボリュームの特定時点のコピー (独立したスプリット ミラー複製 )を切り
離します。このプロセスは非常に高速なため、アプリケーション システムへ及ぼす影響は最小
限に抑えられます。

スプリット ミラー複製の特徴は以下のとおりです。

• ソース ボリュームの完全なコピー (クローン )です。

クローンには、以下の特徴があります。

— ホスト /オペレーティング システムの観点では、ターゲット ボリュームの内容が、複製が
作成された時点のソース ボリュームの内容と、あらゆる点で同じになります。

— 物理ディスクまたは論理ユニット レベルで、ソース ストレージ ブロックの内容の完全な
物理コピーが存在します。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。完全な物理的コピーであるため、ソース ボ
リュームの内容が消失または破損しても、ターゲット ボリュームの内容には影響しません。
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ローカル スナップショット複製

最近のディスク アレイ技術では、「スナップショット」という用語は、必要が生じた時点で作成
される一群の複製という意味まで含みます。

スナップショット複製はほぼ瞬時に作成されるもので、即座に使用可能になります。ただし、
バックグラウンドでコピー プロセスがしばらくの間続くことがあります。このことについては、
後で詳しく説明します。

スナップショット複製とスプリット ミラー複製を区別する共通の要素は、特定時点のコピーを
作成するまでは同期コピーは必要ないということです。なぜなら、スナップショットの作成時点
では、データはまったくコピーされないからです。オリジナル データを参照するポインター 
テーブルのコピーのみが作成されます。したがって、ホストに存在するソース ボリュームの複
製は、この時点では実質的に「仮想」コピーです。ただし、ホスト /オペレーティング システム
の観点では、複製はそれが作成された時点でのソース ボリュームの完全なコピーを常に保持し
ていることになります。

したがって、スナップショット作成のプロセスは、スプリット ミラー作成のプロセスとはまっ
たく異なります。異なる種類のスナップショットの作成方法について、それぞれの利点が判断で
きるように説明しますが、後述する関連処理についての説明は、物理ストレージ (物理ディスク
または論理ユニット ) レベルであり、ストレージ ボリューム レベルではありません。この項を
読む際には、このことを念頭に置く必要があります。

サポートされているアレイ統合ソフトウェアを使用すると、以下のようなスナップショット群を
作成できます。

• 事前割り当てされた (または完全割り当て )スナップショット

• 実質的に容量を使用しない (またはデマンド割り当て )スナップショット (VSNAP)

• スナップクローン

事前割り当てされたスナップショット

「完全割り当てスナップショット」、「標準スナップショット」または単に「スナップショット」
とも呼ばれるもので、この種類の複製は、次の図に示すように作成および保持されます。以下に
詳細を説明します。
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図 2- 4 事前割り当てされたスナップショットの作成

1. T0の時点で、関連するソース ボリュームと同等のストレージ容量が、ターゲット ボリューム
のアレイ上に確保されます。

ソースのストレージ ブロックからターゲットのストレージ ブロックへデータはコピーされま
せん。その代わり、オリジナル データが含まれているストレージ ブロックをポイントするよ
うにポインターが設定されます。この時点ではコピーは完全に仮想的なものですが、ホスト
の観点では、T0の時点でのソース ボリュームの完全な複製がターゲット ボリュームに存在
し、使用可能な状態になっています。

2. スナップショットの作成後に、T0ソース データの更新が行われる場合は、更新が実行される
前にまずターゲット ボリュームのストレージ ブロックにデータがコピーされ、ポインターが
これらのブロックに再マッピングされます。したがって、アレイ上にオリジナル データの完
全なレコードが残ります。

この手順は、「コピー オン ライト」とも呼ばれます。
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3. スナップショットは一部は正確 (ソース データがコピーされたセクション )ですが、一部は仮
想的なものです。T2時点で複製にアクセスしたとき、すでにコピーされたデータはターゲッ

トのストレージ ブロックから読み取られ、コピーされていないデータはソースのストレージ 
ブロックから読み取られます。したがってホストの観点では、T0時点でのソース データの完
全な複製がなお存在するということになります。

事前割り当てされたスナップショットの特徴は以下のとおりです。

• オリジナル データの独立した完全なコピーではありません (ただし、ソース ボリュームのス
トレージ ブロックが複製以降すべて変更された時点で完全なコピーになります )。

• ソース ボリューム内のすべてのデータが変更されても、スナップショットに必要なスペース
は保証されます。

• スペースが十分に無い：すべてのデータ変更に備えて常に十分なスペースが確保されますが、

通常は確保されたスペースの一部のみ使用されます。スナップショットが存在する間、それ
以外はその他のどんな用途にも使うことはできません。

実質的に容量を使用しないスナップショット (VSNAP)

この種類のスナップショットは「デマンド割り当てスナップショット」とも呼ばれ、ストレージ
容量を事前に確保しません。しかし、それ以外の作成 /保持のプロセスは、事前割り当てされた
スナップショットと非常によく似ています。作成 /保持プロセスを次の図に示し、詳細を説明し
ます。
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図 2- 5 VSNAPの作成

1. T0時点では、アレイ上にターゲット ボリューム用のストレージ容量は確保されません。

ソースのストレージ ブロックから新しい (ターゲットの )ストレージ ブロックへデータはコ
ピーされません。その代わり、オリジナル データが含まれているストレージ ブロックにポイ
ンターがマッピングされ、コピーは完全に仮想的なものです。しかしホストの観点では、T0

の時点でソース ボリュームの完全な複製がターゲット ボリュームに存在し、使用可能な状態
になっています。ポインター用以外にストレージ スペースは必要ありません。

2. スナップショット作成後、T0時点のソース データが更新される場合、更新が実行される前に
まず新しいストレージ ブロックにソース データがコピーされ、ポインターがこれらのブロッ
クに再マップされます。したがって、アレイ上にオリジナル データの完全なレコードが残り
ます。

この手順も、事前割り当てされたスナップショットの場合と同様に、「コピー オン ライト」
と呼ばれます。
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この場合は、変更されたデータのためのストレージ スペースだけが必要になります。オリジ
ナル データがすべて更新された場合は、必要なスペースは事前割り当てされたスナップ
ショットと同じになります。

3. T2の時点で複製にアクセスしたとき、コピーの一部は正確なものですが、一部は仮想的なも

のです。事前にコピーされたデータは新しいストレージ ブロックから読み取られ、コピーさ
れていないデータはソースのストレージ ブロックから読み取られます。したがってホストの
観点では、T0時点でのソース データの完全な複製がなお存在するということになります。

VSNAPの特徴は以下のとおりです。

• オリジナル データの独立した完全なコピーではありません (ただし、ソース ボリューム内の
オリジナル データがすべて変更された時点で完全なコピーになります )。

• スペース効率の良いスナップショットです。

• 複製の増大に備えて十分なスペースを保証するために、ディスク スペースの管理が別途必要
になります。そうしないと、アレイのスペースがすべて使用された時点で、スナップショッ
トの更新が失敗するだけでなく、一般のアレイ操作に影響します。

スナップクローン

この形式のスナップショットは、最初は事前割り当てされたスナップショットとして開始され、
最後はスプリット ミラー複製に似たクローン (コピー )になります。スナップクローンを実行す
る手順を次の図で詳しく説明します。
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図 2- 6 スナップクローンの作成

1. 事前割り当てされたスナップショットが作成されます。詳細は、19 ページの「事前割り当て
されたスナップショット」の手順 1および 2を参照してください。作成されたスナップ
ショットは、通常の事前割り当てされたスナップショットとして使用可能で、同様に「コ
ピー オン ライト」の処理を使って更新されます。
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2. バックアップ プロセスが開始され、ソースのストレージ ブロックからターゲットのストレー
ジ ブロックにすべてのデータがコピーされます。このプロセス中にスナップショットを使用
する場合、コピーの一部は正確なものですが、一部は仮想的なものです。コピーされていな
いデータはソースのストレージ ブロックからアクセスされ、コピーされたデータはターゲッ
トのストレージ ブロックからアクセスされます。

3. ターゲットのストレージの場所にデータがすべてコピーされると、バックグラウンド プロセ
スは停止し、T0時点でのスタンドアロン クローン、つまりソースのコピーが残ります。

スナップクローン (バックグラウンドのコピー プロセスが完了した時点 )の特徴は以下のとおり
です。

• ソース ボリュームの完全なコピー (クローン )です。

クローンには、以下の特徴があります。

— ホスト /オペレーティング システムの観点では、ターゲット ボリュームの内容が、複製が
作成された時点のソース ボリュームの内容と、あらゆる点で同じになります。

— 物理ディスクまたは論理ユニット レベルで、ソース ストレージ ブロックの内容の完全な
物理コピーが存在します。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。完全な物理的コピーであるため、ソース ボ
リュームの内容が消失または破損しても、ターゲット ボリュームの内容には影響しません。

ただし、バックグラウンドでデータ コピー プロセスが実行されている間は、リソースの競合が
原因でアプリケーションのパフォーマンスに影響が生じる可能性があります。大規模なデータ
ベースのスナップショットを作成する場合は、コピー プロセスに非常に時間がかかることも考
えられます。

一般的なスナップショットの定義

ここまでに挙げたサポートされている各種スナップショットの説明から、スナップショットの一
般的な定義は以下のようになります。

スナップショットとは、ストレージ ボリュームに含まれるアプリケーション データまたはファ
イル システム データの正確なコピーあるいは仮想コピーです。これは、ある特定時点に作成さ
れるもので、スプリット ミラーを作成する場合とは異なり、最初から存在している必要はあり
ません。ただし、コピー プロセスは初期の作成時以降もしばらく続くこともあります。この間
は、正確なディスク ブロックと仮想ディスク ブロックがコピーに混在する可能性があります。
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リモート複製の基本事項

ローカル複製のほかに、リモート複製を実行することも可能です。この場合は、ソース ボ
リュームのあるアレイとは別のアレイ上に複製が作成されます。

この方法では、通常はミラー化の技術が使用されます。
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リモート スプリット ミラー複製

この方法では、ローカル スプリット ミラー複製と同様の方法でミラー ボリューム (またはミ
ラー ペア )がセットアップされますが、ソース ボリュームとターゲット ボリュームは通常は別
のディスク アレイ上に配置されます。これは、この方法が主に高可用性システムにおけるアプ
リケーションの障害復旧を目的として開発されたものだからです。

リモート アレイ上に作成されたミラー (ターゲット )ボリュームはローカル アレイ上のソース 
ボリュームと同期がとられます。ソース ボリュームへのあらゆる更新をターゲット ボリューム
にも同じように行うことで、ローカル スプリット ミラー複製の場合と同様に、2つのボリュー
ムが同じになるように保持されます。ただし、アレイが別のサイトに設定されている場合はキロ
メートル単位の距離を隔てて同期化を行う必要も考えられ、逆にアプリケーションのパフォーマ
ンスが低下する可能性があります。通常は、データ セキュリティの理由から、リモート システ
ムとのリンクは同期化されます。

この方法を使用すると、アプリケーション データ /オブジェクトを含むボリュームのミラー コ
ピーを、常にリモートの (ターゲット )ディスク アレイ上に保持することができます。

特定時点の複製が必要な場合は、ミラー ボリューム間の同期を停止して (「ミラーを分割する」
と言います )、ソース ボリュームの特定時点のコピー (独立したスプリット ミラー複製 )をリ
モート アレイ上に切り離します。

Data Protectorでは、HP StorageWorks Disk Array XPおよび EMC Symmetrix Disk Arrayで
のリモート複製にミラー化技術を使用できます。

この方法でリモート アレイ上に作成したスプリット ミラー複製の特徴は、以下のとおりです。

• ソース アレイ上のソース ボリュームの完全なコピーになります。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。ローカル アレイのソース ボリュームの内容
が消失または破損した場合でも、リモート システム上のスプリット ミラー ターゲット ボ
リュームの内容には影響しません。

スプリット ミラー作成の詳細については、17 ページの「ローカル スプリット ミラー複製」を参
照してください。

注記 長距離リンクを介した連続リモート同期では、アプリケーション システムにパ
フォーマンス上の影響が生じる可能性があります。
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リモート複製とローカル複製の併用の基本的概念

リモート複製とローカル複製の併用では、両方の技術を組み合わせています。リモート複製を使
用してリモート アレイにボリュームのコピーを作成し、このコピーはローカル複製のソースに
使用されます。この場合の方法は 16 ページの「ローカル複製の基本事項」で説明したものと
まったく同じですが、今度はリモート ミラーのターゲット ボリュームがローカル スプリット ミ
ラー複製のソース ボリュームになります。

独立したポイントインタイム (特定時点の )複製をリモート システム上に定期的に作成するに
は、リモート複製とローカル複製を組み合わせる必要があります。障害復旧の目的では、この方
法が理想的と言えます。

この方法では、通常はミラー化の技術が使用されます。
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リモート スプリット ミラー複製とローカル スプリット ミラー複製
の併用

リモート複製

この手法では、リモート スプリット ミラー複製と同様、ミラー ボリューム (またはミラー化さ
れたペア )が、別のディスク アレイ上のソース ボリュームとターゲット ボリュームに設置され
ます。

リモート アレイ上に作成されたミラー (ターゲット )ボリュームはローカル アレイ上のソース 
ボリュームと同期がとられます。ソース ボリュームに対するあらゆる更新を同じようにター
ゲット ボリュームに対しても行うことで、2つのボリュームが同じになるように保持されます。
アレイ間のリンクは同期がとられます。

この方法を使用すると、ローカル アレイ上のソース ボリュームのミラー コピーを、リモートの
(ターゲット )ディスク アレイ上に常に保持することができます。

ローカル複製

この場合、リモート複製段階でのターゲット ボリュームは、(リモート アレイ上での )ローカル
複製段階ではソース ボリュームになります。

ローカル複製段階は、17 ページの「ローカル スプリット ミラー複製」の説明と同じように実行
されます。

特定時点の複製が必要な場合は、リモートでミラー化されたボリューム間の同期は継続します
が、ローカルでミラー化されたボリューム間の同期は停止して (「ミラーを分割する」と言いま
す )、ローカル アレイ上のソース ボリュームの特定時点におけるコピー (独立したスプリット ミ
ラー複製 )をリモート アレイ上に切り離します。

Data Protectorでは、HP StorageWorks Disk Array XPおよび EMC Symmetrix Disk Arrayで
のリモート複製とローカル複製の併用に、ミラー化技術を使用できます。

この方法でリモート アレイ上に作成したスプリット ミラー複製の特徴は、以下のとおりです。

• ソース アレイ上のソース ボリューム内のデータ /オブジェクトの完全なコピーになります。

• オリジナルから完全に独立した状態になります。ローカル アレイのソース ボリュームの内容
が消失または破損した場合でも、リモート アレイ上のスプリット ミラー ターゲット ボ
リュームの内容には影響しません。
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• ローカル アレイとリモート アレイの間のリンクには影響はなく、リンクは維持し続けられま
す。

スプリット ミラー作成についての詳細は、17 ページの「ローカル スプリット ミラー複製」を参
照してください。
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3 Data Protectorの ZDBおよび IR処理の
概要
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本章の内容

本章では、ゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリの観点から、Data 
Protectorの処理について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• ZDBおよび IRを目的としたセルのセットアップ

• 必要な Data Protectorセル コンポーネント間の相互作用

• Data Protectorでサポートされているアレイ統合ソフトウェアと、各アレイが複製および復
旧に使用する手法

• ZDBおよび IRをサポートするアプリケーション統合ソフトウェアと、これらの統合ソフト
ウェアで利用可能な複製の種類
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Data Protector セルの概念

Data Protectorでは、セルの管理という概念が使用されています。ここでは、ZDBと IRの用途
におけるセルのセットアップ方法について簡単に説明します。

図 3- 1 Data Protector ZDBおよび IRのためのセルの構成図

1つの Data Protectorセルにつき 1つの Cell Manager (中央制御サーバ )があり、以下の制
御が行われます。

• アプリケーション システムにインストールされている Data Protectorクライアント。この図
では、分かりやすいようにアプリケーション クライアントは 1つだけ示しています。

• テープ デバイス (テープ バックアップ用 )が接続されている独立したバックアップ システム。

ZDB および IR の技術を使用するためには、バックアップ対象のアプリケーション データベー
スまたはファイル システムデータが、アプリケーション システムとバックアップ システムが直
接接続されているディスクアレイ上に存在する必要があります。ZDBおよび IRの用途では、
テープ デバイスはオプションです。
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Data Protectorの処理の制御には、グラフィカル ユーザー インタフェース (GUI)とコマンド行
インタフェース (CLI)からなるユーザー インタフェースを使用します。ユーザー インタフェー
スは、必ずしもその他の Data Protectorセル コンポーネントと同じシステムにインストールす
る必要はありません。LANで Cell Managerに接続されている任意のシステムにインストールで
きます。

Data Protector セルの構成要素

ここでは、Data Protectorセルの構成要素と各コンポーネント間で行われる相互作用について簡
単に説明します。ZDBおよび IRで必要となる複製方法が Data Protectorでどのように適用さ
れるかについては、後で説明します。

33 ページの図 3-1に示す Data Protectorセルが機能するためには、適切な処理を行うソフト
ウェア コンポーネントが各ハードウェア エレメントにインストールされている必要があります。

次の図 3-2に一般的なアプリケーション統合に必要なコンポーネントを示し、その後のセクショ
ンで各コンポーネントの機能について大まかに説明します。
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図 3- 2 ZDBおよび IRのためのセルの処理の構成要素

Cell Manager

Data Protector Cell Managerは、Data Protectorソフトウェアを実行して、バックアップと復
元に必要なセルのあらゆる処理を制御します。次のような機能があります。

• Data Protectorセルの処理を一元管理できます。

• Data Protector内部データベース (IDB)の設置。このデータベースには次のような Data 
Protector情報が格納されます。

— バックアップ仕様

— バックアップ セッションの実行スケジュール

— バックアップ セッションの結果
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IDBには、拡張機能の ZDBデータベース セクションが含まれます。このセクションには、
インストールされている各ディスク アレイ統合ソフトウェアごとに個別のサブセクションが
あり、ZDBおよび IRに伴うあらゆるバックアップ セッションや、アレイ関連の情報が含ま
れます。ZDBデータベースについての詳細は、B-1ページの「追加情報」を参照してくださ
い。

• スケジューラ機能。バックアップ仕様に応じて非対話型のバックアップ セッションを開始し
ます。

• セッション マネージャの制御。セッション マネージャは主に次のことを行います。

— バックアップ セッションの実行の制御と終了

— 内部データベース (IDB)へのバックアップ セッション情報の書き込み

— 復元セッションの実行の制御と終了

アプリケーション システム

複製を作成する各アプリケーション システムには、Data Protectorクライアントがインストー
ルされている必要があります。そのほかに、以下も必要になります。

• ディスク アレイ エージェント。これは、Data Protector Cell Managerと、アプリケーショ
ン データベース /ファイル システムがインストールされているアレイとの間の相互作用を制
御するために使用されます。サポートされているアレイの種類ごとに、専用のエージェント
があります。

• アプリケーション統合エージェント。これは、Data Protector Cell Managerとアプリケー
ションの間のインタフェースとして機能するもので、Data Protectorがデータベース アプリ
ケーションのバックアップおよび復元セッション時にデータベースの状態を制御するなどの
機能を実行するために必要となります。

バックアップ システム

このシステムには、Data Protectorクライアントおよび関連するディスク アレイ エージェント
がインストールされている必要があります。場合によっては、アプリケーション統合エージェン
トも必要になります。データがテープ バックアップの対象であるかどうかに関係なく、作成し
た複製の格納先となるシステムでは、その後のプロセスでこのシステムから複製にアクセスでき
ます。

各種チェックや管理機能もこのシステムから実行されます。

通常は、アプリケーション システムとは別のシステムをバックアップ システムにします。



Data Protectorの ZDBおよび IR処理の概要
Data Protector セルの概念

第 3 章 37

ユーザー インタフェースをインストールしたシステム

Data Protectorは、Data Protectorのグラフィカル ユーザー インタフェース (GUI)またはコマ
ンド行インタフェース (CLI)がインストールされているシステムであれば、ネットワーク上のど
のシステムからでも制御できます。つまり、メインのセル コンポーネントをコンピュータ ルー
ムに設置しておいて、Data Protectorの操作はオフィスのデスクトップ システムから管理する
ことも可能です。詳細については、38 ページの「ユーザー インタフェース」を参照してくださ
い。

ZDBおよび IRの処理は、GUIおよび CLIを使って制御できます。

コンポーネントの相互作用

Cell Managerの命令は、アプリケーション システムと複製管理システム上のアプリケーション
統合エージェントおよびディスク アレイ エージェントに送られます。そこで命令が解釈され、
アレイに渡されます。実際の複製の作成と操作はすべて、アレイ内で実行されます。
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ユーザー インタフェース

ゼロ ダウンタイム バックアップおよびインスタント リカバリに必要な操作の実行には、Data 
Protectorのグラフィカル ユーザー インタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)の
両方を使用できます。

GUI

GUIを使うことで、1つのシステムで ZDB環境を管理できます。GUIを使えば、各種バック
アップ タスクの実行やアクティブな処理のモニター、Data Protectorのレポート機能や通知機
能を実行できます。バックアップ タスクには、バックアップ仕様の作成、バックアップ オプ
ションとスケジュールの定義、ZDBセッションの開始があります。[インスタント・リカバリ ]
コンテキストでは、インスタント リカバリ対象としてマークされたセッションをブラウズして
必要なオプションを定義し、インスタント リカバリのセッションを開始することができます。
なお、インスタント リカバリが可能なのは、ディスク アレイに保存された (ディスクへの ZDB
セッションまたはディスク /テープへの ZDBセッションでバックアップされた )データ オブ
ジェクトです。バックアップ メディアに保存された (テープへの ZDBまたはディスク /テープ
への ZDBでバックアップされた ) データは、Data Protectorの標準的な復元手順でテープから
復元されます。これらのセッションは [復元 ]のコンテキストに表示されます。したがって、
Data Protector GUIでは、インスタント リカバリ対象としてマークされたセッションとそうで
ないセッションとの区別が容易です。

39 ページの図 3-3に、GUIウィンドウで ZDBセッションのバックアップ オプションを定義す
る例を示します。
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図 3- 3 Data Protector GUI

CLI

ZDBおよび IRの処理のうち、GUIで実行できるもののほとんどは、CLIを使用しても実行で
きます。しかし、次ような管理タスクの一部は、CLIでしか実行できません。ZDBデータベー
スの照会、同期、削除、整合性チェックなどです。さらに CLIを使用すると、複製または複製
セットが不要になったときに、ZDBデータベースに保存されているそれらに関する情報も含め
て手動で削除できます。以下は、HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayで作成された 1
つの複製を削除する例です。

omnidbeva -delete -session <session_ID>
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Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア

Data Protectorでは、次のディスク アレイに対応したアレイ統合ソフトウェアを使用できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP

• EMC Symmetrix Disk Array

• HP StorageWorks Virtual Array

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

これらのすべての統合ソフトウェアで複製が可能なほか、多くは 1 ページの第 1 章 「概要」で
説明した用途に使用できる複製セットも作成できます。ただし、複製と復旧の方法はさまざま
で、各種用途によってそれぞれに利点や欠点があります。

HP StorageWorks Disk Array XP

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合では、スプリット ミラー技術による複製
がサポートされています。この場合、作成されるターゲット ボリューム (T)は、ソース ボ
リューム (S)の正確なコピーになります。

HP StorageWorks Disk Array XPでは、ローカル複製とリモート複製の両方を使用できるほか、
この 2つを組み合わせて最適なデータ保護レベルを実現できます。本項では、ローカル複製とリ
モート複製の基本概念と、それぞれの利点と欠点について説明します。

注記 ローカル複製を使って作成された複製は、インスタント リカバリまたはスプリッ
ト ミラー復元のいずれかの機能を使用して復元できます。リモート複製を使用し
た場合やリモート複製とローカル複製を併用した場合、テープからの復元という
Data Protector標準の手順を使用してデータを復元します。この方法は、『HP 
OpenView Storage Data Protector 管理者ガイド』を参照してください。

サポートされているすべての Disk Array XP構成の概要については、A-3ページの「サポートさ
れている HP StorageWorks Disk Array XPの構成」を参照してください。
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ローカル複製

ローカル複製には、HPStorageWorksBusiness Copy (BC) XP構成が使用されます。この場合
は、インスタント リカバリに使用するために 3つのファーストレベル ミラー (複製 )を作成す
ることが可能です (詳細は A-3ページの「サポートされている HP StorageWorks Disk Array 
XPの構成」を参照してください )。つまり、インスタント リカバリの目的で作成される複製
ローテーションのセットは、最大 3つの複製で構成されます。いったん構成した後は BC処理は
無人で進められ、同一アレイ内にデータが複製されます。

ローカル複製では、バックアップ方法を自由に選択できます。Data Protectorでサポートされて
いる 3種類の ZDB (ディスクへの ZDB、テープへの ZDB、ディスク /テープへの ZDB)をすべ
て実行することができます。ただし、インスタント リカバリが可能なのはディスクへの ZDBと
ディスク /テープへの ZDBだけです。テープへの ZDBの場合は、データの復元は、テープから
の復元という Data Protectorの標準の手順か、Data Protectorスプリット ミラー復元という方
法で行うことができます。

ZDBの種類についての詳細は、このマニュアルの 1 ページの第 1 章 「概要」を参照してくださ
い。

注記 テープへの ZDBおよびディスク /テープへの ZDBでは、ソース ボリュームはア
プリケーション システムに接続し、さらに別のバックアップ システムをターゲッ
ト ボリューム用のディスク アレイに接続します。バックアップは、ペアを分割し
た後で複製から実行します。つまり、バックアップ時でもアプリケーション シス
テムはオンラインで使用可能な状態になります。

図 3- 4 BC XPの構成例
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スプリット ミラー復元

テープへの ZDBセッションでバックアップしたファイルシステムやディスク イメージ、MS 
Exchange 2000および SAP R/3統合ソフトウェアのデータを復元する場合は、テープからの復
元という Data Protectorの標準の手順を使用するか、Data Protectorスプリット ミラー復元と
いう方法を使用できます。スプリット ミラー復元では、まず最初にメディアから複製にデータ
が移された後、ソース ボリュームとの同期がとられます。スプリット ミラー復元の詳細は、こ
のマニュアルの 79 ページの第 6 章 「テープへの ZDBセッションからの復元方法」を参照して
ください。

注記 テープへの ZDBセッションから Oracle8/9およびMS SQL統合ソフトウェアの
データを復元するには、テープからの復元という標準の手順を使用します。

リモート複製

リモート複製には HP StorageWorks Continuous Access (CA) XP構成が使用されます。これに
より、最大で 43km離れたリモート マシン上にリモート スプリット ミラー複製を作成できま
す。いったん構成した後は CA処理は無人で進められ、継続的なリアルタイムのリモート データ
複製が可能です。

CA処理はシステムの停止を伴わないため、各 CAボリューム ペアのソース ボリュームはオンラ
インのままで、すべてのクライアント システムで読み取り /書き込みの両方の操作を行うことが
できます。

ソース ボリュームはアプリケーション システムに接続し、さらに別のバックアップ システムを
ターゲット ボリューム用のディスク アレイに接続する必要があります。テープへのデータのス
トリーミングは、ペアを分割した後で複製から実行します。つまり、バックアップ時でもアプリ
ケーション システムはオンラインで使用可能な状態になります。

次の図に、CA XP構成の例を示します。
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図 3- 5 CA XPの構成例

インタフェースの種類

CA XPでは次の 2種類のインタフェースがサポートされています。

• 拡張シリアル アダプタ (ESCON)、最大距離 43km

• ファイバ チャネル (FC)、最大距離 2km

ファイバ チャネルの距離は、シングルモード ファイバ マルチプレクサ内蔵の FCスイッチを使
用すると延長できます。

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、HPStorageWorks Continuous Access (CA) XP
構成と HP StorageWorks Business Copy (BC) XP構成を組み合わせて使用します。この場合は、
スプリット ミラー複製をリモート マシン上に作成し、これらの複製のローカル複製をリモート 
マシン上に作成できます。この構成では、物理的に別々のサイトに、少なくとも 2つの HP 
StorageWorks Disk Array XPが必要になります。

この構成は通常、リモート サイトが障害復旧サイトの役割を担い、CAペアの分割が不可能な場
合に使用します。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによって BCペアが分割されます。データの整合
性を保つために、BCペアの分割前に CAペアのステータスがチェックされます。これにより、
同期 CA構成ではMain Control Unitのすべてのデータが Remote Control Unitにもあることが
保証されます。
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クラスタ構成

この構成は、MC/ServiceGuardやMicrosoft Cluster Serverでサポートされています。クラス
タ構成の例を以下に示します。

図 3- 6 クラスタでの CA構成と BC構成の併用

クラスタ構成についての詳細は、このマニュアルの付録 Aと『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

HP-UX LVMミラー

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェアでは HP-UX LVM (Logical 
Volume Manager: 論理ボリューム マネージャ )ミラーがサポートされています。これは、HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEVが 1つまたは複数の HP StorageWorks Disk Array XPユ
ニットから、別の 1つまたは複数の HP StorageWorks Disk Array XPユニットに LVMミラー
化される構成で使用できます。HP-UX LVMミラーは論理ボリュームのレベルで実行されます。
LVMミラー化された LDEVとその LVMミラーは、同じ論理ボリュームに属します。論理ボ
リュームを拡張した場合に、論理ボリュームが同じディスク上にミラー化されるなどの予期でき
ない事態を防ぐために、HP StorageWorks Disk Array XPごとに LDEVが異なる物理ボリュー
ム グループに属するようにすることをお勧めします。バックアップ システムに接続されている
アレイにある LDEVには、その BCペアを割り当てる必要があります。アプリケーション シス
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テムは、LVMミラー化された論理ボリュームに属する LDEVを含むHP StorageWorks Disk 
Array XPユニットに接続します。

言い換えると、この構成の LVMミラーは、CAと BCを組み合わせた構成での CAリモート コ
ピー接続に代わるものとみなすことができます。したがって、Data Protector HP 
StorageWorks Disk Array XP統合の観点から見ると BC構成になります。

LVMミラーで作成した複製は、ZDBおよび IRに使用できます。この複製からインスタント リ
カバリを実行する手順の詳細については、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウン
タイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

次の図は、LVMミラーを使用する構成の例を示しています。

図 3- 7 XPでの LVMミラー構成

サポートされているすべての LVM構成については、A-13ページの「サポートされている
HP-UX LVMミラー構成」を参照してください。
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EMC Symmetrix Disk Array

Data Protector EMC Symmetrix統合ソフトウェアでは、スプリット ミラー技術による単一複
製がサポートされています。この場合、作成されるターゲット ボリューム (T)はソース ボ
リューム (S)の正確なコピーになります。

EMC Symmetrixディスク アレイでは、ローカル複製とリモート複製の両方を使用できるほか、
この 2つを組み合わせて最適なデータ保護レベルを実現できます。本項では、ローカル複製とリ
モート複製の基本概念と、それぞれの利点と欠点について説明します。

サポートされている EMC Symmetrix構成については、A-17ページの「サポートされている
EMC Symmetrix構成」を参照してください。

注記 Data Protector EMC Symmetrix統合ソフトウェアでは、インスタント リカバリ
はサポートされていません。つまり、この統合ソフトウェアで利用できる ZDB
の種類は、テープへの ZDBだけです。

ローカル複製

ローカル複製には EMC Symmetrix TimeFinder構成が使用されます。この構成では、ZDBお
よびスプリット ミラー復元の目的で、単一ミラー (複製 )を作成できます。いったん構成した後
は TimeFinderの処理は無人で進められ、同一アレイ内にデータが複製されます。

バックアップでは、別のバックアップ システム (R2)をターゲット ボリューム用のディスク アレ
イに接続し、さらに、ソース ボリュームはアプリケーション システム (R1)に接続します。テー
プへのデータのストリーミングは、ペアを分割した後で複製から行われます。つまり、アプリ
ケーション システム (R1)はバックアップ中もオンラインとなり、使用することができます。

データの取得にはスプリット ミラー復元の方法か、Data Protectorの標準の復元手順を使用す
ることができます。スプリット ミラー復元は、ファイルシステム オブジェクト、ディスク イ
メージ、SAP R/3統合ソフトウェアのデータの復元に使用できます。この方法では、まずメディ
アから複製にデータが移され、アプリケーション システム (R1)のオリジナルのソースと同期が
とられます。スプリット ミラー復元の詳細は、このマニュアルの 79 ページの第 6 章 「テープへ
の ZDBセッションからの復元方法」を参照してください。Data Protector標準であるテープか
らの復元実行の手順については、『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイド』を参照
してください。

次の図は、EMC Symmetrix TimeFinder構成の例を示しています。
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図 3- 8 TimeFinder構成の例

リモート複製

リモート複製には、EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成が使用されます。この
構成では、リモート マシン上に単一のスプリット ミラー複製を作成できます。この場合は、物
理的に別々のサイトに、少なくとも 2つの EMC Symmetrix Disk Arrayが使用されます。いっ
たん構成した後は SRDFの処理は無人で進められ、継続的なリアルタイムのリモート データ複
製が可能です。

47 ページの図 3-9は、EMC Symmetrix SRDF構成の例を示したものです。

図 3- 9 SRDF構成
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リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製を併用する場合は、EMC Symmetrix Remote Data Facility 
(SRDF)構成と EMC Symmetrix TimeFinder構成を組み合わせて使用します。この場合は、
(セカンダリ )スプリット ミラー複製をリモート マシン上に作成し、さらにリモート マシン上に
あるセカンダリ複製のローカル複製を作成できます。この構成では、物理的に別々のサイトに、
少なくとも 2つの EMC Symmetrix Disk Arrayが必要になります。

この構成は通常、リモート サイトが障害復旧サイトの役割を担い、SRDFペアの分割が不可能
な場合に使用します。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによって TimeFinderペアが分割されます。デー
タの整合性を保つために、TimeFinderペアの分割前に SRDFペアのステータスがチェックされ
ます。これにより、EMC Symmetrix Main Control Unitのすべてのデータが EMC Symmetrix 
Remote Control Unitにもあることが保証されます。

クラスタ構成

フェイルオーバーを自動化するには、MC/ServiceGuardのようなアプリケーションを使用でき
ます。

この構成はMC/ServiceGuardを使用したクラスタでサポートされます。49 ページの図 3-10に、
クラスタ構成の例を示します。
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図 3- 10 クラスタでの SRDF構成と TimeFinder構成の併用

クラスタ構成についての詳細は、このマニュアルの付録 Aと『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

HP StorageWorks Virtual Array

Data Protector HP StorageWorks Virtual Array統合では、スナップショット技術による事前割
り当てされた複製および複製セットの作成がサポートされています。この場合は、作成される
ターゲット ボリューム (T)は、ソース ボリューム (S)の論理コピー (イメージ )になります。

HP StorageWorks Virtual Arrayでは、ローカル複製を使用できるほか、HP-UX LVM 
(Logical Volume Manager: 論理ボリューム マネージャ )ミラー (LVMミラー )を使用してリ
モート複製とローカル複製を組み合わせた構成も可能です。本項では、ローカル複製とリモート
複製の基本概念と、それぞれの利点と欠点について説明します。

サポートされている VA構成については、A-26ページの「サポートされているスナップショッ
トの構成」を参照してください。
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VAストレージの概要

HP StorageWorks Virtual Arrayは物理ディスクのアレイです。このアレイはデータ ストレー
ジの 1つの大きなブロックとして構成されており、複数の小さな論理ストレージ ブロックまた
は論理ユニット (LUN)に分割することができます。LUNに書き込まれたデータを複数の物理
ディスクに分散することでデータの冗長化を行い、データ保護を強化できます。

ローカル複製

ローカル複製には HP StorageWorks Business Copy (BC) VA構成が使用されます。この構成で
は、同一アレイ内にデータを複製できます。この場合は、サイズの大きな複製セットを使用でき
ます。メンバーの数は基本的にアレイ上の使用可能スペースによって制限されます。いったん構
成した後は BCの処理は無人で進められ、ローカルデータ複製が行われます。

ローカル複製では、バックアップ方法を自由に選択できます。Data Protectorでサポートされて
いる 3種類の ZDB (ディスクへの ZDB、テープへの ZDB、ディスク /テープへの ZDB) をすべ
て実行することができます。ただし、インスタント リカバリが可能なのはディスクへの ZDBと
ディスク /テープへの ZDBだけです。テープへの ZDBの場合は、データの復元は、テープから
の復元という Data Protectorの標準の手順で行うことができます。

注記 1つのアレイ上に作成できるスナップショット複製の最大数は 1024個です。

BCスナップショット構成の例については、51 ページの図 3-11を参照してください。
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図 3- 11 BCスナップショット構成

リモート複製とローカル複製の併用

リモート複製とローカル複製の併用には HP-UX LVMミラーを使用します。これは、リモート
複製のためのソフトウェア技術を効果的に活用した方法です。この方法では、リモート マシン
に複製を作成した後、そのリモート複製のローカル複製をスナップショット技術で作成できま
す。

LVMミラーはテープへの ZDBセッションのみに使用できます。つまり、インスタント リカバ
リを使ったデータの復元はできません。その代わり、テープからの復元という Data Protector
の標準の手順を使用します。

この構成では、物理的に別々のサイトに、少なくとも 2つの HP StorageWorks Virtual Array
が必要になります。VAソース ボリュームは、1つまたは複数のローカル VAディスク アレイか
ら 1つまたは複数のリモート VAディスク アレイに LVMミラー化されます。LVMミラー化さ
れたソース ボリュームとその LVMミラーは、同じ論理ボリュームに属します。アプリケーショ
ン システムは、LVMミラー化された論理ボリュームに属する論理ユニットを含むディスク アレ
イに接続する必要があります。

LVMミラーの詳細については、HP-UXのマニュアルを参照してください。
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図 3- 12 VAでの HP-UX LVMミラー

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

Data Protector HP StorageWorks Enterprise Virtual Array統合ソフトウェアではスナップ
ショット技術により、ローカル アレイ上で、事前割り当てされた VSNAP、スナップクローン複
製および複製セットの作成がサポートされています。この場合は、作成されるターゲット ボ
リューム (T)は、ソース ボリューム (S)の論理コピー (イメージ )になります。

Data Protector HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayでは、ローカル複製のみサポート
されています。この構成の例については、このマニュアルの A-26ページの「サポートされてい
るスナップショットの構成」を参照してください。
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EVAストレージの概要

EVAでは、物理ディスクをディスク グループに編成する仮想化技術を使用します。各ディスク 
グループはストレージ プールとして機能し、そこから仮想ディスクが割り当てられます。1つの
仮想ディスクが複数のディスク グループに属することはできませんが、1つのディスク グルー
プ内の複数の物理ディスクにまたがることは可能です。物理ディスク上の仮想ディスクの配置を
正確に指定することはできませんが、保護特性を選択することで制御できます。これを行うに
は、RAID (Redundant Array of Independent Disks)技術を使用して、データの冗長性、速度、
アクセス時間をさまざまなレベルで設定します。RAID技術の詳細については、EVAのマニュア
ルを参照してください。

EVAでのローカル複製

ローカル複製には HP StorageWorks Business Copy (BC) EVA構成が使用されます。この構成
では、同一アレイ内にデータを複製できます。この場合は、サイズの大きな複製セットを使用で
きます。メンバーの数は基本的にアレイ上の使用可能スペースによって制限されます。いったん
構成した後は BCの処理は無人で進められ、ローカルデータ複製が行われます。

ローカル複製では、バックアップ方法を自由に選択できます。この方法では、Data Protectorで
サポートされている 3種類の ZDB (ディスクへの ZDB、テープへの ZDB、ディスク /テープへ
の ZDB) をすべて実行することができます。ただし、インスタント リカバリが可能なのは、ディ
スクへの ZDBとディスク /テープへの ZDBだけです。テープへの ZDBを行う場合は、テープ
からの復元という Data Protectorの標準の手順を使用してデータを復元します。

注記 複製ローテーションに使用できる VSNAPおよび事前割り当てされたスナップ
ショットは、最大で 7つまでです。

BCスナップショット構成の例については、51 ページの図 3-11を参照してください。
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アプリケーション統合ソフトウェア

Data Protectorで提供されているアプリケーション統合ソフトウェアは、以下のデータベース 
アプリケーションでの ZDBおよび IRをサポートしています。

• Oracle8/9

• SAP R/3

• MS SQL Server

• MS Exchange Server 2000

複製

Oracle8/9および SAP R/3統合ソフトウェアでは、次の種類の複製を作成できます。

• オンライン複製 :

複製の作成時は、アプリケーション システム上のデータベースはホットバックアップ モード
に設定されます。このモードではすべてのトランザクションがキャッシュされるため、アプ
リケーションの処理を中断せずにデータベースを複製できます。

複製プロセスが完了すると、キャッシュされた情報がデータベースに適用され、アプリケー
ションは通常の稼動状態に戻ります。この方法での複製はアプリケーションへの影響が最小
限に抑えられるため、処理を中断したくない場合には最適です。

• オフライン複製 :

複製の作成時は、アプリケーション データベースはシャットダウンされます。複製の作成時
間は短くてすみますが、その間アプリケーションはオフラインになるため、高可用性アプリ
ケーションには適していません。SAP R/3統合ソフトウェアでは、オフライン複製からのイ
ンスタント リカバリを行うことはできません。

注記 MS SQL Server統合ソフトウェアでは、オンライン複製のみ実行できます。MS 
Exchange Server 2000統合ソフトウェアではファイルシステムの複製が作成され
るため、オフライン複製のみ利用できます。
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トランザクションログ

データベース アプリケーションをバックアップする場合、アーカイブ データベース トランザク
ション ログを別途バックアップする必要があります。バックアップを別途行うためには、アプ
リケーションが循環ログを使用するように構成してはいけません。

上記のとおり、MS Exchange 2000統合ソフトウェアではオフライン複製のみがサポートされて
います。しかし、ロールフォワードによる復元を実行できるようにするには、トランザクション 
ログ ファイルをバックアップする必要があります。トランザクション ログ ファイルをバック
アップしないと、複製を作成した時点までの復元しかできなくなります。

インスタント リカバリ

サポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェア (オフラインの複製セッション
でバックアップした SAP R/3統合ソフトウェアのデータを除く )で、インスタント リカバリを
実行することができます。

注記 Data Protectorがサポートするアプリケーション統合ソフトウェアでは、インス
タント リカバリを使用して、複製が作成された時点の状態にデータを復旧するこ
とは可能です。しかし、データベースを完全に復旧するには、その後でトランザ
クション ログを適用する必要があります。これらのログを使用すれば、複製が作
成された時点からロールフォワードを実行できます。

データベース アプリケーションでの Data Protectorアレイ統合ソフトウェアの使用方法につい
ての詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ インテグ
レーション ガイド - Oracle、SAP、SQL 7/2000、Exchange 5.x、Exchange 2000』を参照して
ください。
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4 複製処理の概念



複製処理の概念

本章の内容

第 4 章58

本章の内容

本章では、Data Protectorのゼロ ダウンタイム バックアップとインスタント リカバリで、複製
に対して実行される処理について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• Data Protectorの複製の仕組み

• バックアップおよび復元処理時の複製の動作

• バックアップおよび復元処理後に複製に対して行われる処理について
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複製処理の概念

複製

複製は Cell Managerの Backup Session Managerで制御されます。Data Protectorスケジュー
ラからの命令またはユーザー操作があると、Backup Session Managerによってバックアップ 
セッションが開始されます。

ZDB仕様

Data Protectorバックアップ仕様は、Data Protectorのバックアップ セッションに必要なすべ
ての項目を定義するものです。ZDB仕様には、ZDBセッションで必要となるあらゆる情報が含
まれます。なかでも特に重要なものを以下に示します。

• バックアップ対象のアプリケーション /ファイルシステム データの種類

• バックアップ対象のソース データ

• 作成する複製 (または複製セット )*の種類

• データが格納されているアレイの種類

• 使用するアプリケーション システム

• 使用するバックアップ システム

• 複製管理オプション

• 複製マウントオプション

* 複製セットについては本項で後述します。

Data Protectorと完全に統合されていないアプリケーションでは、複製前にアプリケーションを
停止し、複製後にアプリケーションを再起動するオプションも設定できます。

作成した ZDB仕様は Cell Managerの IDBに格納され、いつでも確認したり更新したりできま
す。

バックアップ セッション

Backup Session Managerは、ZDB仕様を読み込み、アプリケーション システムのアプリケー
ション統合エージェントおよびディスク アレイ エージェントとバックアップシステムのディス
ク アレイ エージェントに必要な命令を渡します。
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複製の前に、アプリケーション統合エージェントによってアプリケーション データベース /ファ
イルシステムが必要な状態に設定されます。「オフライン」複製の場合はすべてのデータベース /
ファイルシステムの更新が停止し、「オンライン」複製の場合はすべてのデータベースの更新の
経路がログ ファイルに変更されます。

データベース /ファイルシステムが必要な状態になると、アプリケーション システムおよびバッ
クアップ システムのディスク アレイ エージェントがトリガーされて複製が実行されます。

この 2つのディスク アレイ エージェントはペアで機能します。アプリケーション システムの
ディスク アレイ エージェントは、特定のデータを解釈してそれらを含むボリュームに変換し、
バックアップ システムのディスク アレイ エージェントは複製に必要なボリュームの割り当てを
行います。

その後、アレイ上に複製が作成されます。必要な各手順はアレイ ファームウェアによって実行
されます。アレイ上での複製の仕組みについては、11 ページの第 2 章 「複製方法」を参照して
ください。

作成された複製は、さまざまな方法で使用できます。

• インスタント リカバリ用にアレイに保持できます。
この場合は、バックアップ セッションに関連するアレイ固有の詳細情報 (論理ボリュームの
情報など )もインスタント リカバリ用に ZDBに記録されます。
このバックアップ プロセスはディスクへの ZDBといいます。

• バックアップ仕様で指定されているデータ オブジェクトを複製からテープへストリーミング
した後、複製を削除します。
この場合は、インスタント リカバリについての情報は ZDBデータベースに記録されません。
このバックアップ プロセスはテープへの ZDBといいます。

• バックアップ仕様で指定されているデータ オブジェクトを複製からテープへストリーミング
した後、インスタント リカバリ用にアレイ上に複製を保持します。
この場合は、バックアップ セッションに関連するアレイ固有の詳細情報 (論理ボリュームの
情報など )も ZDBに記録されます。
このバックアップ プロセスはディスク /テープへの ZDBといいます。

ディスクへの ZDBやディスク /テープへの ZDBを行う場合は、バックアップ仕様で関連するオ
プションを選択し、インスタント リカバリ用に複製ストレージを追跡するようにしなければな
りません。関連するオプションを選択しないと、テープへの ZDBしか実行できません。オプ
ションを選択してバックアップを手動やスケジュールによって開始する際、ディスクへの ZDB
またはディスク /テープへの ZDBのいずれかを選択することができますが、テープへの ZDBを
選択することはできません。

複製が完了すると、アプリケーション統合エージェントによって、アプリケーションは通常の稼
動状態に戻ります。
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テープへの ZDBを選択すると、選択されたバックアップ オブジェクトがテープにストリーミン
グされます。

バックアップが正常に終了すると、バックアップ セッションの詳細が、通常は IDBに保存され
ます。

注記 データベース アプリケーションによっては、「オンライン」バックアップ セッ
ションの実行時には、データベースで現在使用されているログ ファイルもバック
アップする必要があります。このためには、ログのバックアップをファイルに作
成します。必要に応じて、テープにストリーミングすることもできます。

通常の場合、ログ ファイルを複製対象のボリュームに含めることはお勧めしませ
ん。

バックアップ セッションは、オペレータが Data Protectorユーザー インタフェースを使用して
開始することも、指定した時刻に自動的に開始されるようにスケジューリングすることもできま
す。

複製セットの作成

Data Protectorバックアップ仕様では、他の複製と関係がない単独の複製を作成することも、複
製セットの一部として複製を作成することもできます。

複製セットとは、同じバックアップ仕様をもとにソース データベース /ファイルシステム オブ
ジェクトとの関係が定義された複製のグループです。

Data Protectorでは、複製セットのメンバーはローテーションで使用され、時間は対話式または
スケジューラで指定します (62 ページの「複製セット ローテーション」を参照してください )。

複製セットは通常、インスタント リカバリ用に複製を作成する場合に使用します。データを特
定時点の状態に復旧する場合に備えて、アレイ上に複製を保持します。

複製のスケジューリング

指定した複製セッションが自動的に実行されるようにするには、仕様で必要な時間の詳細を
Data Protectorスケジューラで入力し、IDBに保存します。特定の時間に単一セッションをス
ケジュールしたり、日、週、月単位でセッションを定期的に繰り返しスケジュールしたりできま
す。

Data Protector GUIで ZDB仕様を表示すると、その仕様に関連付けられているスケジューラ情
報も表示されます。
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複製操作

作成した複製または複製セットは、バックアップと復旧の目的でさまざまな方法で操作できま
す。

ポイント イン タイム復旧

Data Protectorでは、データ オブジェクトを特定時点の状態に復旧することができます。

このポイント イン タイム プロセスの主要な手順はインスタント リカバリです。

インスタント リカバリのプロセスを使用すると、消失または破損したデータ (正確にはそういっ
たデータを含むボリューム全体 )を、アレイ上の別のボリュームに複製しておいた、認識可能な
完全なデータで置き換えることができます。残りのプロセスは、復旧対象のアプリケーションに
よって異なります。

ファイルシステムの複製の場合は、このインスタント リカバリの手順だけで、複製が作成され
た時点の状態にデータ オブジェクトを戻すことができます。

データベース アプリケーションの場合、データベースを完全に復旧するには、インスタント リ
カバリの手順を実行した後でさらにアーカイブ ログ ファイルを適用するなどの処理を実行する
必要があることもあります。この方法では、複製が作成された時点の状態にデータベースを復旧
できるほか、それより後の時点までのログ ファイルがあれば、その時点まで復旧することもで
きます (一般的にロールフォワードという )。詳細については『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ インテグレーション ガイド - Oracle、SAP、SQL 
7/2000、Exchange 5.x、Exchange 2000』を参照してください。

ポイント イン タイム復旧の柔軟性を最大限に活用するためには、定期的に複製を作成してアレ
イ上に保持しておき、ログ ファイルのバックアップも定期的に行って、復旧できる時間範囲を
長くしておく必要があります。ただし、これはディスク アレイ スペースを多量に使用すること
になるため、通常は、時系列の複製ローテーション セットを使用してください。この場合、
セット内の複製の数は、使用可能なディスク アレイ スペースと必要な時間範囲によって異なり
ます。

複製セット ローテーション

ZDB仕様を作成してインスタント リカバリ用に複製を作成する場合は、複製ローテーション 
セットのメンバーを必ず使用するように指定できます。仕様を保存した後、ローテーション 
セットでの複製作成の時間間隔を Data Protectorスケジューラで指定します。

セット内のメンバーの数は、ZDB仕様で指定します。
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最初の時点では、セット内にメンバーが存在しない状態で (通常の場合 *)、指定した時間に複製
を新規作成し、その複製をアレイ上に完全なセットが構成されるまでセットに追加していきま
す。

セットが完成した後は、セット内で最も古い既存の複製が、次に作成された複製で置き換えられ
ます。アレイの種類によっては、既存の複製が直接上書きされる場合もあれば、最初に既存の複
製を削除してから新しい複製が作成される場合もあります。これは、ハードウェア制限によって
異なります。

* 通常は、最初に新しいセットを作成した時点で、複製に対するボリュームの割り当てが自動的
に行われますが、HP StorageWorks Disk Array XPを使用している場合は、ボリューム割り当
てを事前に構成しておく必要があります。

注記 インスタント リカバリ用の複製セットを作成できるのは、複製の詳細が ZDB
データベースに完全に保存されている場合に限られます。このためには、インス
タント リカバリ用に複製を追跡することを ZDB仕様で指定する必要があります。

テープへの ZDB

テープへの ZDBでは、ディスクへの ZDBとは異なる方法で複製を使用します。テープへの
ZDBの場合は、(通常 ) 複製はアレイ上に一時的に保持されるだけです。これにより、段階的な
テープ バックアップ プロセスが可能になります。

インスタント リカバリ用にアレイ内に複製を保持しないため、作成時にはインスタント リカバ
リ固有の情報は ZDBデータベースに書き込まれません。

作成された複製はバックアップ システムにマウントされ、バックアップ仕様で指定された
(複製 )バックアップ オブジェクトが、ソース バックアップ オブジェクトを使って行う場合
と同様に、テープ (またはその他のバックアップ メディア )にストリーミングされます。

ストリーミング プロセスが完了した後は、バックアップ用としての複製は必要なくなるため、
通常はアレイから削除されます。しかし、複製は必要に応じて、単独または複製セットの一部と
してアレイに残すこともできますが、インスタント リカバリには使用できません。
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ディスク /テープへの ZDB

ディスク /テープへの ZDBとは、基本的にディスクへの ZDBとテープへの ZDBを組み合わせ
たものです。

バックアップ仕様で指定されたバックアップ オブジェクトが、複製からバックアップ メディア
にストリーミングされます。ただし、その後で複製は削除されず、インスタント リカバリ用に
アレイに保持されます。したがって、作成時にはインスタント リカバリの情報が ZDBデータ
ベースに書き込まれます。

スプリット ミラー復元

テープへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBを使用してスプリット ミラー複製からテー
プへバックアップを行った場合、スプリット ミラー復元を行うことができます。この方法では、
復元を行う前に複製が修正されます。バックアップ オブジェクトはテープからスプリット ミ
ラー複製 (既存の複製か、復元の目的で新たに作成した複製 )に復元され、複製の内容の一部ま
たはすべてを置換します。ソース ボリュームはその後複製と同期がとられ、既存の内容を複製
の内容に効果的に置換します。

複製のその他の用途

ZDBおよび IRの目的のほかにも、データ マイニングなどのさまざまな用途で複製を使用でき
ます。Data Protectorを使用して、そのような別の用途で複製を作成したり管理したりすること
は可能ですが、インスタント リカバリの目的で作成した複製を別の用途に使用することは避け
てください。別の用途に使用した場合は、データの完全な復元は保証できません。

複製の削除

Data Protectorで複製が不要になった場合は、複製ローテーション セットのメンバーでなけれ
ば、CLIを使用して複製をアレイから削除することができます。

複製ローテーション セットのメンバーであれば、セット内で最も古いメンバーになった時点で
順番に自動的に上書きされます (または、削除後に新しい複製が追加されます )。ただし、複製
は VAおよび EVAの除外リストを使って保護することができます。除外リストについては、
『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照
してください。

テープへの ZDBの場合、複製をアレイに保持するようバックアップ仕様で指定しないかぎり、
バックアップ セッションの終了時に自動的に削除されます。
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5 テープへの ZDB
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本章の内容

本章では、Data Protectorのテープへのゼロ ダウンタイム バックアップで使用される、さまざ
まな複製方法について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• テープへの ZDBプロセスでの基本的な手順

• テープへの ZDBに使用できる複製構成の種類 (ローカル複製、リモート複製、リモート複製と
ローカル複製の併用 )

• それぞれの複製構成で使用できる複製方法

• 適用する方法について Data Protectorで使用できるアレイ構成
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テープへの ZDBプロセスの概要

テープへの ZDBでは、従来のテープ バックアップと比べると、データ複製を使用してバック
アップ時のアプリケーションへの影響を大幅に軽減できます。

テープへの ZDBプロセスの基本的な手順は次のとおりです。

1. アプリケーションまたはデータベースを安定した状態に設定します。

2. 指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成します。

3. アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻します。

4. 複製内の指定データ オブジェクトのコピーからバックアップ メディアにデータを移動しま
す。

5. 複製に対してポストバックアップ プロセスを実行します。
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アプリケーションまたはデータベースを安定した状態に設定する

Data Protectorの従来のテープ バックアップでは、バックアップ セッションの間中 (バック
アップ メディアへのデータ ストリーミングが完了するまでの間 )、アプリケーションの稼動に影
響が生じてしまいます。しかし、テープへの ZDBを使用すれば、アプリケーション稼動への影
響は、バックアップ対象データの複製を作成する間だけで済みます。

オンライン バックアップとオフライン バックアップ

複製を作成している間は、関連するファイルシステムまたはデータベースのセクションを凍結す
る必要があります。これには 2つの方法があります。

• 最も簡単な方法は、オフライン バックアップを実行することです。この場合は、アプリケー
ションまたはデータベースはオフラインになり、すべてのファイル I/Oが停止されます。
データベース アプリケーションの場合は、通常、たとえば I/O停止後の未適用のトランザク
ション ログを適用するなどの方法で、データベースを整合性のある状態に戻します。

• もう 1つの方法は、オンライン バックアップの実行です。これは通常、ホットバックアップ 
モードに設定できるデータベース アプリケーションでのみ可能です。このモードでは、バッ
クアップ セッションで複製の作成が行われている間 (ZDBの場合 )、すべてのデータベース
I/Oがログ ファイルに転送されます。この方法を使用すると、アプリケーションをオフライ
ンにすることなくバックアップを実行できます。

注記 データベース アプリケーションのオンライン バックアップを実行する場合は、
データベースを完全に復旧できるように、通常はアーカイブ トランザクション ロ
グもバックアップする必要があります。

Data Protectorで提供されているアプリケーション統合ソフトウェアを使用してアプリケーショ
ンをバックアップする場合は、これらの処理に関連する手順は自動的に制御されます。ただし、
その他のアプリケーションやファイルシステムのバックアップでも同様の動作をセットアップす
ることが可能です。実行前および実行後オプションを使用して、複製の前後にスクリプトが実行
されるように指定できます。
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注記 Data Protectorでは、ZDB複製方法を使わずに、オンライン バックアップまた
はオフライン バックアップのいずれでも使用することが可能です。ただし、アプ
リケーション /データベースの稼動への影響が、非常に大きくなります。

• 従来のテープ バックアップの場合は、バックアップ セッションの間、データ
ベースをホットバックアップ モードに設定するかオフラインにする必要があ
ります。

• ZDBテープバックアップの場合は、データベースをホットバックアップ モー
ドに設定したりオフラインにしたりする必要があるのは、複製を作成している
間だけです。残りのバックアップ セッションでは (データがバックアップ メ
ディアにストリーミングされている間でも )、データベースは通常の稼動を再
開できます。
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指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成する

テープへの ZDBで使用できる複製方法は、使用するディスク アレイの種類や、ローカル複製と
リモート複製のどちらが必要かなど、いくつかの条件の組み合わせによって決まります。

ただし、いずれの方法を使用する場合も、テープへの ZDBに固有の複製処理に関する特徴があ
ります。

テープへの ZDBのみを行う場合 (言い換えると、複製をインスタント リカバリに使用しない場
合。複製をインスタント リカバリに使用する場合は ZDBデータベースに情報が書き込まれる )
でも、バックアップ後に複製をアレイに保持するというオプションを指定して、同じバックアッ
プ仕様を使ったテープへの ZDBセッションで複製を再使用することができます。こうすれば、
バックアップのためのスペースがアレイに十分あることが常に保証され、バックアップが失敗す
ることはありません。

一般に、テープへの ZDBにはすべての種類の複製が適していると言えますが、状況によっては
特別な推奨事項があります。

ローカル複製によるテープへの ZDB

テープへの ZDBでローカル複製を使用する場合は、バックアップ目的用の非常に広範なレベル
のサポートが用意されています。

• Data Protectorでサポートされているすべての種類のアレイで使用できます。

• Data Protectorでサポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェアで使用で
きます。

• 複製と同期のプロセスはすべてローカル アレイ上で実行されます。具体的には、以下のよう
なことです。

— プロセスが高速になります。

— アプリケーションやファイルシステムの中断が最小限で済みます。

— リモート複製とローカル複製の併用など、利用できる他の ZDBに比べて、セットアップが
比較的容易です。

• 作成されるセッションから個々のバックアップ オブジェクトを復元できます。

• 十分なデータ保護を実現できます。
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• バックアップ、障害復旧のいずれの目的にも適していますが、障害発生時に大規模データ

ベースの完全なセッションをテープから復元しようとすると、高可用性システムでは時間が
かかる可能性があります。

• スプリット ミラー復元 (ディスク イメージ、ファイルシステム、ファイルシステムをベース
としたアプリケーションのバックアップについて使用可能 )を使用すれば、部分的に破損し
たシステムを稼動させながらも、システムへの影響を低く抑えた復元を実行することができ
ます。

スプリット ミラー技術

スプリット ミラー技術によるローカル複製を使用したテープへの ZDBは、以下のアレイで使用
できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Business Copy (BC) XP構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array、EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。

スナップショット技術

スナップショット技術によるローカル複製を使用したテープへの ZDBは、以下のアレイで使用
できます。

• HP StorageWorks Virtual Array、Business Copy (BC) VA構成を使用

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array、Business Copy (BC) EVA構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。

リモート複製によるテープへの ZDB

ZDBテープバックアップでのリモート複製は、バックアップと障害復旧の目的で使用できます。

• スプリット ミラー技術を使用する、Data Protectorでサポートされているアレイで使用でき
ます。

• Data Protectorでサポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェアで使用で
きます。

• 個別のリモート アレイ上に複製を作成することができます。アレイ間で可能な接続距離の例
については、40 ページの「HP StorageWorks Disk Array XP」を参照してください。
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• バックアップによるアプリケーション システムへの影響はありません。バックアップは、
ローカル アレイのソース ボリュームとリモート システムのターゲット ボリューム間のリン
クが切断された後、リモート アレイ上で実行されます。

しかし、この構成は Data Protectorの同期接続でのみサポートされており、長距離で使用する
とアプリケーションのパフォーマンスに大きな影響を及ぼすことがあります。多くのユーザーは
この構成を障害復旧目的 (通常はクラスタ環境 )で選択しますが、この場合、CAリンクの維持
という欠点よりも障害復旧という潜在的な利益の方が上回ります。バックアップ目的でリンクを
切断すると、障害復旧の可能範囲を縮小することがあります。72 ページの「リモート複製と
ローカル複製の併用によるテープへの ZDB」を参照して比較してください。

スプリット ミラー技術

スプリット ミラー技術によるリモート複製を使用したテープへの ZDBは、以下のアレイで使用
できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Continuous Access XP (CA XP)構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array (EMC)、Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。

注記 リモート複製によるテープへの ZDBは、スナップショット アレイでは使用でき
ません。

リモート複製とローカル複製の併用によるテープへの ZDB

テープへの ZDBでリモート複製とローカル複製を併用する方法は、障害復旧目的でセットアッ
プされたシステムのバックアップに使用できます。

• この方法は、次の 2つの形で使用できます。

— ハードウェア ソリューションはスプリット ミラー アレイでサポートされています。

— ソフトウェア ソリューションは、HP-UXによって特定のスプリット ミラー アレイとス
ナップショット アレイでサポートされています。

• Data Protectorでサポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェアで使用で
きます。

• 物理的に別々のサイトに、サポートされているアレイが少なくとも 2つは必要になります。
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• 一般に、リモート サイトが障害復旧サイトの役割を担い、リモート ペアの分割が不可能な場
合に使用します。フェイルオーバーを自動化するには、MC/ServiceGuardやMicrosoft 
Cluster Serverのようなアプリケーションを使用できます。

テープへの ZDBにリモート複製を使用する場合と異なり、障害復旧機能やアプリケーション 
システムのパフォーマンスに影響を及ぼすことなく、バックアップ処理を行うことができま
す。

• 作成されるセッションから個々のバックアップ オブジェクトを復元できます。

ハードウェア ソリューション

リモート複製とローカル複製を併用するハードウェア ソリューションは、以下のスプリット ミ
ラー アレイで使用できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Continuous Access (CA) XPと Business Copy (BC) XPを
組み合わせた構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array、Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)と TimeFinderを組
み合わせた構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。

注記 リモート複製とローカル複製の併用によるテープへの ZDB (ハードウェア ソ
リューション ) は、スナップショット アレイでは使用できません。

ソフトウェア ソリューション

ソフトウェア ソリューションは HP-UXでのみ使用可能です。リモート プロセスでは LVMミ
ラーを使用します。LVMミラーは、スプリット ミラーおよびスナップショット アレイ上でリ
モート複製とローカル複製を併用した環境で、Continuous Access (CA) XPに類似した機能を提
供するよう、以下のように構成できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、LVMミラーと Business Copy (BC) XP構成を併用

• HP StorageWorks Virtual Array (VA)、LVMミラーと Business Copy (BC) VA構成を併用

XPでの LVMミラーについては、44 ページの「HP-UX LVMミラー」を参照してください。VA
での LVMミラーについては、51 ページの「リモート複製とローカル複製の併用」を参照してく
ださい。
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アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻す

バックアップに必要な複製の作成が完了したら、関連するファイルシステムまたはデータベース 
セクションの処理を通常の稼動状態に戻すことができます。

オフライン バックアップの場合は、アプリケーションまたはデータベースをオンラインに戻し
て、通常の稼動を再開できます。

オンライン バックアップの場合は、アプリケーション /データベースが通常の稼動状態に戻った
後で、復元したデータベースに適用するアーカイブ トランザクション ログもバックアップする
必要があります。
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複製からテープ (バックアップ メディア )にデータを移動する

複製内にコピーされたデータ オブジェクトからテープにデータを移動するには、まず最初に複
製をバックアップ システムにマウントする必要があります。

マウントポイントの作成

複製が完了したら、Data Protectorでは、バックアップ システム上にマウントポイントが作成
され、そのポイントに複製内のファイルシステムがマウントされます。この処理に必要なプロセ
スはアプリケーションによって異なり、ディスク イメージまたはファイルシステムのバック
アップが実行されます。詳細については、B-1ページの「追加情報」を参照してください。

システム ロック

この段階で、同時プロセスが可能な場合には、システムに対して 2つの形式のロックが適用され
ます。

• デバイス ロック。テープへの ZDBでは、従来のテープ バックアップのようにバックアップ 
セッションの最初からテープ デバイスがロックされるのではなく、複製の作成後、テープへ
のデータの移動が開始される前にロックされます。ロックは、テープへのデータの移動が完
了するまで続きます。

• 論理リソース ロック(ディスク ロック)。Data Protectorのバックアップ(または復元)セッショ
ンでストレージ ボリュームへのアクセスが行われると、現在のセッションで必要なくなるま
で (この場合、必要なすべてのデータがテープに移動するまで )、そのストレージ ボリューム
には他の Data Protectorセッションからアクセスできなくなります。

テープへのデータの移動 (標準 )

必要なロックが適用されたら、指定のデータ オブジェクトをテープに移動することができます。
これは通常、Data Protectorの標準のMedia Agent機能を使用して行われます。

テープ上のセッション情報と IDB内のセッション情報が従来のテープ バックアップの実行時と
同じになるように、複製からではなくオリジナルの位置からデータ オブジェクトが取り出され
ているかのように、情報がテープに書き込まれます。これにより、テープへの ZDBセッション
からデータ オブジェクトを復元する際、従来の復元手順でアプリケーション システムに対して
直接実行できます。
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ダイレクト バックアップ

HP-UXではバージョンにより、SAN環境でデータをバックアップ デバイスに直接移動するの
に Data Protectorダイレクト バックアップ機能を使用することができます。詳細は『HP 
OpenView Storage Data Protector コンセプト ガイド』と『HP OpenView Storage Data 
Protector 管理者ガイド』を参照してください。
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複製に対してポストバックアップ プロセスを実行する

テープへの ZDBセッションでは、テープへのデータの移動が完了した後、デフォルトでは複製
は自動的に削除されます。ただし、ほかに 2つのオプションが用意されています。

• [バックアップ後も複製を保持 ]。この場合、複製は削除されません。ZDBデータベースには
インスタント リカバリに関する情報は書き込まれませんが、複製はインスタント リカバリ以
外の用途に使用できます。

• [既存の複製を使用]。前回のバックアップ時に[バックアップ後も複製を保持]オプションが選

択されていた場合は、テープへの ZDBを再実行するときに同じバックアップ仕様を使用する
のであれば、複製を再利用することができます。ただし、アレイ上に複製が存在しているこ
とが重要です。複製が存在しない場合は、このオプションを指定したバックアップは失敗し
てしまいます。
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6 テープへの ZDBセッションからの復元方法
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本章の内容

本章では、テープへのゼロ ダウンタイム バックアップ セッションからの復元方法の概要を説明
します。

• Data Protectorの標準となるテープからの復元

• スプリット ミラー復元
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復元プロセスの概要

テープへの ZDBセッションからの復元は、使用されているアレイやアプリケーション統合の種
類に関係なく、テープからの復元という Data Protectorの標準の方法で実行できます。この場
合は、個々のデータ オブジェクトをアプリケーション システムに直接復元できます。詳細は、
『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイド』を参照してください。

さらに、テープへの ZDBセッションがスプリット ミラー技術を利用して実行された場合、スプ
リット ミラー復元という方法も使用できる場合があります。

スプリット ミラー復元

スプリット ミラー復元は、テープからバックアップ システムにデータを復元した後、このデー
タをアプリケーション システムで使用可能なデータに同期させて実行します。この方法では、
完全なセッションを復元することも個々のバックアップ オブジェクトを復元することも可能で
す。

この方法を使用すると、次のような構成で作成されたファイル システムまたはディスク イメー
ジのテープへの ZDBセッションからデータを復元できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Business Copy (BC) XP構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array、Symmetrix TimeFinder構成、SRDF構成、または SRDFと
TimeFinderを組み合わせた構成を使用

• HP StorageWorks Disk Array XP、Business Copy (BC) XP構成で LVMミラーを使用
(HP-UXのみ )
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一般的なスプリット ミラー復元

次の図は、HP StorageWorks Disk Array XPでのスプリット ミラー復元の例を示しています。

重要 関連する複製の種類やアレイの制限事項はさまざまですので、詳細な復元プロセ
スはアレイの種類によって異なります。詳細は、『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』の各アレイの「前提条
件と制限事項」を参照してください。

図 6- 1 スプリット ミラー復元の例

1. 復元に使用するミラーを選択します。ソース ボリュームと同期されている場合は、リンクを
切断します。

2. リンクが既に切断されている場合は、最新データのスプリット ミラー複製を作成するため
に、ミラーをソース ボリュームと再同期してから再度リンクを切断することもできます。

3. 必要なオブジェクトを、バックアップ システムを介してテープからスプリット ミラー複製に
復元します。

4. ソース ボリュームとスプリット ミラー複製を同期させて、ソース ボリュームを複製で置き
換えます。

同期させた結果、ソース ボリュームの内容が選択されたミラーの内容で以下のように置き換え
られます。

• テープから複製に復元されたバックアップ オブジェクトについては、テープへの ZDBセッ
ションが実行された時点の状態に戻ります。
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• それ以外の内容は、ミラーが分割された時点の状態に戻ります。

スプリット ミラー復元の詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム 
バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。



テープへの ZDBセッションからの復元方法
一般的なスプリット ミラー復元

第 6 章84



第 7 章 85

7 ディスクへの ZDB
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本章の内容

本章では、Data Protectorのディスクへのゼロ ダウンタイム バックアップで使用されるさまざ
まな複製方法について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• ディスクへの ZDBプロセスでの基本的な手順

• ディスクへの ZDB (ローカル )で使用できる複製構成の種類

• サポートされる複製構成で使用できる複製方法

• 適用する方法について Data Protectorで使用できるアレイ構成
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ディスクへの ZDBプロセスの概要

ディスクへの ZDBでは、従来のテープ バックアップと比べると、データ複製を使用してバック
アップ時のアプリケーションへの影響を大幅に軽減できます。複製後にテープへのデータ スト
リーミングは行われませんが、複製をアレイ上に保持して、インスタント リカバリの方法によ
る復元に使用できます。

ディスクへの ZDBプロセスの基本的な手順は次のとおりです。

1. アプリケーションまたはデータベースを規定の状態に設定します。

2. 指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成します。

3. アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻します。

4. 複製に対してポストバックアップ プロセスを実行します。

5. セッションとインスタント リカバリの情報を IDBに記録します。
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アプリケーションまたはデータベースを規定の状態に設定する

Data Protectorの従来のテープ バックアップでは、バックアップ メディアへのデータ ストリー
ミングが完了するまで、バックアップ セッションの間中、アプリケーションの稼動に影響が生
じてしまいます。しかし、ディスクへの ZDBを使用すれば、テープへの ZDBの場合と同様に、
アプリケーションの稼動への影響はバックアップ対象データの複製を作成する間だけですみま
す。

ディスクへの ZDBとテープへの ZDBの主な違いは、複製の作成後にあります。

• 複製からテープへのデータ ストリーミングは行われません。代わりに、複製はその後の使用
のためにアレイ上に保持されます。

• 複製に関する情報が ZDBデータベースに書き込まれます。

ただし、複製を作成するための準備はテープへの ZDBと同じです。

オンライン バックアップとオフライン バックアップ

複製を作成している間は、関連するファイルシステムまたはデータベースのセクションを凍結す
る必要があります。これには 2つの方法があります。

• 最も簡単な方法は、オフライン バックアップを実行することです。この場合は、アプリケー
ションまたはデータベースはオフラインになり、すべてのファイル I/Oが停止されます。
データベース アプリケーションの場合は、通常、たとえば I/O停止後の未適用のトランザク
ション ログを適用するなどの方法で、データベースを整合性のある状態に戻します。

• もう 1つの方法は、オンライン バックアップの実行です。これは通常、ホットバックアップ 
モードに設定できるデータベース アプリケーションでのみ可能です。このモードでは、バッ
クアップ セッションで複製の作成が行われている間 (ZDBの場合 )、すべてのデータベース
I/Oがトランザクション ログ ファイルに転送されます。この方法を使用すると、アプリケー
ションをオフラインにすることなくバックアップを実行できます。

Data Protector統合ソフトウェアを使用してアプリケーションをバックアップする場合は、これ
らの処理に関連する手順は自動的に制御されます。ただし、その他のアプリケーションやファイ
ルシステムのバックアップでも同様の動作をセットアップすることが可能です。実行前および実
行後オプションを使用して、複製の前後にスクリプトが実行されるように指定できます。
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注記 データベース アプリケーションのオンライン バックアップを実行する場合は、
データベースを完全に復旧できるように、通常はアーカイブ トランザクション ロ
グもバックアップする必要があります。ログは、ディスクへの ZDBの複製の一
部としてバックアップしてはいけません。ログは従来の Data Protectorテープ 
バックアップを別途スケジューリングしてバックアップすることができます。こ
れはディスクへの ZDBセッションと並行して行う必要はなく、ディスクへの
ZDBセッションが完了した後で行うこともできます。

ディスクへの ZDBセッションで実行後オプションを使用することで、Data 
Protectorの標準のテープ バックアップを自動的に開始させ、アーカイブ トラン
ザクション ログをバックアップすることができます。
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指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成する

ディスクへの ZDBで使用できる複製方法は、使用するディスク アレイの種類や、ローカル複製
とリモート複製のどちらが必要かなど、いくつかの条件の組み合わせによって決まります。

ただし、いずれの方法を使用する場合も、ディスクへの ZDBに固有の複製処理に関する特徴が
あります。

ディスクへの ZDBのバックアップ仕様を作成する場合は、必ず [複製をインスタント・リカバリ

に使用する ]オプションを指定する必要があります。このオプションには 3つの効果がありま
す。

• 作成した複製に関するアレイ固有の情報が ZDBデータベースに確実に保存されます。この情
報は IDBに格納されているセッション情報にマップされ、インスタント リカバリの目的で
セッションを使用する場合に重要となります。このオプションが選択されていないと、複製
に関するインスタント リカバリ固有の情報が ZDBデータベースに保存されず、バックアッ
プ仕様を用いて作成された複製をインスタント リカバリに使用できなくなります。

• ZDBセッションをスケジューリングするときや対話的に開始する場合に、ディスクへの ZDB
とディスク /テープへの ZDBのいずれかを選択することができます。ただし、テープへの
ZDBオプションはありません。

• サポートされているスナップショット アレイの場合は、複製セットを作成して複製セット 
ローテーションに使用できます。EMC Symmetrix Disk Arrayではサポートされていませ
ん。

ローテーションに使用するセット内の複製の数は、最低 1つから指定できます。複製セット
に含めることができる複製の最大数は、使用するアレイの種類によって異なります。詳細に
ついては、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照して
ください。

一般に、ディスクへの ZDBにはすべての種類の複製が適していると言えますが、サポートされ
るスナップショットの種類 (サブ )はアレイによって異なります。各ディスク アレイでサポート
されているスナップショットの種類については、40 ページの「Data Protectorで使用可能なア
レイ統合ソフトウェア」を参照してください。
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ローカル複製によるディスクへの ZDB

ディスクへの ZDBではローカル複製のみがサポートされています。ローカル複製には、バック
アップのための広範なレベルのサポートが用意されています。

• Data Protectorでサポートされているすべての種類のアレイで使用できます。

• Data Protectorでサポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェアで使用で
きます。

• 複製と同期のプロセスはすべてローカル アレイ上で実行されます。したがって次のことが言
えます。

— プロセスが高速になります。

— リモート複製とローカル複製の併用など、利用できる他の ZDBに比べて、セットアップが
比較的容易です。

— アプリケーションやファイルシステムの中断が最小限ですみます。

• 複製セット ローテーション機能を使用できます。

• 作成されたセッションから、インスタント リカバリ機能を使用して完全な複製を復元できま
す。この機能により、ZDB仕様で指定されているバックアップ オブジェクトを含むすべての
ボリュームの状態を、特定時点の状態にすばやく戻すことができます。

• 個々のバックアップ オブジェクトを復元する必要がないバックアップに適しています。

スプリット ミラー技術

スプリット ミラー技術によるローカル複製を使用したディスクへの ZDBは、以下のアレイで使
用できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Business Copy (BC) XP構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array、EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。
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スナップショット技術

スナップショット技術によるローカル複製を使用したディスクへの ZDBは、以下のアレイで使
用できます。

• HP StorageWorks Virtual Array、Business Copy (BC) VA構成を使用

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array、Business Copy (BC) 構成を使用

注記 このアレイで使用できる各種スナップショットのうち、インスタント リカバリに
使用できるのはスナップクローンだけです。

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。
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アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻す

バックアップに必要な複製の作成が完了したら、関連するファイルシステムまたはデータベース 
セクションの処理を通常の稼動状態に戻すことができます。

オフライン バックアップの場合は、アプリケーションまたはデータベースをオンラインに戻し
て、通常の稼動を再開できます。

オンライン バックアップの場合は、アプリケーション /データベースが通常の稼動状態に戻った
後で、復元したデータベースに適用するアーカイブ トランザクション ログもバックアップする
必要があります。このためには、Data Protectorの標準のテープ バックアップをスケジューリ
ングします。

トランザクション ログについては、ディスクへの ZDBによる複製の一部としてバックアップし
ないでください。
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複製に対してポストバックアップ プロセスを実行する

ディスクへの ZDBセッションでは、複製の作成後、その複製に関するアレイ固有の情報が ZDB
データベースに記録された後も、複製はインスタント リカバリ用にアレイ上に保持されます (単
独で保持することも、複製セットの一部として保持することもできます )。

関連するバックアップ仕様で複製セット ローテーションが使用されている場合は、以下の状態
になるまで複製はアレイ上に保持されます。

• その複製がセットのなかで最も古いものになるまで。

• その複製よりも古い複製が存在する場合でも、古い複製が HP StorageWorks Disk Array XP
または HP StorageWorks Virtual Arrayの除外リストに記載されている場合。

次に同じバックアップ仕様を使用するディスクへの ZDBセッションが実行されると、既存の複
製が置き換えられます (アレイの種類によって、上書きされる場合と、削除後にそれと入れ替わ
りで新しい複製がセットに追加される場合とがあります )。これに伴い、ZDBデータベース内の
既存のエントリが削除され、新しいエントリが追加されます。

複製セットのサイズが 1の場合 (実質的には複製ローテーションは行われません )も、処理は同
じです。
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セッションとインスタント リカバリの情報を IDBに記録する

従来のテープ バックアップと同様に、バックアップ セッションの間中、IDBにセッション情報
(復元に使用できるバックアップ メディアやデータ オブジェクトに関する情報など )が書き込ま
れます。

ただし、ディスクへの ZDBを実行するには、バックアップ オプション [複製をインスタント・

リカバリに使用する ]が選択されている必要があります。このオプションにより、複製の作成後

に、インスタント リカバリに使用されるアレイ固有の情報も ZDBデータベースに書き込まれま
す。ディスクへの ZDBセッションが終わると、関連する復元オブジェクトと復元セッションを
[インスタント・リカバリ ]コンテキストで表示することができます。

ZDBデータベースについての詳細は、B-7ページの「ZDBデータベース」を参照してください。
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8 ディスクへの ZDBセッションからの復元
方法
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本章の内容

本章では、ディスクへのゼロ ダウンタイム バックアップ セッションからの復元方法の概要を説
明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• ディスクへの ZDBセッションからの復元についての基本的な手順

• 一般的なインスタント リカバリ プロセス

• データベースの復旧

• 特殊な状況でのインスタント リカバリ
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復元プロセスの概要

インスタント リカバリ

ディスクへの ZDBセッションを実行した場合、インスタント リカバリ技術によって、作成され
た複製のみを復元できます。

ディスクへの ZDBセッション中は情報が IDBに保存され、さらにインスタント リカバリに必
要な関連するアレイ固有情報も ZDBデータベースに保存されます。

これらのセッション中に作成された複製を Data Protector GUIで直接表示したり選択したりす
ることはできませんが、インスタント リカバリを使った復元に使用できるセッションを表示お
よび選択することは可能です。これは、GUIから専用の [インスタント・リカバリ ]コンテキス

トを使用して行うことができます。また、Data Protector CLIを使用する方法もあります。

インスタント リカバリによる復元では、オリジナル ソース ボリューム内のデータが複製ター
ゲット ボリューム内のデータで置き換えられます。これはアレイ内部で行われるため、ほかに
バックアップ メディアやバックアップ デバイスは必要ありません。これにより、復元はきわめ
て高速に処理されます。

インスタント リカバリでは、オリジナルの ZDB仕様で個々のバックアップ オブジェクトが選択
されている場合でも、そのバックアップ オブジェクトだけを個別に復元することはできない点
に注意してください。復元の対象にはセッション全体しか選択できないため、完全な複製を復元
することしかできません。つまり、当初選択されていたバックアップ オブジェクトだけが復元
されるのではなく、それらが含まれているボリューム グループの内容がすべて復元され、復元
作成時の状態に戻るということです。

追加の作業

ファイルシステムおよびディスク イメージの復元を行う場合は、インスタント リカバリ セッ
ションを実行するだけです。ただし、データベース アプリケーションの復旧では、データベー
スの稼動を完全に復旧するために、さらにトランザクション ログを復元して適用するなどの作
業が必要です。ここで前提としているのは、トランザクション ログのバックアップは、インス
タント リカバリを使用して復元される複製を作成した後の時点のものであるということです。
これは通常、別のバックアップ メディアやバックアップ デバイスを使います。データベース復
旧についての詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 
インテグレーション ガイド - Oracle、SAP、SQL 7/2000、Exchange 5.x、Exchange 2000』を
参照してください。
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一般的なインスタント リカバリ プロセス

重要 関連する複製の種類やアレイの制限事項はさまざまですので、詳細な復元プロセ
スはアレイの種類によって異なります。詳細については、『HP OpenView 
Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照
してください。

次の図は、インスタント リカバリによる復元の例を示しています。

図 8- 1 インスタント リカバリの例

1. 復元する複製を決定し、その複製の作成に使用された ZDBセッションを選択します。

 Data Protector GUIの [インスタント リカバリ ]コンテキストで、復元対象の ZDB セッ
ションを次の 2 通りの方法で表示できます。

• [復元セッション ]:すべての復元セッションが日時順にリストされます。

• [復元オブジェクト]:復元セッションが、実行したZDBセッションの種類に基づいてグ
ループ別に一覧表示されます。たとえば、[ファイルシステム ]、[ディスク・イメー

ジ ]、[SAPR/3]、[MS SQL Server]などになります。

セッションでは、以下のことのみが表示できます。

• ファイルシステムの ZDBセッションの場合、ボリューム全体またはマウントポイント

• アプリケーション統合ソフトウェアの場合、「データベース」
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重要 ディスクへの ZDBの仕様の一部に含まれていないファイルシステムが、バック
アップ オブジェクトと同じボリューム グループに存在する場合、ファイルシステ
ムは GUIには表示されませんが、インスタント リカバリ プロセスを行うと復元
されます。

2. インスタント リカバリの各種オプションを選択します。これらのオプションは、データ保護
の目的で用意されています。

オプションを使用すると、以下のことが可能です。

• インスタント リカバリに関連するボリューム グループの構成が、復元対象の複製が作成
された時点から変更されていないことを確認できます。

HP StorageWorks Virtual Arrayでは、このチェックによって、復元対象の複製内のデー
タに対して実行された CRCチェックの結果が復元の作成時点の結果と一致していること
も確認されます。

• 復元が終了した後もアレイ上に複製を保持できます。複製を保持しておくことをお勧めし

ます。すると、復元後の復旧手順に問題があった場合でも複製を利用することができま
す。

このオプションは HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayでは使用できません。こ
の制限は、アレイに対して実行される復元プロセスの方法によるものです。

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayでは、復元対象のスナップクローン複製を構
成するすべてのボリュームのすべてのホストに対するプレゼンテーションを削除できま
す。ホストにそのようなボリュームが存在していると、関連するスナップクローンを使用
して復元を実行することができません。

3. オプションとして、セキュリティを強化する目的で、インスタント リカバリ セッションの復
元のプレビューを実行することができます。

4. 復元を開始します。

Data Protectorでは以下の処理が行われます。

• アプリケーション システムとバックアップ システムに接続します。

• IDBからセッション情報を抽出し、さらに ZDBデータベースからセッションに関連するアレ
イ固有の情報を抽出します。

• 必要なチェックを実行して、復元が正常に行われるために必要なすべての条件が満たされて

いることを確認します (指定されているインスタント リカバリ オプションなど )。
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• すべてのボリューム グループを非アクティブ化し、複製に関連するすべてのファイルシステ
ムをアンマウントします。

• 複製をオリジナル ソース ボリュームに復元します。

— HP StorageWorks Disk Array XPの場合、選択されているスプリット ミラー複製と、
ソース ボリュームを同期させる処理が行われます。

— HP StorageWorks Virtual Arrayでは、関連付けられている ZDB仕様で作成された複製
セット内の残りの複製がすべて削除され、それらのエントリも ZDBデータベースから削
除されます。

— HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayの場合は、オリジナル ソース ボリュームが
選択されているスナップクローン複製で置き換えられます。オリジナル ソース ボリュー
ムは削除され、それらの ZDBデータベース エントリも削除されます。オリジナル ソース 
ボリュームに対して作成されていたホスト プレゼンテーションが、復元されたスナップ
クローン ボリュームに対して作成され、このスナップクローン ボリュームが新しいソー
ス ボリュームになります。Data Protectorにおいては、関連する複製セットとアレイか
らスナップクローン複製が削除されます。

• 無効化されているすべてのボリューム グループを再度有効化し、アンマウントされているす
べてのファイルシステムを再マウントします。

重要 インスタント リカバリを使用してディスク イメージを復元する場合、バックアッ
プではディスクの構成情報を利用できないことに注意が必要です。したがって、
データ破損の危険性を回避するためには以下を行います。

• バックアップ オブジェクトにボリューム グループが含まれる場合、ボリュー
ム グループはインスタント リカバリ プロセス前に手動で非アクティブ化し、
復旧後に再度アクティブ化する必要があります。

• バックアップ オブジェクトにrawディスクとして論理ボリュームが含まれる場
合、論理ボリュームは必要に応じてインスタント リカバリ セッション前に手
動でアンマウントし、復旧後に再マウントする必要があります。

• バックアップ オブジェクトにファイルシステム オブジェクトが含まれる場合、
ファイルシステムはインスタント リカバリ プロセス前に手動でアンマウント
し、復旧後に再マウントする必要があります。

復元の結果、ソース ボリュームの内容は、複製が作成された時点の状態に戻ります。
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インスタント リカバリの後処理

データベース アプリケーションの復元では、インスタント リカバリによる復元を実行した後、
データベースの整合性をとって稼動を完全に復旧するために、通常はさらにデータベースやアプ
リケーションに固有の作業 (トランザクション ログの復元および適用など )を実行する必要があ
ります。

インスタント リカバリによる復元についての詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector 
ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

インスタント リカバリと LVMミラー

インスタント リカバリによる復元は、HP StorageWorks Disk Array XPを使った HP-UXシス
テムで、LVMミラーと BC XP構成によって作成された ZDBセッションのみに対応しています。
ただし、この場合は前述した手順のほかに特別な手順を実行する必要があります。詳細は、『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照して
ください。

クラスタにおけるインスタント リカバリ

インスタント リカバリによる復元は、アプリケーション システム上のMC/ServiceGuardまた
はMicrosoft Cluster Serverを使用して稼動しているアプリケーションやファイルシステムに対
応しています。ただし、この場合はさらに特別な手順を実行する必要があります。詳細は、『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照して
ください。
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9 ディスク /テープへの ZDB
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本章の内容

本章では、Data Protectorのディスク /テープへのゼロ ダウンタイム バックアップで使用され
るさまざまな複製方法について説明します。本章を終了すると、次のことを理解できます。

• ディスク /テープへの ZDBプロセスでの基本的な手順

• ディスク /テープへの ZDB (ローカル ) で使用できる複製構成の種類

• サポートされる複製構成で使用できる複製方法

• 適用する方法について Data Protectorで使用できるアレイ構成
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ディスク /テープへの ZDBプロセスの概要

ディスク /テープへの ZDBでは、従来のテープ バックアップと比べると、データ複製を使用し
てバックアップ時のアプリケーションへの影響を大幅に軽減できます。

ディスク /テープへの ZDBプロセスの基本的な手順は次のとおりです。

1. アプリケーションまたはデータベースを規定の状態に設定します。

2. 指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成します。

3. アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻します。

4. 複製内の指定データ オブジェクトのコピーからバックアップ メディアにデータを移動しま
す。

5. 複製に対してポストバックアップ プロセスを実行します。

6. セッションとインスタント リカバリの情報を IDBに記録します。
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アプリケーションまたはデータベースを規定の状態に設定する

Data Protectorの従来のテープ バックアップでは、バックアップ メディアへのデータ ストリー
ミングが完了するまで、バックアップ セッションの間中、アプリケーションの稼動に影響が生
じてしまいます。しかし、ディスク /テープへの ZDBを使用すれば、テープへの ZDBの場合と
同様に、アプリケーションの稼動への影響はバックアップ対象データの複製を作成する間だけで
すみます。

ディスク /テープへの ZDBとは、実質的にディスクへの ZDBとテープへの ZDBを組み合わせ
たものです。

ディスク /テープへの ZDBでは、複製の作成後に以下の処理が行われます。

• インスタント リカバリ用に、複製に関する情報が ZDBデータベースに書き込まれます。

• 複製からテープへデータがストリーミングされるため、従来の Data Protector復元を実行す
ることができます。

• テープへのストリーミングが終了した後、その後の処理に使用できるように複製がアレイ上

に保持されるため、インスタント リカバリ機能による復元を実行することができます。

オンライン バックアップとオフライン バックアップ

複製を作成している間は、関連するファイルシステムまたはデータベースのセクションを凍結す
る必要があります。これには 2つの方法があります。

• 最も簡単な方法は、オフライン バックアップを実行することです。この場合は、アプリケー
ションまたはデータベースはオフラインになり、すべてのファイル I/Oが停止されます。
データベース アプリケーションの場合は、通常は、たとえば I/O停止後の未適用の REDO
ログを適用するなどの方法で、データベースを整合性のある状態に戻します。

• もう 1つの方法は、オンライン バックアップを実行するというものです。これは通常、ホッ
トバックアップ モードに設定できるデータベース アプリケーションでのみ可能です。この
モードでは、バックアップ セッションで複製の作成が行われている間 (ZDBの場合 )、すべ
てのデータベース I/Oがログ ファイルに転送されます。この方法を使用すると、アプリケー
ションをオフラインにすることなくバックアップを実行できます。

注記 データベース アプリケーションのオンライン バックアップを実行する場合は、
データベースを完全に復旧できるように、通常はアーカイブ REDOログもバック
アップする必要があります。
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Data Protectorで提供されているアプリケーション統合ソフトウェアを使用してアプリケーショ
ンをバックアップする場合、これらの処理に関連する手順は自動的に制御されます。ただし、そ
の他のアプリケーションやファイルシステムのバックアップでも同様の動作をセットアップする
ことが可能です。提供されている User Exit (ユーザー出口 )を使用して、複製の前後にスクリ
プトが実行されるように指定できます。

注記 Data Protectorでは、オンライン バックアップとオフライン バックアップはどち
らも、ZDB複製方法を使わずに使用することも可能です。ただし、アプリケー
ション /データベースの稼動への影響はきわめて大きくなります。

• 従来のテープ バックアップの場合は、バックアップ セッションの間中、デー
タベースをホットバックアップ モードに設定するかオフラインにする必要が
あります。

• ディスク /テープへの ZDBの場合は、データベースをホットバックアップ モー
ドに設定したりオフラインにする必要があるのは、複製を作成している間だけ
です。残りのバックアップ セッションでは (データがバックアップ メディア
にストリーミングされている間でも )、データベースは通常の稼動を再開でき
ます。
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指定のデータ オブジェクトを含む複製を作成する

ディスク /テープへの ZDBは、ディスクへの ZDBとテープへの ZDBを単に組み合わせたもの
ではありません。これは、この 2種類のバックアップに使用できる複製方法が同じでないことか
らも分かります。

機能面から見れば、ディスクへの ZDBに、複製作成後の複製からテープ (またはその他のバッ
クアップ メディア )へのデータ ストリーミング機能を追加したものがディスク /テープへの
ZDBと言えます。したがって、サポートされている複製方法とアレイは、ディスクへの ZDBの
場合と同じです (テープへの ZDBと比べると制限が多くなります )。

ただし、同じバックアップ仕様を使って、ディスク /テープへの ZDBセッションを、ディスク
への ZDBセッションと同じスケジュールで指定することができます。このため、より高度な
バックアップの仕組みも可能で、たとえばディスクへの ZDBを週 6日実行し、7日目は同じ
バックアップ仕様を使ってディスク /テープへの ZDBを行うことができます。この仕組みでは、
どちらの種類のセッションも同じ複製セットを使用できることなど、復元の柔軟性も増します。

ディスク /テープへの ZDBのバックアップ仕様を作成する場合は、ディスクへの ZDBの場合と
同様に、[複製をインスタント・リカバリに使用する ]が選択されている必要があります。このオ

プションには次のような効果があります。

• 作成された複製に関するアレイ固有の情報が ZDBデータベースに保存され、IDBに格納され
ているセッション情報にマップされます。これにより、セッションで作成された複製をイン
スタント リカバリに使用できるようになります。このオプションが選択されていないと、複
製に関する情報が ZDBデータベースに保存されず、バックアップ仕様を使って作成された複
製をインスタント リカバリに使用できなくなります。

• サポートされているすべてのアレイ (EMC Symmetrix Disk Arrayを除く )で、複製セットを
作成して複製セット ローテーションに使用できるようになります。

セット内の複製の数は、最低 1つから指定できます。複製の最大数は、使用するアレイの種
類によって異なります。詳細については、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ
統合ソフトウェア」を参照してください。

一般に、ディスク /テープへの ZDBにはすべての種類の複製が適していると言えますが、サ
ポートされるスナップショットの種類 (サブ )はアレイによって異なります。詳細については、
40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してください。
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ローカル複製によるディスク /テープへの ZDB

ディスク /テープへの ZDBでローカル複製を使用する場合は、バックアップ目的では非常に広
範なレベルのサポートが用意されています。

• Data Protectorでサポートされているすべての種類のアレイで使用できます。

• Data Protectorでサポートされているすべてのアプリケーション統合ソフトウェアで使用で
きます。

• 複製と同期のプロセスはすべてローカル アレイ上で実行されます。したがって次のことが言
えます。

— プロセスが高速になります。

— リモート複製とローカル複製の併用など、利用できる他の ZDBに比べて、セットアップが
比較的容易です。

— アプリケーションやファイルシステムの中断が最小限ですみます。

• テープを使用しながらも、複製セット ローテーション機能を使用できます。

• 1つのセッションにバックアップされたデータを、次のような異なる方法で復元することがで
きます。

— インスタント リカバリ機能を使用して、完全な複製を高速で復元できます。この場合は、
ZDB仕様で指定されているデータ オブジェクトを含むすべてのボリュームが、特定時点
の状態に戻されます。

— テープからの復元という Data Protectorの標準の復元方法で、個々のバックアップ オブ
ジェクトを特定時点の状態に復元できます。

— スプリット ミラー ディスク アレイを使用している場合、個々のバックアップ オブジェク
トはまずテープからの復元により複製を更新し、その後復元できます。

スプリット ミラー技術

スプリット ミラー技術によるローカル複製を使用したディスク /テープへの ZDBは、以下のア
レイで使用できます。

• HP StorageWorks Disk Array XP、Business Copy (BC) XP構成を使用

• EMC Symmetrix Disk Array、EMC Symmetrix TimeFinder構成を使用

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。
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スナップショット技術

スナップショット技術によるローカル複製を使用したディスク /テープへの ZDBは、以下のア
レイで使用できます。

• HP StorageWorks Virtual Array、Business Copy (BC) VA構成を使用

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array、Business Copy (BC) EVA構成を使用

注記 EVAで使用できる各種スナップショットのうち、インスタント リカバリに使用で
きるのはスナップクローンだけです。

詳細は、40 ページの「Data Protectorで使用可能なアレイ統合ソフトウェア」を参照してくだ
さい。
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アプリケーション /データベースを通常の稼動状態に戻す

バックアップに必要な複製の作成が完了したら、関連するファイルシステムまたはデータベース 
セクションの処理を通常の稼動状態に戻すことができます。

オフライン バックアップの場合は、アプリケーションまたはデータベースをオンラインに戻し
て、通常の稼動を再開できます。

オンライン バックアップの場合は、アプリケーション /データベースが通常の稼動状態に戻った
後で、復元したデータベースに適用するアーカイブ トランザクション ログもバックアップする
必要があります。
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複製からテープ (バックアップ メディア )にデータを移動する

複製内にコピーされたデータ オブジェクトからテープにデータを移動するには、まず最初に複
製をバックアップ システムにマウントする必要があります。

マウントポイントの作成

複製が完了したら、Data Protectorでバックアップ システム上にマウントポイントが作成され、
そのポイントに複製内のファイルシステムがマウントされます。この処理に必要なプロセスはア
プリケーションによって異なり、ディスク イメージまたはファイルシステムのバックアップが
実行されます。詳細については B-1ページの「追加情報」を参照してください。

システム ロック

この段階で、同時プロセスが可能な場合には、システムに対して 2つの形式のロックが適用され
ます。

• デバイス ロック。ディスク /テープへの ZDBでは、従来のテープ バックアップのようにバッ
クアップ セッションの最初からテープ デバイスがロックされるのではなく、複製の作成後、
テープへのデータの移動が開始される前にロックされます。ロックは、テープへのデータの
移動が完了するまで続きます。

• 論理リソース ロック(ディスク ロック)。Data Protectorのバックアップ(または復元)セッショ
ンで論理ボリュームへのアクセスが行われると、現在のセッションで必要なくなるまで (こ
の場合は、必要なすべてのデータがテープに移動するまで )、その論理ボリュームには他の
Data Protectorセッションからアクセスできなくなります。

テープへのデータの移動 (標準 )

必要なロックが適用されたら、指定のデータ オブジェクトをテープに移動することができます。
これは通常、Data Protectorの標準のMedia Agent機能を使用して行われます。

テープ上のセッション情報と IDB内のセッション情報が従来のテープ バックアップの実行時と
同じになるように、データ オブジェクトが複製からではなくオリジナルの位置から取り出され
ているかのように情報がテープに書き込まれます。これにより、ディスク /テープへの ZDB
セッションでテープにバックアップされたデータ オブジェクトの復元を、従来の復元手順でア
プリケーション システムに対して直接実行できるようになります。
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ダイレクト バックアップ

HP-UXではバージョンにより、SAN環境でデータをバックアップ デバイスに直接移動するの
に Data Protectorダイレクト バックアップ機能を使用することができます。詳細は『HP 
OpenView Storage Data Protector コンセプト ガイド』と『HP OpenView Storage Data 
Protector 管理者ガイド』を参照してください。
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複製に対してポストバックアップ プロセスを実行する

ディスク /テープへの ZDBセッションでは、複製の作成後、その複製に関するアレイ固有の情
報が ZDBデータベースに記録された後も、複製はインスタント リカバリ用にアレイ上に保持さ
れます (単独で保持することも、複製セットの一部として保持することもできます )。これは
ディスクへの ZDBと同じ処理ですが、テープへの ZDBとは明らかに異なります。

関連するバックアップ仕様で複製セット ローテーションが使用されている場合は、以下の状態
になるまで複製はアレイ上に保持されます。

• その複製がセットのなかで最も古いものになるまで。

• その複製よりも古い複製が存在する場合でも、古い複製が HP StorageWorks Disk Array XP
または HP StorageWorks Virtual Arrayの除外リストに記載されている場合。

次に同じバックアップ仕様を使用するディスク /テープへの ZDBセッションが実行されると、
既存の複製が置き換えられます (アレイの種類によって、上書きされる場合と、削除後にそれと
入れ替わりで新しい複製がセットに追加される場合とがあります )。これに伴い、ZDBデータ
ベース内の既存のエントリが削除され、新しいエントリが追加されます。

複製セットのサイズが 1の場合 (実質的には複製ローテーションは行われません )も、処理は同
じです。
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セッションとインスタント リカバリの情報を IDBに記録する

従来のテープ バックアップやテープへの ZDBと同様に、バックアップ セッションの間中、IDB
にセッション情報 (復元に使用できるバックアップ メディアやデータ オブジェクトに関する情
報など )が書き込まれます。

ただし、ディスクへの ZDBの場合と同様に、ディスク /テープへの ZDBを実行するには、バッ
クアップ オプション [複製をインスタント・リカバリに使用する ]が選択されている必要があり

ます。このオプションにより、複製の作成後に、インスタント リカバリに使用されるアレイ固
有の情報も ZDBデータベースに書き込まれます。

ディスク /テープへの ZDBセッションの終了後に、関連付けられている復元オブジェクトと復
元セッションを次の 2つの GUIで表示することができます。

• [復元 ]コンテキスト。テープからデータ オブジェクトを復元できます。

• [インスタント・リカバリ ]コンテキスト。複製から復元できます。

ZDBデータベースについての詳細は、B-7ページの「ZDBデータベース」を参照してください。
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10 ディスク /テープへの ZDBセッションから
の復元方法
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本章の内容

本章では、ディスク /テープへのゼロ ダウンタイム バックアップ セッションからの復元方法の
概要を説明します。

• テープからアプリケーション システムに直接復元する

• インスタント リカバリ

• スプリット ミラー復元
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復元プロセスの概要

復元方法

ディスク /テープへの ZDBセッションでは、ディスクへの ZDBやテープへの ZDBと比べて、
より柔軟に復元を行うことができます。ディスク /テープへの ZDBバックアップ セッションで
作成された複製は、アレイ上に保持され、バックアップとしてテープにストリーミングされま
す。アレイおよびテープ上の複製は、両方とも同時刻に作成されたデータを含みます。

復元の方法は 2～ 3通りあり、使用するアレイによって異なります。

スナップショット アレイ

HP StorageWorks Virtual Arrayおよび HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayでは以下
の方法がサポートされています。

• インスタント リカバリによる復元。複製の全内容の復元が可能で、関連するアプリケーショ
ン システムへの影響は最小限ですみます。

• テープからアプリケーション システムへ直接復元する方法。テープ セッションから使用可能
な個々のバックアップ オブジェクトを復元できます。

注記 復元の対象は、実際にテープにストリーミングされた内容によって決まります。
つまり、ディスク /テープへの ZDBの仕様の内容によります。ソース ボリュー
ムのすべての内容が指定されている最高レベルのバックアップの場合は、すべて
のオブジェクトがテープにストリーミングされます。それ以外の場合は、ソース 
ボリューム全体を複製しても、選択されているバックアップ オブジェクトだけが
テープにストリーミングされます。

スプリット ミラー アレイ

HP StorageWorks Disk Array XPでは、以下の復元方法がサポートされています。

• インスタント リカバリによる復元。複製の全内容の復元が可能で、関連するアプリケーショ
ン システムへの影響は最小限ですみます。

• スプリット ミラー復元。場合によっては、個々の任意のオブジェクトを復元することも複製
の全内容を復元することも可能です。アプリケーション システムへの影響は最小限ですみま
す。
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注記 復元の対象は、実際にテープにストリーミングされた内容によって決まります。
つまり、ディスク /テープへの ZDBの仕様の内容によります。ソース ボリュー
ムのすべての内容が指定されている最高レベルのバックアップの場合は、すべて
のオブジェクトがテープにストリーミングされます。それ以外の場合は、ソース 
ボリューム全体を複製しても、選択されているバックアップ オブジェクトだけが
テープにストリーミングされます。

• テープからアプリケーション システムへ直接復元する方法。テープ セッションから使用可能
な個々のバックアップ オブジェクトを復元できます。

注記 Data Protector EMC Symmetrix Disk Array統合ソフトウェアでは、ディスク /
テープへの ZDBセッションは実行できません。

インスタント リカバリによる復元についての詳細は、97 ページの第 8 章 「ディスクへの ZDB
セッションからの復元方法」を参照してください。

スプリット ミラー復元についての詳細は、79 ページの第 6 章 「テープへの ZDBセッションか
らの復元方法」を参照してください。

テープからアプリケーション システムに直接復元する方法についての詳細は、『HP OpenView 
Storage Data Protector コンセプト ガイド』および『HP OpenView Storage Data Protector 管
理者ガイド』を参照してください。
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11 重要な留意事項



重要な留意事項

本章の内容
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本章の内容

本章では、ZDB戦略を計画する際に考慮すべき、重要な留意事項について説明します。

• ディスク アレイ固有の留意事項

• ZDBパフォーマンス チューニング

• インスタント リカバリの方法

• セキュリティ対策

また、バックアップ ソリューションの設計や、ZDBのパフォーマンス改善に役立つ推奨事項に
ついても説明します。
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ZDBのパフォーマンスの最適化

ビジネス クリティカルな環境では、データベースが破損したりディスクがクラッシュしたりし
た場合、データのリカバリを最短時間で行うことが重要です。ZDBソリューションでは、ほぼ
瞬時にデータのコピーが作成できますが、ZDBのパフォーマンスを計画する際に注意すべき重
要な点がいくつかあります。

ZDB戦略の策定の一般的なプロセスには、以下の手順があります。

1. バックアップの要件と制限事項を定義します。たとえば、データのバックアップが必要な頻
度や、バックアップ データを別のメディア セットにコピーする必要があるかなどを決定しま
す。

2. ディスク アレイのパフォーマンスに影響及ぼす要因を把握します。

3. バックアップの概念を支援し、実現するためのバックアップ戦略を立てます。

ここでは、バックアップ ソリューションの計画と ZDBのパフォーマンス改善に役立つ、重要な
情報と留意事項について説明します。ここに挙げる推奨事項は、Data Protectorでサポートされ
るディスク アレイのすべての種類に当てはまります。
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スプリット ミラー ディスク アレイの留意事項

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XPおよび EMC Symmetrix統合ソフトウェアで
は、バックアップ ポリシーを定義できるオプションが用意されています (オリジナル データの
ミラー コピーをメディアに移動する、ディスクを分割または再同期する、次回のバックアップ
に使用する次のディスクを準備することなどがあります )。バックアップ ポリシーの例について
は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を
参照してください。スプリット ミラー アレイのパフォーマンスに関する一般的な推奨事項は、
以下のとおりです。

ZDBセッション中の Data Protectorとアプリケーションとの相互作用は複雑なため、考慮して
おかなくてはならない、重要な留意事項がいくつかあります。

並列セッションの留意事項

ZDBセッションを並列で実行して、同じソース ボリュームに存在する 1つ以上のバックアップ 
オブジェクトをバックアップする場合、テープへのデータ ストリーミングが開始されるまで
バックアップ プロセスのフェーズがオーバーラップしないようにしてください。つまり、同じ
オブジェクトをバックアップする、ディスクへの ZDBセッションを並列で実行しないでくださ
い。

バックアップ仕様の留意事項

• ファイルシステムおよびディスク イメージをバックアップする場合、同じバックアップ仕様
で、テープへの ZDBセッションまたはディスク /テープへの ZDBセッションを並列に実行
できますが、テープへのデータ ストリーミングが開始されるまでバックアップ プロセスの
フェーズがオーバーラップしないようにしてください。

• アプリケーション統合ソフトウェアでは、並列の ZDBセッションを同じバックアップ仕様で
実行しないでください。

• 同じソース ボリュームに存在する1つ以上のバックアップ オブジェクトのバックアップ用に、
異なるバックアップ仕様を使用して、テープへの ZDBセッションまたはディスク /テープへ
の ZDBセッションを並列で実行することはできますが、テープへのデータ ストリーミング
が開始されるまで、バックアップ プロセスのフェーズがオーバーラップしないようにしてく
ださい。

• 同じソース ボリュームにあるバックアップオブジェクトを含む、ZDBセッションおよびイン
スタント リカバリ セッションを、同時に実行することはできません。このような場合は、
セッションを順次行う必要があります。
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バックアップ セッションを並列で実行させる場合、上記の条件に従ってバックアップ セッショ
ンをスケジューリングする際、テープへのデータ コピー開始までに要する時間をそれぞれの場
合で測定し、オーバーラップに備えた安全対策として容量の大きいバッファを追加しておくこと
をお勧めします。
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スナップショット ディスク アレイの留意事項

Data Protector HP StorageWorks Virtual Arrayまたは HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array統合ソフトウェアを使用する場合、バックアップ戦略を計画する際に以下の要因を考慮す
る必要があります。

• スナップショットの種類。詳細は、128 ページの「スナップショットの種類」を参照してく
ださい。

• スナップショット ポリシー。詳細は、132 ページの「スナップショット ポリシー」を参照し
てください。

• スナップショット ディスク アレイ固有の留意事項。詳細は、132 ページの「その他の留意事
項」を参照してください。

スナップショットの種類

作成するスナップショットの複製の種類によって、ZDBのパフォーマンスに影響を及ぼす要因
を考慮する必要があります。詳細は以下の項を参照してください。

事前割り当てされた (標準 )スナップショット

この種類のスナップショットを使用する場合は、アレイ内でソース ボリュームが占めるディス
ク スペースと同じ容量が、ターゲット ボリューム用に事前割り当てされます。

事前割り当てされたスナップショットについての詳細は、11 ページの第 2 章 「複製方法」を参
照してください。

パフォーマンス

バックアップ システムからスナップショットにアクセスがあると、ソース ボリュームおよび複
製のディスク ブロックが読み取られます。したがって、アプリケーション システムとバック
アップ システム両方のディスク リソースが使用され、アプリケーションのパフォーマンスが低
下することがあります。
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推奨される VAの使用法

VAでは事前割り当てされたスナップショットのみがサポートされているため、すべての種類の
ZDBに使用する必要があります。ストレージの事前割り当てによって、そのようなスナップ
ショットでディスク アレイのストレージが不足することを防ぎます。ソース ボリュームのデー
タが損失または破損した場合、関連する複製のデータは使用できず、インスタント リカバリを
使って復元もできないことに注意してください。

推奨される EVAの使用法

EVAでは、事前割り当てされたスナップショットは一時的に存在することを想定しています。
事前割り当てされたスナップショットからのインスタント リカバリはサポートされていないた
め、このスナップショットが使用できるのは、テープへの ZDBセッションのみです。

実質的に容量を使用しないスナップショット (VSNAP)

この種類のスナップショットは、EVAのみでサポートされています。このスナップショットの
作成および保持については、事前割り当てされたスナップショットと非常によく似ていますが、
ターゲット ボリューム用にアレイのストレージを事前割り当てする必要はありません。これに
より、VSNAPではスペース効率がよくなっています。

VSNAPに関する詳細は、11 ページの第 2 章 「複製方法」を参照してください。

パフォーマンス

バックアップ システムから VSNAPにアクセスがあると、ソース ボリュームおよび複製のディ
スク ブロックが読み取られます。したがって、アプリケーション システムとバックアップ シス
テム両方のディスク リソースが使用され、アプリケーションのパフォーマンスが低下すること
があります。

推奨される使用法

VSNAPは一時的に存在することを想定しています。VSNAPに必要なストレージは動的なため、
スナップショットが作成された後にソース ボリュームに何度も変更があると、ディスク アレイ
のストレージが不足する可能性があります。ディスク アレイのストレージに対する他の要求に
よって、ディスク アレイのストレージが不足することもあります。

VSNAPからのインスタント リカバリはサポートされていないため、このスナップショットが使
用できるのは、テープへの ZDBセッションのみです。
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スナップクローン

この種類のスナップショットは EVAのみでサポートされています。スナップクローンは 1つ以
上のソース ボリュームのフル コピーであり、オリジナルからは完全に独立しています。スナッ
プクローンの作成プロセスの前半は、事前割り当てされたスナップショットの作成とよく似てお
り、その後にクローン プロセスが実行されます。ソース ボリュームのデータはクローン プロセ
ス中にすべてコピーされます。

スナップクローンに関する詳細については、11 ページの第 2 章 「複製方法」を参照してくださ
い。

パフォーマンス

クローン プロセスの完了前にシステムからスナップクローンにアクセスがあると、まだコピー
されていないディスク ブロックは、スナップクローンではなくソース ボリュームから読み取ら
れます。テープへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBの場合、データはアプリケーション 
システムおよびバックアップ システム両方のディスク リソースを使用して読み取られるため、
アプリケーションのパフォーマンスが低下することがあります。したがって Data Protectorで
は、クローン プロセスが実行中の場合、スナップクローンのデータをテープにコピーするため
に、デフォルトで最長で 90分遅延させます。このデフォルトの動作は、Data Protector GUIで
バックアップ仕様を構成する際に変更できます。

推奨される使用法

スナップクローンは長期間保持されることを想定しています。インスタント リカバリには、こ
の種類の複製のみが使用できます。

すべてのデータがコピーされると、スナップクローンはオリジナルの仮想ディスクに依存せず、
通常のスタンドアロンの仮想ディスクと同じように動作します。万が一、ソース ボリュームの
データが損失または破損しても、複製のデータをインスタント リカバリに使用できます。

スナップクローンの割り当て

EVA仮想ディスクを構成する場合、ソース ボリュームが存在するディスク グループを定義しま
す。デフォルトでは、ソース ボリュームに使用されるディスク グループと同じディスク グルー
プが使用されて、スナップクローンに割り当てられます。したがって、ソース ボリュームとス
ナップクローンは同じディスク グループ、つまり同じ物理ディスクのセットに存在することに
なります。
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なお、ソース ボリュームに使用したディスク グループとは異なるディスク グループにスナップ
クローンを割り当てることも可能です。割り当てを変更するには、EVAディスク グループ ペア
の構成ファイルを編集します。スナップクローンの割り当てを変更する手順の詳細については、
『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照
してください。

ソース ボリュームとターゲット ボリュームで異なるディスク グループを使用すると、次のよう
な利点があります。

• 複製の読み取り書き込み処理が、アプリケーションのパフォーマンスへ及ぼす影響が少なく

なります。これは、ソース ボリュームと複製で異なる物理ディスクが使用されるためです。

• ソース ボリュームのハードウェア障害によって、複製も消去される可能性が少なくなりま
す。

• パフォーマンスの低い物理ディスクに複製を強制的に割り当てておき、処理速度の速い物理

ディスクをアプリケーション データに使うことができます。

ヒント パフォーマンスの低いディスクを使用するのは、テープへの ZDBのみにするこ
とをお勧めします。EVAのインスタント リカバリプロセスでは、インスタント 
リカバリ後にスナップクローンがソース データとなるため、ソース データの物理
的位置が変わります。ディスクへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBでパ
フォーマンスの低いディスクを使用する場合、インスタント リカバリ後にはアプ
リケーションがパフォーマンスの低いこれらのディスクから起動するため、アプ
リケーションのパフォーマンスを低下させることがあります。

ディスク グループ ペアを定義する場合は、以下に注意します。

• ある EVAに対するディスク グループは、ディスク グループ構成ファイルで指定した 1つの
ディスク グループ ペアのメンバーにしかなれません。

• ディスク グループ構成ファイルで指定したディスク グループが存在しないか、構成ファイル
の構文が間違っている場合、スナップクローンはソース ボリュームが存在するディスク グ
ループと同じディスク グループに作成されます。
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スナップショット ポリシー

Data Protector EVA統合ソフトウェアではスナップショット ポリシーという概念を導入してい
ます。このポリシーでは、同じソース ボリュームに作成できるスナップショット複製は 1種類
だけです。たとえば、事前割り当てされたスナップショットがすでに存在するソース ボリュー
ムに VSNAPを作成する場合は、事前割り当てされたスナップショットを削除しないと VSNAP
を正常に作成することができません。

注記 上記の制限事項は、スナップクローンがソース ボリュームにすでに存在する場
合、事前割り当てされたスナップショットか VSNAPのいずれかを作成する場合
は該当しません。

Data Protector EVAのバックアップ仕様を作成する際、strictまたは looseポリシーを選択でき
ます。ただし、looseポリシーを使用して複製を作成した場合、この複製からはインスタント リ
カバリを実行できません。

• strictポリシー

strictポリシーを選択すると、Data Protectorでは選択した種類のスナップショット (標準、
VSNAP、スナップクローン )を作成します。しかし、バックアップ セッションに使用される
ソース ボリュームのいずれかに異なる種類のスナップショットが存在する場合、バックアッ
プ セッションは失敗します。

• looseポリシー

looseポリシーを選択すると、Data Protectorではユーザーが選択したものとは異なる種類の
スナップショットを作成することがあります。たとえば、スナップクローンを作成する際、
ソース ボリュームに VSNAPまたは事前割り当てされたスナップショットがすでに存在する
場合、VSNAPまたは事前割り当てされたスナップショットが代わりに作成されます。

スナップショット ポリシーの詳細については、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダ
ウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

その他の留意事項

Data Protector ZDBソリューションは、スナップショット技術を使用しているさまざまなディ
スク アレイで実現されます。各ディスク アレイには、バックアップ戦略を計画する際に考慮す
べき制限事項や留意事項があります。詳細については、以下の項を参照してください。
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VAの留意事項

• 複数のバックアップ仕様で同じソース ボリュームを使う場合、この環境で作成された複製か
らはインスタント リカバリを実行できません。そのため、インスタント リカバリを可能にす
るには、このソース ボリュームを含むすべての複製 (このバックアップ仕様を使って作成し
た複製のうち、復元に使用する複製以外 )を手動で削除する必要があります。

また、アレイ上に存在する Data Protector以外で作成された複製が、Data Protectorによっ
て作成された複製に使用されるソース ボリュームと同じソース ボリュームを含む場合、イン
スタント リカバリは失敗します。この場合、インスタント リカバリを開始する前にこれらの
複製を削除する必要があります。

• インスタント リカバリセッションの前に、データが復元されるすべてのボリュームが、いか
なるプロセスからもアクセスされていないようにします。Data Protectorでは、他のアプリ
ケーションによる VAへのアクセスをブロックすることはできません。したがって、復元中
に他のアプリケーションからのアクセスがあると、データが破損することがあります。

EVAの留意事項

• 複製の作成

— ソース ボリュームのクローン プロセスが実行中の場合、クローン プロセスが終了するま
で、同じボリュームの別のスナップクローンは作成できません。この場合、Data 
Protectorは処理を数回再試行し、それでもクローン プロセスが実行中であればセッショ
ンは失敗します。デフォルトでは、再試行は 10秒間隔で 10回行います。これらのデ
フォルト値を変更するには、EVA_EMAPI_MAX_RETRYおよび EVA_EMAPI_RETRY_DELAY 

omnirc変数を設定します。これらの変数の詳細については、『HP OpenView Storage 
Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

• 複製セット

— 以下のいずれかの場合、複製が再使用できません。

スナップクローン内のいずれか 1つのボリュームにスナップショットが接続している。

再使用するターゲット ボリュームのいずれか 1つがシステムに存在する。

この場合、EVAエージェントはセッションを中止します。

— 再使用する複製が使用中のため別のセッションにロックされている場合、Data Protector
では 2番目に古い複製を再使用します。
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• バックアップ

— 指定した数の複製がローテーションされたにもかかわらず、その後バックアップ仕様にそ

の数よりも小さい数を設定した場合、複製セットのうち最も古い複製が次のバックアップ 
セッション中に削除されます。たとえば、バックアップ仕様でローテーション数を 7に設
定し、すでに複製を 7つ作成したとします。このとき、バックアップ仕様でローテーショ
ン数を 5に変更すると、Data Protectorでは複製ローテーション セットの中で、古い方
から 3つの複製を削除して、その後新しい複製を作成します。

— バックアップ仕様で[バックアップ後も複製を保持]のバックアップ オプションを選択して
いて、このオプションを選択解除するよう変更すると、このバックアップ仕様でそれまで
に作成されたすべての複製は次のバックアップ セッションで削除されます。したがって、
バックアップ セッションが終了すると、このバックアップ仕様に属する複製はディスク 
アレイからなくなります。

• インスタント リカバリ

— インスタント リカバリセッションを行う前に、Data Protectorは選択された複製からのス
ナップクローンがホストに存在しないか確認します。スナップクローンが存在すると、イ
ンスタント リカバリは失敗します。しかし、[すべての複製のプレゼンテーションを強制
的に削除 ]オプションを選択した場合、Data Protectorではホスト上のプレゼンテーショ
ンをインスタント リカバリ前に削除するため、セッションは失敗しません。

注意 システムに使用されていたディスクが削除されると、システムからディスクへア
クセスできません。このことがシステム クラッシュの原因となることがありま
す。

インスタント リカバリ後に置換されるソース ボリュームはアプリケーション システム以
外に存在してはいけません (アプリケーション システムのクラスタ ノードを除く )。ある
システムにターゲットの仮想ディスクが存在する状態でインスタント リカバリを実行す
ると、Data Protectorはディスクの削除処理を実行し、インスタント リカバリ後はディ
スクの追加処理を実行します。したがって、インスタント リカバリ後にこれらのシステ
ムは正常に機能しないことがあります。
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— インスタント リカバリとしてマークされている ZDBセッションを実行するためには、ス
ナップショットの種類としてスナップクローンを選択してください。スナップクローンが
作成されるディスク グループを定義することもできるので、以下の点を考慮することが
重要です。

インスタント リカバリ後は複製がソースとなるため、ソース ボリュームの物理的位置は
変わります。つまり、復元されるスナップショットがソース ボリュームと異なるディス
ク グループに属する場合、スナップクローンのディスク グループがソース ボリュームの
ディスク グループとなります。

たとえば、スナップクローン複製に使用されるディスク グループがソース ボリュームよ
りもパフォーマンスの低いディスクで構成される場合、アプリケーションのパフォーマン
スはインスタント リカバリ後に低下します。

したがって、ディスクへの ZDBセッションまたはディスク /テープへの ZDBセッション
の場合、ソース ボリュームと同じディスク グループにスナップクローンを作成すること
をお勧めします (デフォルトではこの動作になっています )。異なるディスク グループに
する場合、スナップクローンに使用するディスク グループのパフォーマンス能力が、
ソース ボリュームのディスク グループと同じであることを確認してください。

1つのアプリケーション システムで同時セッションを実行する

ZDBセッションを同時に実行して、同じソース ボリュームに存在する 1つ以上のバックアップ 
オブジェクトをバックアップする場合、テープへのデータ ストリーミングが開始されるまで
バックアップ プロセスのフェーズがオーバーラップしないようにしてください。つまり、ディ
スクへの ZDBセッションで同じオブジェクトをバックアップするときは、並列で実行してはい
けません。

同じバックアップ仕様を使う際には、以下の留意事項もあります。

• ファイルシステムおよびディスク イメージをバックアップする場合、同じバックアップ仕様
でセッションを同時に実行できますが、テープ メディアへのデータ コピーが開始されるまで
セッションのフェーズがオーバーラップしないようにしてください。

• アプリケーション統合ソフトウェアでは、同時セッションを同じバックアップ仕様で実行し

ないでください。

ZDBセッションとインスタント リカバリセッションそれぞれに関わるバックアップ オブジェク
トが同じソース ボリュームに存在する場合、これらのセッションを同時に実行することはでき
ません。このような場合はセッションを順番に行う必要があります。
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セキュリティ プランニング

バックアップ環境を計画するとき、セキュリティ対策を考慮する必要があります。セキュリティ
計画を正しく設計して実装すれば、未許可のアクセスやデータの破損を防ぐことができます。
Data Protectorのセル、ユーザー グループ、ユーザー権限などの管理に関する一般的なセキュ
リティの留意事項については、『HP OpenView Storage Data Protector コンセプト ガイド』を
参照してください。本項では ZDB環境に関するセキュリティについて説明します。

バックアップ デバイスのロックおよびディスク ロックの概念

バックアップ デバイスのロック

通常の (ZDBではない ) Data Protectorバックアップおよび復元セッションでは、バックアップ
または復元セッションの開始時に、セッションで使用されるテープ デバイスをロックし、セッ
ション終了時にロックを解除します。Data Protectorでのテープ デバイスのロックに関する詳
細については、『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイド』を参照してください。

ZDB統合ソフトウェアでは、テープ デバイスのロックを変更して、データをテープ デバイスと
の間で転送するのに必要な間だけデバイスをロックすることができます。

• テープへのZDBセッションまたはディスク /テープへのZDBセッションでは、複製の作成後に
ロックがかかりますが、これは複製されたデータがテープへストリーミングされる前です。
テープ デバイスへのデータ ストリーミングが終わると、デバイスのロックが解除されます。

• スプリット ミラー復元セッション(スプリット ミラー ディスク アレイでサポートされている)
では、ミラー コピーが準備された後 (ミラー化されたディスク間のリンクが切断された後 )
で、これは、ミラー化されたデータがテープ デバイスからミラー コピーへ移される前になり
ます。

テープ デバイスとの間でデータ転送が終わると、デバイスのロックが解除されます。

ディスクへの ZDBセッションまたはインスタント リカバリセッションの間、テープ デバイスは
使用されないため、これらの 2つのオプションではテープ デバイスはロックされません。

ディスク ロック

他のセッションで使用中の可能性があるストレージ ボリュームに、ZDBセッションまたはイン
スタント リカバリセッションがアクセスするのを防ぐために、Data Protectorでは内部ディス
ク ロック機構が採用されています。この方法では、ストレージ ボリュームが他の処理に使用さ
れている間ロックされます。
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Data Protectorでは要求された処理に必要なストレージ ボリュームをロックできない場合 (別の
プロセスがすでにロックしている場合 )、警告を表示してセッションを中止します。

VAでの LUNセキュリティ

HP StorageWorks Secure Manager Virtual Arrayでは、VAに LUN権限を設定して最も重要な
データを保護することができます。この権限により、許可されていないサーバーやユーザーに、
LUNが使用されたり削除されたりすることを防ぎます。

VAにスナップショットを作成する場合は常に、Data Protectorは Secure Managerに正しいパ
スワードを渡す必要があります。パスワードを渡さなければ、スナップショットを正常に作成で
きません。

Data Protectorはパスワードを VADBに保存して、VAのスナップショット技術が使用される度
に、パスワードを Secure Managerに渡します。
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付録 A A-1

A サポートされている構成



サポートされている構成

この付録の内容

付録 AA-2

この付録の内容

この付録では、異なる種類のアレイごとにサポートされている構成について説明します。この付
録は以下の項で構成されています。

• A-3ページの「サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成」

• A-17ページの「サポートされている EMC Symmetrix構成」

• A-26ページの「サポートされているスナップショットの構成」

当社では、ここで説明されている構成をサポートしています。サポートされている構成の最新リ
ストについては http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html (英語 )を参照
してください。

リストに記載されていないデータ バックアップ構成も、サポートできないという意味ではあり
ません。当社の営業担当へご連絡いただき、他の構成についてサポートが可能かどうかお問い合
わせください。

この付録に記述された、サポートされているすべての構成について、使用できるバックアップ 
システムは、アプリケーション、データベース、ファイルシステム、またはディスク イメージ
につき 1つだけです。アプリケーション、データベース、ファイルシステム、またはディスクイ
メージを複数のバックアップ システムで同時にバックアップすることはできません。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

付録 A A-3

サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェアでは、次の構成が可能です。

• ローカル複製構成。詳細は、A-3ページの「ローカル複製構成」を参照してください。

• リモート複製構成。詳細は、A-7ページの「リモート複製構成」を参照してください。

• リモート複製構成とローカル複製構成の併用。詳細は、9 ページの「リモート複製とローカ
ル複製を併用した構成」を参照してください。

• HP-UX LVMミラー構成。詳細は、13 ページの「サポートされている HP-UX LVMミラー構
成」を参照してください。

複製の作成にはスプリット ミラー技術が使用されます。この場合、作成されるターゲット ボ
リューム (T)は、ソース ボリューム (S)の正確なコピーになります。

注記 テープへの ZDBおよびディスク /テープへの ZDBでは、ソース ボリュームはア
プリケーション システムに接続し、さらに別のバックアップ システムをターゲッ
ト ボリューム用のディスク アレイに接続します。テープへのデータのストリーミ
ングは、ペアを分割した後で複製から実行します。つまり、バックアップ時でも
アプリケーション システムはオンラインで使用可能な状態になります。

本項で説明されているすべての構成例では、アプリケーション側で複数のアプリケーション シ
ステムを構成できます。複数のアプリケーション システムを構成する方法については、B-3ペー
ジの「バックアップ システムでのマウント ポイントの作成」を参照してください。

また、すべての種類の構成について、アプリケーション データとバックアップ データを同じ種
類の複数のディスク アレイに分散することができます。

ローカル複製構成

Business Copy (BC) XP機能を使用する場合、HP StorageWorks Disk Array XPでのローカル
複製が可能です。この方法ではファーストレベル ミラー (複製 )を 3つ作成でき、これらは
ZDBおよび IRに使用することができます。複製の使用方法の詳細については、57 ページの第 4 
章 「複製処理の概念」を参照してください。本項では、Disk Array XPのローカル複製でサ
ポートされている構成例を説明します。
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付録 AA-4

図 A-1から A-3では、サポートされているローカル複製構成例を示しています。各構成には独
自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するための制御機能について、要
件が異なります。

図 A- 1 サポートされている BC XP構成 (その 1)

図 A- 2 サポートされている BC XP構成 (その 2)
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付録 A A-5

図 A- 3 サポートされている BC XP構成 (その 3)

BC1構成

BC1構成では 1つのシステムをアプリケーション システムとバックアップ システムの両方に使
用しますが、パフォーマンス上の問題が生じるためお勧めしません。BC1構成で実行できる
バックアップは、ディスク イメージ バックアップとファイルシステム バックアップだけです。
どのオペレーティング システム上で BC1構成がサポートされているかについては、『HP 
OpenView Storage Data Protector ソフトウェア リリース ノート』のサポート一覧を参照して
ください。BC1の構成例は以下のとおりです。
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付録 AA-6

図 A- 4 BC1 XP構成

階層化構成

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェアでは、階層化構成を使用し
ている場合、それぞれのファーストレベル ミラーに対してコピーを 2つ追加して作成すること
が可能です。ただし、ZDBおよび IRの用途にサポートされているのは、3つのファーストレベ
ル ミラーのみです。つまり、統合ソフトウェアで階層化を使用するように構成できますが、セ
カンドレベル ミラー (最大 6つ )は ZDBおよび IR以外の用途でしか使用できません。

階層化構成の例を A-6ページの図 A-5に示します。この例では、MU:0、MU:1、およびMU:2
はファーストレベル ミラーで、その下にある 6つのミラーがセカンドレベル ミラーです。

図 A- 5 階層化構成
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付録 A A-7

リモート複製構成

Continuous Access (CA) XP機能を使用する場合、HP StorageWorks Disk Array XPでのリ
モート複製が可能です。この方法では、ZDBおよび IRの用途に使用できるミラー (複製 )を、
最大 27マイル (43km)離れたリモート マシン上に作成できます。複製の作成方法についての詳
細は、57 ページの第 4 章 「複製処理の概念」を参照してください。本項では、Disk Array XP
のリモート複製でサポートされている構成例を説明します。

バックアップ システム 1つと HP StorageWorks E Disk Array XP 1つを使用して、複数のメイ
ン ディスク アレイをバックアップすることができます。詳細は、9 ページの図 A-9を参照して
ください。この方法では、集中型のバックアップ サイトを構築することができます。

図 A-6から A-9では、サポートされているリモート複製構成例を示しています。各構成には独
自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するための制御機能についての独
自の要件があります。

図 A- 6 サポートされている CA XP構成 (その 1)
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付録 AA-8

図 A- 7 サポートされている CA XP構成 (その 2)

図 A- 8 サポートされている CA XP構成 (その 3)
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付録 A A-9

図 A- 9 サポートされている CA XP構成 (その 4)

リモート複製とローカル複製を併用した構成

HP StorageWorks Disk Array XPでは、Continuous Access (CA) XP構成と Business Copy 
(BC) XP構成を組み合わせて使用する場合、リモート複製とローカル複製が併用できます。この
場合は、(セカンダリ )スプリット ミラー複製をリモート マシン上に作成し、次にセカンダリ複
製のローカル複製または複製セットをリモート マシン上に作成できます。作成された複製は
ZDBおよび IRの用途に使用できます。複製の使用方法の詳細については、57 ページの第 4 章 
「複製処理の概念」を参照してください。本項では、Disk Array XPのリモート複製およびロー
カル複製の併用についてサポートされている構成例を説明します。

注記 リモート複製およびローカル複製を併用した構成では、物理的に別々のサイトに、
少なくとも 2つの HP StorageWorks Disk Array XPが必要になります。

複製が必要になった時点で、統合ソフトウェアによって BCペアが分割されます。データの整合
性を保つために、BCペアの分割前に CAペアのステータスがチェックされます。これにより、
同期 CA構成ではMain Control Unitのすべてのデータが Remote Control Unitにもあることが
保証されます。
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付録 AA-10

クラスタ構成

アプリケーション システムがクラスタ内で動作しているとき、バックアップ システムはこのク
ラスタ外になければなりません (別のクラスタ内で動作するか、クラスタの内部に含まれていな
いかのいずれか )。これは、バックアップ時にはバックアップ システム上のファイルシステム /
データベース構造 (ファイルシステムとボリューム グループ /ディスク グループ )がアクティブ
になりますが、フェイルオーバー処理時のアクティブ化を妨ぐためです。

クラスタ内のアプリケーションについては、静的な IPアドレスではなく浮動型の IPアドレスを
使用できます。これにより、ローカル フェイルオーバーの後でもバックアップを正常に開始で
きます。

クラスタ構成の詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアッ
プ 管理者ガイド』を参照してください。

重要 リモート サイトへフェイルオーバーした場合、バックアップ構成は以前の CA構
成と BC構成の組み合わせから BC構成のみに変更されます。つまり、次回の
バックアップは自動では開始されなくなるため、構成の変更を反映させてバック
アップ仕様を更新する必要があります。

制限事項

• Windowsシステムでは、CAペアのターゲット ボリューム (T)(BCペアのソース ボリューム (S)
でもある )は、BCペアのターゲット ボリュームと同時にバックアップ システムへ接続しな
いでください。これはWindowsの制限事項で、同じ署名がついた 2つのディスクを同じシ
ステムに接続することはできません。BCペアのソース ボリュームとターゲット ボリューム
は互いにミラー イメージであるため、ディスクの署名も同じです。

• 非同期CA構成については、CA構成とBC構成の組み合わせの一部としてサポートされていま
せん。

HP-UXシステム

HP-UXでは、バックアップ システムには BCターゲット ボリュームのみを接続することをお勧
めします。何らかの理由で CAターゲット ボリュームを接続する場合は、特別な注意が必要で
す。詳細については、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 
管理者ガイド』のパート III「HP StorageWorks Disk Array XP」を参照してください。

図 A-26から A-29では、サポートされているリモート複製とローカル複製を併用した構成例を
示しています。各構成には独自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証する
ための制御機能についての独自の要件があります。
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付録 A A-11

図 A- 10 サポートされている CA構成と BC構成を併用した XPの構成 (その 1)

図 A- 11 サポートされている CA構成と BC構成を併用した XPの構成 (その 2)
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サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

付録 AA-12

図 A- 12 サポートされている CA構成と BC構成を併用した XPの構成 (その 3)

図 A- 13 サポートされている CA構成と BC構成を併用した XPの構成 (その 4)
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付録 A A-13

サポートされている HP-UX LVMミラー構成

この統合ソフトウェアでは HP-UX LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリューム マネー
ジャ )ミラーがサポートされています。これは、HP StorageWorks Disk Array XP LDEVが 1
つ以上の HP StorageWorks Disk Array XPユニットから、別の 1つ以上の HP StorageWorks 
Disk Array XPユニットに LVMミラー化される構成で使用できます。言い換えると、LVMミ
ラーは、CAと BCを組み合わせた構成での CAリモート コピー接続に代わるものとみなすこ
とができます。これは、Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェア
の観点から見ると BC構成になります。

論理ボリュームを拡張した場合に、論理ボリュームが同じディスク上にミラー化されるなどの予
期できない事態を防ぐために、HP StorageWorks Disk Array XPごとに LDEVが異なる物理ボ
リューム グループに属するようにすることをお勧めします。バックアップ システムに接続され
ているユニットにある LDEVには、その BCペアを割り当てる必要があります。アプリケー
ション システムは、LVMミラー化された論理ボリュームに属する LDEVを含む HP 
StorageWorks Disk Array XPユニットに接続します。

図 A-14から A-18では、サポートされている LVMミラー構成例を示しています。各構成には独
自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するための制御機能についての独
自の要件があります。

注記 LVMミラー構成が使用されている場合、バックアップまたは復元中に Data 
Protectorのモニターに警告メッセージが表示されますが、これはアプリケーショ
ン システムの物理ボリューム グループにあるボリューム グループ LDEVに対し
て BCペアが割り当てられていないためです。この警告メッセージは無視して構
いません。
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サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

付録 AA-14

図 A- 14 サポートされている LVMミラー構成 (その 1)

図 A- 15 サポートされている LVMミラー構成 (その 2)



サポートされている構成

サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

付録 A A-15

図 A- 16 サポートされている LVMミラー構成 (その 3)

図 A- 17 サポートされている LVMミラー構成 (その 4)



サポートされている構成

サポートされている HP StorageWorks Disk Array XPの構成

付録 AA-16

図 A- 18 サポートされているクラスタでの LVMミラー構成



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 A A-17

サポートされている EMC Symmetrix構成

Data Protector HP StorageWorks Disk Array XP統合ソフトウェアでは、次の構成が可能です。

• ローカル複製構成。詳細は、A-17ページの「ローカル複製構成」を参照してください。

• リモート複製構成。詳細は、A-20ページの「リモート複製構成」を参照してください。

• リモート複製構成とローカル複製構成の併用。詳細は、22 ページの「リモート複製とローカ
ル複製を併用した構成」を参照してください。

複製の作成にはスプリット ミラー技術が使用されます。この場合、作成されるターゲット ボ
リューム (T)は、ソース ボリューム (S)の正確なコピーになります。

注記 バックアップを行うためには、ソース ボリュームはアプリケーション システム
(R1)に接続し、さらに別のバックアップ システム (R2)をターゲット ボリューム
用のディスク アレイに接続する必要があります。テープへのデータのストリーミ
ングは、ペアを分割した後で複製から実行します。つまり、バックアップ時でも
アプリケーション システム (R1)はオンラインで使用可能な状態になります。

制限事項

Data Protector EMC Symmetrix統合ソフトウェアでは、インスタント リカバリはサポートさ
れていません。

本項で説明されているすべての構成例では、アプリケーション側で複数のアプリケーション シ
ステム (R1)を構成できます。複数のアプリケーション システムを構成する方法については、
B-3ページの「バックアップ システムでのマウント ポイントの作成」を参照してください。

さらに、3種類の構成すべてについて、アプリケーション データとバックアップ データを、ア
プリケーション側とバックアップ側の複数の EMC Symmetrixディスク アレイに分散すること
ができます。

ローカル複製構成

EMC Symmetrix Disk Arrayでは、TimeFinder構成を使用した場合にローカル複製が可能で
す。この方法では、ZDBおよびスプリット ミラー復旧に使用できるミラー (複製 )を 1つ作成
することができます。複製の使用方法についての詳細は、57 ページの第 4 章 「複製処理の概念」
を参照してください。本項では、EMC Symmetrixのローカル複製でサポートされている構成例
を説明します。



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 AA-18

A-19から A-21では、サポートされているローカル複製構成を例示しています。各構成には独自
の動作パターンがあり、バックアップ機能と復元機能を保証するための制御機能について、要件
が異なります。

図 A- 19 サポートされている TimeFinder構成 (その 1)

図 A- 20 サポートされている TimeFinder構成 (その 2)



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 A A-19

図 A- 21 サポートされている TimeFinder構成 (その 3)

TimeFinder1構成

TimeFinder1構成では、1つのシステムをアプリケーション システムとバックアップ システム
の両方に使用しますが、パフォーマンス上の問題が生じるためお勧めしません。TimeFinder1
構成ではディスク イメージとファイルシステムのバックアップのみ可能です。この構成がサ
ポートされているオペレーティング システムについては、『HP OpenView Storage Data 
Protector ソフトウェア リリース ノート』のサポート一覧で確認してください。



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 AA-20

リモート複製構成

EMC Symmetrix Disk Arrayでは、EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成を使用
した場合にリモート複製が可能です。この方法では、リモート マシン上にスプリット ミラー複
製を 1つ作成できます。複製の使用方法の詳細については、57 ページの第 4 章 「複製処理の概
念」を参照してください。本項では、EMC Symmetrixのリモート複製でサポートされている構
成例を説明します。

制限事項

この環境ではクラスタ構成はサポートされていません。

A-22から A-25では、サポートされているリモート複製構成を例示しています。各構成には独自
の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するための制御機能についての独自
の要件があります。

図 A- 22 サポートされている SRDF構成 (その 1)



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 A A-21

図 A- 23 サポートされている SRDF構成 (その 2)

図 A- 24 サポートされている SRDF構成 (その 3)



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 AA-22

図 A- 25 サポートされている SRDF構成 (その 4)

リモート複製とローカル複製を併用した構成

EMC Symmetrix Disk Arrayでは、EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)構成と
EMC Symmetrix TimeFinder構成を組み合わせて使用した場合、リモート複製とローカル複製
の併用が可能です。この場合は、(セカンダリ )スプリット ミラー複製をリモート マシン上に作
成し、次にセカンダリ複製のローカル複製をリモート マシン上に作成できます。作成された複
製は、ZDBおよびスプリット ミラー復元に使用することができます。スプリット ミラー復元の
詳細については、79 ページの第 6 章 「テープへの ZDBセッションからの復元方法」を参照し
てください。複製の使用方法の詳細については、57 ページの第 4 章 「複製処理の概念」を参照
してください。本項では、EMC Symmetrixのリモート複製とローカル複製の併用でサポートさ
れている構成例を説明します。

注記 リモート複製とローカル複製を併用した構成では、物理的に別々のサイトに、少
なくとも 2つの EMC Symmetrix Disk Arrayが必要になります。

この構成は通常、リモート サイトが障害復旧サイトの役割を担い、SRDFペアの分割が不可能
な場合に使用します。



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 A A-23

クラスタ構成

アプリケーション システム (R1)がクラスタ内で動作しているとき、バックアップ システム (R2)
はこのクラスタ外にある (別のクラスタ内で動作するか、クラスタの内部に含まれていないかの
いずれか )必要があります。これは、バックアップ時にはバックアップ システム (R2)上の
ファイルシステム /データベース構造 (ファイルシステムとボリューム グループ /ディスク グ
ループ )がアクティブになりますが、フェイルオーバー処理時のアクティブ化を妨ぐためです。

クラスタ内のアプリケーションについては、静的な IPアドレスではなく浮動型の IPアドレスを
使用できます。これにより、ローカル フェイルオーバーの後でもバックアップを正常に開始で
きます。

クラスタ構成についての詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム 
バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。

重要 リモート サイトへフェイルオーバーした場合、バックアップ構成は以前の SRDF
構成と TimeFinder構成の組み合わせから TimeFinder構成のみに変更されます。
つまり、次回のバックアップは自動で開始されなくなるため、構成変更を反映さ
せてバックアップ仕様を更新する必要があります。

バックアップ システムには TimeFinderターゲット ボリュームのみを接続することをお勧めし
ます。何らかの理由で SRDFターゲット ボリュームを接続する場合は、特別な注意が必要です。
詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイ
ド』を参照してください。

A-26から A-30では、サポートされているリモート複製とローカル複製を併用した構成を例示し
ています。各構成には独自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するため
の制御機能についての独自の要件があります。

図 A- 26 サポートされている SRDF構成と TimeFinder構成の併用 (その 1)



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 AA-24

図 A- 27 サポートされている SRDF構成と TimeFinder構成の併用 (その 2)

図 A- 28 サポートされている SRDF構成と TimeFinder構成の併用 (その 3)



サポートされている構成

サポートされている EMC Symmetrix構成

付録 A A-25

図 A- 29 サポートされている SRDF構成と TimeFinder構成の併用 (その 4)

図 A- 30 サポートされているクラスタでの SRDF構成と TimeFinder構成の併用



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 AA-26

サポートされているスナップショットの構成

HP StorageWorks Virtual Array構成と HP StorageWorks Enterprise Virtual Array構成はと
もにスナップショット構成と呼ばれており、どちらのアレイもスナップショット技術を使用して
複製を作成します。この場合は、作成されるターゲット ボリューム (T)は、ソース ボリューム
(S)の論理コピー (イメージ )になります。

Data Protectorスナップショット統合ソフトウェアでは、次の構成が可能です。

• ローカル複製。詳細は、26 ページの「ローカル複製構成」を参照してください。

• リモート複製とローカル複製の併用 (HP StorageWorks Virtual Arrayのみ )。詳細は、29 
ページの「HP StorageWorks Virtual Arrayでのリモート複製とローカル複製の併用」を参
照してください。

注記 テープへの ZDBとディスク /テープへの ZDBでは通常、別のバックアップ シス
テムがディスク アレイに接続されます。Data Protectorでは複製を作成した後、
バックアップ システムの新しいディスクをスキャンして、デバイス ファイルを作
成し (UNIXシステムの場合 )、バックアップ システムにファイルシステムをマウ
ントするために必要な他の手順をすべて実行することで、複製データにアクセス
できるようになりますデータのテープへのストリーミングは複製から実行され、
アプリケーション システムは実行可能な状態が維持されます。

本項で説明されているすべての構成例では、アプリケーション側で複数のアプリケーション シ
ステムを構成できます。複数のアプリケーション システムが存在する構成でバックアップ シス
テム上にマウント ポイントを作成する方法の詳細については、B-3ページの「バックアップ シ
ステムでのマウント ポイントの作成」を参照してください。

3種類の構成すべてについて、アプリケーション データおよびバックアップ データを複数の
ディスク アレイに分散して保持することができます。

ローカル複製構成

HP StorageWorks Virtual Arrayと HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayでは、
Business Copy (BC) VA構成または Business Copy (BC) EVA構成を使用する場合、ローカル複
製が可能です。この方法では、同じアレイ内でデータ複製を行うことができます。この場合は、
サイズの大きな複製セットを使用できますが、メンバーの数は基本的にアレイ上の使用可能ス
ペースによって制限されます。



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 A A-27

A-31から A-33では、サポートされているローカル複製構成を例示しています。各構成には独自
の動作パターンがあり、バックアップ機能と復旧機能を保証するための制御機能についての独自
の要件があります。

図 A- 31 サポートされている BCスナップショット構成 (その 1)



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 AA-28

図 A- 32 サポートされている BCスナップショット構成 (その 2)

図 A- 33 サポートされている BCスナップショット構成 (その 3)



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 A A-29

単一ホスト構成

単一ホスト構成では 1つのシステムをアプリケーション システムとバックアップ システムの両
方に使用しますが、パフォーマンス上の問題が生じるためお勧めしません。単一ホスト構成では
ディスク イメージとファイルシステムのバックアップのみ可能です。この構成ではクラスタは
サポートされていません。

HP StorageWorks Virtual Arrayでのリモート複製とローカル複製の併用

HP StorageWorks Virtual Arrayでは、HP-UX LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリュー
ム マネージャ )ミラーを使用した場合、リモート複製とローカル複製の併用が可能です。この方
法では、リモート マシン上に複製が作成されます。複製の作成後、スナップショット技術を使
用して、リモート複製に対するローカル複製を作成することができます。

この構成では、物理的に別々のサイトに、少なくとも 2つの HP StorageWorks Virtual Array
が必要になります。VAのソース ボリュームは、1つまたは複数のローカル VAディスク アレイ
から 1つまたは複数のリモート VAディスク アレイに LVMミラー化されます。LVMミラー化
されたソース ボリュームとその LVMミラーは、同じ論理ボリュームに属します。アプリケー
ション システムは、LVMミラー化された論理ボリュームに属する論理ユニットを含むディスク 
アレイに接続する必要があります。

図 A-34から A-38では、サポートされている LVMミラー構成例を示しています。各構成には独
自の動作パターンがあり、バックアップ機能と復元機能を保証するための制御機能について、要
件が異なります。

重要 LVMミラーを使用している場合、インスタント リカバリはサポートされていま
せん。



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 AA-30

図 A- 34 サポートされている LVMミラー構成 (その 1)

図 A- 35 サポートされている LVMミラー構成 (その 2)



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 A A-31

図 A- 36 サポートされている LVMミラー構成 (その 3)

図 A- 37 サポートされている LVMミラー構成 (その 4)



サポートされている構成

サポートされているスナップショットの構成

付録 AA-32

図 A- 38 クラスタでの LVMミラー構成
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追加情報

この付録の内容

付録 BB-2

この付録の内容

この付録では、バックアップ システムでのマウント ポイントの作成方法を説明します。また、
ZDBデータベースについても説明します。

この付録の構成は、以下に示すとおりです。

B-3ページの「バックアップ システムでのマウント ポイントの作成」

B-7ページの「ZDBデータベース」



追加情報

バックアップ システムでのマウント ポイントの作成

付録 B B-3

バックアップ システムでのマウント ポイントの作成

Data Protectorディスク アレイ統合ソフトウェアでは、複数のアプリケーション システムが
ディスク アレイに接続されており、1つのシステム (バックアップ システム )がこれらのアプリ
ケーションのバックアップを受け持つという構成をサポートしています。ローカル複製構成、リ
モート複製構成、またはリモート複製とローカル複製を併用した構成 (アレイがサポートする場
合 )では、ZDBを使用することができます。サポートされている構成の詳細については、付録 A
を参照してください。

それぞれのアプリケーション システムでは自身のオリジナル ストレージを使用し、そのスト
レージから複製が作成されます。テープへの ZDBまたはディスク /テープへの ZDBの場合、
ファイルシステムはバックアップ システムにマウントされます。

ファイルシステムおよび MS Exchange 2000のバックアップ

複数のアプリケーション システムを同時にバックアップするために、オリジナル ストレージの
ファイルシステムに割り当てられたマウント ポイントを、アプリケーション システムごとに変
更する必要はありません。MS Exchange 2000アプリケーションのバックアップはファイルシス
テムのバックアップとして実行されます。ファイルシステム バックアップでは、ZDBセッショ
ン中に、Data Protectorがバックアップ システム上に一意のマウントポイントを作成したり再
使用したりします。Data Protectorは次に、これらのマウント ポイントにファイルシステムを
マウントします。アレイの種類に応じたバックアップ プロセスの詳細については、『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照して
ください。



追加情報

バックアップ システムでのマウント ポイントの作成

付録 BB-4

図 B- 1 バックアップ システムでのマウント ポイントの作成 : ファイルシステムお
よび MS Exchange 2000のバックアップ

注記 上記の例は、Data Protectorのデフォルトの動作を図示しています。バックアッ
プ システムでマウント ポイントのパス名の作成方法を変更するには、.omnirc
ファイルの ZDB_PRESERVE_MOUNTPOINTS変数、ZDB_MOUNT_PATH変数、および

ZDB_MULTI_MOUNT変数を設定します。上記の変数の詳細については、『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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バックアップ システムでのマウント ポイントの作成

付録 B B-5

アプリケーションおよびディスク イメージのバックアップ

本項の説明に該当するのは、以下のバックアップに対してのみです。

• ディスク イメージ

• Oracle 8i/9i

• SAP R/3

• MS SQL Server 2000

特定の種類のディスク アレイでサポートされるアプリケーションのリストについては、『HP 
OpenView Storage Data Protector ソフトウェア リリース ノート』を参照してください。

ファイルシステム上のアプリケーション

複数のアプリケーション システムを同時にバックアップするためには、アプリケーション シス
テムごとに、オリジナル ストレージに割り当てるマウント ポイントまたはドライブ名を別々に
する必要があります。ZDBセッション中に、Data Protectorではアプリケーション システム上
にある名前と同じ名前のマウントポイントまたはドライブ名を作成します。次に、Data 
Protectorは、これらのマウント ポイントに複製内のファイルシステムをマウントします。

別々のアプリケーション システムで、マウント ポイントまたはドライブ名が同じ場合、システ
ムの同時バックアップはできません。このようなマウント ポイントまたはドライブ名に属する
オブジェクトのバックアップは、順次実行する必要があります。

ディスク イメージ上のアプリケーションおよびディスク イメージのバックアップ

アプリケーションがデータ ソースとして rawディスク イメージを使用している場合、またはア
プリケーションのないディスク イメージ バックアップを実行する場合、次の事項が適用されま
す。ZDBセッション中、Data Protectorはオリジナル ストレージの rawデバイス ファイル
(UNIXシステムの場合 )または物理ドライブ番号 (Windowsシステムの場合 )から作成された
バックアップ システム上にある複製に対して、オリジナル ストレージの rawデバイス ファイル
(UNIXシステムの場合 )または物理ドライブ番号 (Windowsシステムの場合 )を検出して使用し
ます。したがって、アプリケーション システムとバックアップ システムで、デバイス ファイル
名と物理ドライブ番号が、必ず同じであるようにしてください。

上記の制限事項があるため、このようなバックアップにはスナップショット統合ソフトウェアは
向いていません (Data Protectorのスナップショット統合ソフトウェアでは、バックアップ シス
テムへのプレゼンテーションの後、アプリケーション システム上の rawデバイス ファイルまた
は物理ドライブ番号と同じものが、バックアップ システムの複製に割り当てられるとは保証で
きません )。
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注記 HP StorageWorks Disk Array XPで BCのファースト レベル  ミラーが構成され
ちえる場合、選択されたファースト レベル ミラーが常に同じマウント ポイント
にマウントされます。

図 B- 2 バックアップ システムでのマウント ポイント作成 : アプリケーションまた
はディスク イメージのバックアップ
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ZDBデータベース

ZDBデータベースは、Cell Managerの Data Protector内部データベース (IDB)の拡張です。
ZDBデータベースには、IDBに通常格納されるバックアップ セッション情報のほか、インスタ
ント リカバリに必要な複製に関するアレイ固有の情報も格納されます。

ZDBデータベースには、Data Protectorの ZDBおよび IRをサポートしているアレイごとに、
個別のセクションがあります。

• XPDB (HP StorageWorks Disk Array XP用 )

• VADB (HP StorageWorks Virtual Array用 )

• EVADBおよび SMISDB (HP StorageWorks Enterprise Virtual Array (EVA)用 )

アレイによって処理方法が異なるため、ZDBデータベースに保存される完全な情報も、アレイ
関連のセクションごとに若干異なります。一般的には、各セクションには以下のような種類の情
報があります。

• ディスク アレイに保持されている複製の情報。これには以下の情報が含まれます。

— バックアップ セッション ID

— バックアップ セッションを実行した時間の情報

— バックアップ セッションに使用されたバックアップ仕様の名称

— バックアップ セッションで作成されたターゲット ボリュームの名称、ID、およびWWN

— ターゲット ボリュームが存在する EVAストレージ システムの名称および ID

— EVAの場合、ターゲット ボリュームの種類 (VSNAP、事前割り当てされたスナップショッ
ト、またはスナップクローン )

— バックアップ セッションに使用したソース ボリューム ID

— インスタント リカバリにターゲット ボリュームが使用できるかどうかを示す情報 (IRフラ
グ )

— ターゲット ボリュームを削除すべきかどうかを示す情報 (削除フラグ )

— バックアップ セッションに関係するアプリケーション システムおよびバックアップ シス
テムの名称

• ディスク アレイのセキュリティ関連情報
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• ディスクへの ZDB セッション中に計算された CRCチェック情報これは Data Protector HP 
StorageWorks Disk Array XPおよび HP StorageWorks Virtual Array統合ソフトウェアの
場合に該当します。

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayの場合、ディスク グループ ペアと EVAハード
ウェア構成に関する情報。

• HP StorageWorks Disk Array XPの場合、XPコマンド デバイスに関する情報。

この情報は、複製の作成時に ZDBデータベースに書き込まれ、複製の削除時にこのデータベー
スから削除されます。

ZDBデータベースに保持されるのは、バックアップ仕様で [バックアップ後も複製を保持 ]オプ

ションが選択されている ZDBセッションに関する情報のみです。このバックアップ オプション
を選択せずに、テープへの ZDBセッションを行って作成された複製は、バックアップ後にデー
タベースから削除されます。

テープへの ZDBセッション情報およびディスク /テープへの ZDBセッションに関する情報の一
部は、Data Protector内部データベース (IDB)にも保存されます。

ZDBデータベースの各セクションとその用途の詳細については、『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管理者ガイド』を参照してください。
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ACSLS
(StorageTek固有の用語 )
Automated Cartridge System Library Server 
の略語。ACS (Automated Cartridge System: 
自動カートリッジ システム ) を管理するソフ
トウェア。

Active Directory
(Windows固有の用語 )
Windowsネットワークで使用されるディレク
トリ サービス。ネットワーク上のリソースに
関する情報を格納し、ユーザーやアプリケー
ションからアクセスできるように維持します。
このディレクトリ サービスでは、サービスが
実際に稼動している物理システムの違いに関
係なく、リソースに対する名前や説明の付加、
検索、アクセス、および管理を一貫した方法
で実行できます。 

AML
(EMASS/GRAU固有の用語 )
Automated Mixed-Media library (自動混合
メディア ライブラリ ) の略。

ASRセット
フロッピー ディスク上に保存されたファイル
のコレクション。交換用ディスクの適切な再
構成 (ディスク パーティション化と論理ボ
リュームの構成 ) およびフル クライアント 
バックアップでバックアップされた元のシス
テム構成とユーザー データの自動復旧に必要
となります。
これらのファイルは、バックアップ メディア
上に保存されると共に、Cell Manager上の 
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥asrディレクトリ (Windows用 Cell 
Managerの場合 ) または
/etc/opt/omni/server/dr/asr/ディレク

トリ (UNIX用 Cell Managerの場合 ) に保存
されます。ASRアーカイブ ファイルは、障害
発生後に複数のフロッピー ディスクに展開さ
れます。32ビット版のWindows XP/.NETで

は 3枚のフロッピー ディスクに展開され、64
ビット版のWindows XP/.NETの場合は 4枚
のフロッピー ディスクに展開されます。これ
らのフロッピー ディスクは、ASRの実行時に
必要となります。

BACKINT
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バックアップ プログラムが、オープ
ン インタフェースへの呼び出しを通じて
Data Protector backintインタフェース ソフ
トウェアを呼び出し、Data Protectorソフト
ウェアと通信できるようにします。バック
アップ時および復元時には、SAP R/3 プログ
ラムが Data Protector backintインタフェー
スを通じてコマンドを発行します。

BC
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Business Continuanceの略。BCは、EMC 
Symmetrix標準デバイスのインスタント コ
ピーに対するアクセスおよび管理を可能にす
るプロセスです。
BCVも参照。

BC
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Business Copy XPの略。BCを使うと、HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEVの内部
コピーをデータ バックアップやデータ複製
などの目的で維持できます。これらのコピー 
(セカンダリ ボリュームまたは S-VOL) は、
プライマリ ボリューム (P-VOL) から分離し
て、バックアップや開発などの用途に応じた
別のシステムに接続することができます。
バックアップ目的の場合、P-VOLをアプリ
ケーション システムに接続し、S-VOLミ
ラー セットのいずれかをバックアップ シス
テムに接続する必要があります。
HP StorageWorks Disk Array XP 
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LDEV、CA、Main Control Unit、アプ
リケーション システム、およびバックアッ
プ システムも参照。

BC Process
(EMC Symmetrix固有の用語 )
保護されたストレージ環境のソリューション。
特別に構成された EMC Symmetrixデバイス
を、EMC Symmetrix標準デバイス上でデー
タを保護するために、ミラーとして、つまり
Business Continuance Volumesとして規定
します。
BCVも参照。

BCV
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Business Continuance Volumesの略。BCV
デバイスは ICDA内であらかじめ構成された
専用の SLDです。ビジネスの継続運用を可能
にするために使用されます。BCVデバイスに
は、これらのデバイスによりミラー化される
SLDのアドレスとは異なる、個別の SCSIア
ドレスが割り当てられます。BCVデバイス
は、保護を必要とする一次 EMC Symmetrix 
SLDの分割可能なミラーとして使用されま
す。
BCおよび BC Processも参照。 

BC VA
(HP StorageWorks Virtual Array固有の用
語 )
BCは Business Copyの略。Business Copy 
VAにより、HP StorageWorks Virtual 
Array LUNの内部コピーをデータ バック
アップやデータ複写の目的で同じ仮想アレイ
内に保持することができます。コピー (子ま
たは Business Copy LUN) は、バックアッ
プやデータ解析、開発など様々な目的に使用
できます。バックアップ目的で使用されると
きは、元 (親 ) の LUNはアプリケーション 
システムに接続され、Business Copy (子 ) 
LUNはバックアップ システムに接続されま

す。
HP StorageWorks Virtual Array LUN、
アプリケーション システム、およびバック
アップ システムも参照。

BRARCHIVE
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バックアップ ツールの 1つ。アーカ
イブ REDO ログ ファイルをバックアップで
きます。BRARCHIVEでは、アーカイブ プ
ロセスのすべてのログとプロファイルも保存
されます。
SAPDBA、BRBACKUPおよび
BRRESTOREも参照。

BRBACKUP
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バックアップ ツールの 1つ。制御
ファイル、個々のデータ ファイル、またはす
べてのテーブルスペースをオンラインでもオ
フラインでもバックアップできます。また、
必要に応じて、オンライン REDOログ ファ
イルをバックアップすることもできます。
SAPDBA、BRARCHIVEおよび
BRRESTOREも参照。

BRRESTORE
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3のツール。以下の種類のファイルを
復元するために使います。

• BRBACKUPで保存されたデータベース 
データ ファイル、制御ファイル、オンラ
イン REDOログ ファイル

• BRARCHIVEでアーカイブされた REDO
ログ ファイル

• BRBACKUPで保存された非データベー
ス ファイル
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ファイル、テーブル スペース、バックアップ
全体、REDOログ ファイルのログ シーケン
ス番号、またはバックアップのセッション ID
を指定することができます。
SAPDBA、BRBACKUPおよび
BRARCHIVEも参照。

BSM
Data Protector Backup Session Managerの
略。バックアップ セッションを制御します。
このプロセスは、常に Cell Managerシステ
ム上で稼動します。

CA
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Continuous Access XPの略。CAでは、
データ複製、バックアップ、および障害復
旧などの目的で HP StorageWorks Disk 
Array XP LDEVのリモート コピーを作成
および維持できます。CAを使用するには、
メイン (プライマリ ) ディスク アレイとリ
モート (セカンダリ ) ディスク アレイが必
要です。オリジナルのデータを格納し、ア
プリケーション システムに接続されている
CAプライマリ ボリューム (P-VOL) がメイ
ン ディスク アレイに格納されます。リモー
ト ディスク アレイには、バックアップ シス
テムに接続されている CAセカンダリ ボ
リューム (S-VOL) が格納されます。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有
の用語 )、Main Control UnitおよびHP 
StorageWorks Disk Array XP LDEVも
参照。

CAP
(StorageTek固有の用語 ) 
Cartridge Access Portの略。ライブラリのド
ア パネルに組み込まれたポートです。メディ
アの出し入れに使用されます。

CDB

カタログ データベース (Catalog Database) の
略。CDBは、IDBのうち、バックアップ、オ
ブジェクト コピー、復元、メディア管理セッ
ションおよびバックアップしたデータに関す
る情報を格納する部分。選択したロギング レ
ベルによっては、ファイル名とファイル バー
ジョンも格納されます。CDBは、常にセルに
対してローカルとなります。
MMDBも参照。

CDFファイル
(UNIX固有の用語 )
Context Dependent File (コンテキスト依存
ファイル ) の略。CDFファイルは、同じパス
名でグループ化された複数のファイルからな
るファイルです。通常、プロセスのコンテキ
ストに基づいて、これらのファイルのいずれ
かがシステムによって選択されます。このメ
カニズムにより、クラスタ内のすべてホスト
から同じパス名を使って、マシンに依存する
実行可能ファイル、システム データ、および
デバイス ファイルを正しく動作させることが
できます。 

Cell Manager
セル内のメイン システム。Data Protectorの
運用に不可欠なソフトウェアがインストール
され、すべてのバックアップおよび復元作業
がここから管理されます。管理タスク用の
GUIは、異なるシステムにインストールでき
ます。各セルは、1つの Cell Managerシステ
ムによって管理されます。

CMD Script for OnLine Server
(Informix固有の用語 ) 
Informix OnLine Serverの構成時に 
INFORMIXDIR内に作成される Windows 
CMD スクリプト。環境変数を OnLine 
Serverにエクスポートするコマンド一式が含
まれています。
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CMMDB
Data Protectorの CMMDB (Centralized 
Media Management Database: メディア集中
管理データベース ) は、MoMセル内で、複数
セルのMMDBをマージすることにより生成
されます。この機能を使用することで、MoM
環境内の複数のセルの間でハイエンド デバイ
スやメディアを共有することが可能になりま
す。いずれかのセルからロボティクスを使用
して、他のセルに接続されているデバイスを
制御することもできます。
CMMDB はMoM Manager上に置く必要があ
ります。MoMセルとその他の Data Protector
セルの間には、できるだけ信頼性の高いネッ
トワーク接続を用意してください。
MoMも参照。

COM+登録データベース
(Windows固有の用語 )
COM+登録データベースとWindowsレジス
トリには、COM+アプリケーションの属性、
クラスの属性、およびコンピュータ レベルの
属性が格納されます。これにより、これらの
属性間の整合性を確保でき、これらの属性を
共通の方法で操作できます。

Command View (CV) EVA
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HP StorageWorks EVAストレージ システム
を構成、管理、モニターするためのユーザー 
インタフェース。さまざまなストレージ管理
作業を行うために使用されます。たとえば、
仮想ディスクファミリの作成、ストレージ シ
ステム ハードウェアの管理、仮想ディスクの
スナップクローンやスナップショットの作成
などに使用されます。Command View EVA
ソフトウェアは HP OpenView Storage マネ
ジメント アプライアンス上で動作し、Webブ
ラウザからアクセスできます。
HP StorageWorks EVA Agent (従来のも
の ) およびHP StorageWorks EVA SMI-S 
Agentも参照。

CRS
Data Protector Cell Manager上で実行され
る、Cell Request Serverのプロセス (サービ
ス )。バックアップ セッションと復元セッ
ションを開始および制御します。このサービ
スは、Data Protectorが Cell Manager上に
インストールされるとすぐに開始されます。
CRSは、UNIX システムでは rootアカウント
で実行されます。Windowsでは、いかなるア
カウントでも実行できます。デフォルトでは、
インストール時に使用したユーザー アカウン
トで実行されます。

CSM
Data Protectorコピー セッション マネージャ
の略。このプロセスは、オブジェクト コピー 
セッションを制御し、Cell Managerシステム
上で動作します。

Data Protectorイベント ログ
イベント ログには、Data Protector関連のす
べての通知が書き込まれます。デフォルトの
送信方法では、すべての通知がイベント ログ
に送信されます。イベント ログにアクセスで
きる Data Protectorユーザーは、adminユー
ザー グループに所属しているか、または「レ
ポートと通知」のユーザー権限が付与されて
いる Data Protectorユーザーだけです。イベ
ント ログに書き込まれているイベントは、い
ずれも表示と削除が可能です。

Data Protectorユーザー アカウント
Data Protectorおよびバックアップ データに
対する無許可のアクセスを制限するために、
Data Protectorユーザーとして許可を受けた
ユーザーにしか Data Protectorを使用できな
いようになっています。Data Protector管理
者がこのアカウントを作成するときには、
ユーザー ログオン名、ユーザーのログオン元
として有効なシステム、および Data 
Protectorユーザー グループのメンバーシッ
プを指定します。ユーザーが Data Protector
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のユーザー インタフェースを起動するか、ま
たは特定のタスクを実行するときには、この
アカウントが必ずチェックされます。

Dbobject
(Informix固有の用語 )
Informixの物理的なデータベース オブジェク
ト。blobspace、dbspace、または論理ログ 
ファイルなどがそれにあたります。

DCBF
DCBF (Detail Catalog Binary Files: 詳細カタ
ログ バイナリ ファイル ) ディレクトリは、
IDBの一部です。IDBの約 80%を占める
ファイル バージョンと属性に関する情報を格
納します。デフォルトでは、DCBFは 1つの
DCディレクトリからなり、その最大サイズ
は 2GBです。新たに DCディレクトリを作成
して追加することもできます。

DCディレクトリ
詳細カタログ (DC) ディレクトリは、詳細カタ
ログ バイナリ ファイル (DCBF) で構成されて
おり、そのファイルの中にはファイル バー
ジョンについての情報が保管されています。
これは、IDBの DCBF部分を表し、IDB全体
の約 80%の容量を占めます。デフォルトの
DCディレクトリは、dcbfディレクトリと呼
ばれ、<Data_Protector_home>¥db40ディ

レクトリ (Windows用 Cell Managerの場合 ) 
または /var/opt/omni/server/db40ディレ

クトリ (UNIX用 Cell Managerの場合 ) に配
置されています。他の DCディレクトリを作
成して、適切な場所に置くことができます。1
つのセルでサポートされる DCディレクトリ
は 10個までです。DCディレクトリのデフォ
ルト最大サイズは 2GBです。

DHCPサーバ

Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) を通じて、IP アドレスおよび関連情
報の動的構成機能を提供するシステム。

Disk Agent
クライアントのバックアップと復元を実行す
るためにクライアント システム上にインス
トールする必要があるコンポーネントの 1つ。
Disk Agentは、ディスクに対するデータの読
み書きを制御します。バックアップ セッショ
ン中には、Disk Agentがディスクからデータ
を読み取って、Media Agentに送信してデー
タをデバイスに移動させます。復元セッショ
ン中には、Disk Agentが Media Agentから
データを受信して、ディスクに書き込みます。 

Disk Agentの同時処理数
1つの Media Agentに対して同時にデータを
送信できる Disk Agentの数。 

DMZ
DMZ (Demilitarized Zone) は、企業のプライ
ベート ネットワーク (イントラネット ) と外
部のパブリック ネットワーク (インターネッ
ト ) の間に「中立地帯」として挿入された
ネットワークです。DMZにより、外部のユー
ザーが企業のイントラネット内のサーバに直
接アクセスすることを防ぐことができます。 

DNSサーバ
DNSクライアント サーバ モデルでは、DNS
サーバにインターネット全体で名前解決を行
うのに必要な DNSデータベースに含まれて
いる情報の一部を保持します。DNSサーバ
は、このデータベースを使用して名前解決を
要求するクライアントに対してコンピュータ
名を提供します。

DRイメージ
一時障害復旧オペレーティング システム (DR 
OS) のインストールおよび構成に必要なデー
タ。
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DR OS
障害復旧オペレーティング システムとは、障
害復旧を実行するためのオペレーティング シ
ステム環境です。Data Protectorに対して基
本的な実行時環境 (ディスク、ネットワーク、
テープ、およびファイルシステムへのアクセ
ス ) を提供します。Data Protector障害復旧
を実行する前に、DR OSをインストールおよ
び構成しておく必要があります。DR OSは、
Data Protector障害復旧プロセスのホストと
して機能するだけでなく、復元後のシステム
の一部にもなります。その場合、DR OS の構
成データは元の構成データに置き換わります。

EMC Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Symmetrix Agent (SYMA) を参照。

EMC Symmetrix Application Programming 
Interface (SYMAPI)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Symmetrix Application Programming 
Interface (SYMAPI) を参照。

EMC Symmetrix CLI Database File
(EMC Symmetrix固有の用語 )
 Symmetrix CLI Database Fileを参照。

EMC Symmetrix Command-Line Interface 
(SYMCLI)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Symmetrix Command-Line Interface 
(SYMCLI) を参照。

FCブリッジ
Fibre Channelブリッジを参照。

Fibre Channel
Fibre Channelは、高速のコンピュータ相互
接続に関する ANSI標準です。光ケーブルま
たは銅線ケーブルを使って、大容量データ 
ファイルを高速で双方向送信でき、数 km離

れたサイト間を接続できます。
Fibre Channelは、ノード間を 3種類の物理
トポロジー (ポイント トゥ ポイント、ルー
プ、スイッチ式 ) で接続できます。

Fibre Channelブリッジ
Fibre Channelブリッジ (マルチプレクサ ) 
は、RAIDアレイ、ソリッド ステート ディス
ク (SSD)、テープ ライブラリなどの既存のパ
ラレル SCSIデバイスを Fibre Channel環境
に移行できるようにします。ブリッジ (マル
チプレクサ ) の片側には Fibre Channelイン
タフェースがあり、その反対側にはパラレル
SCSIポートがあります。このブリッジ (マル
チプレクサ ) を通じて、SCSIパケットを
Fibre Channelとパラレル SCSIデバイスの
間で移動することができます。

fnames.dat
IDBの fnames.dat ファイルには、バック
アップしたファイルの名前に関する情報が格
納されます。一般に、ファイル名が保存され
ている場合、それらのファイルは IDBの 20%
を占めます。

GUI
Data Protectorには、各種プラットフォーム 
(HP-UX、Solaris、Windows) に対応したグ
ラフィカル ユーザー インタフェース (GUI) が
用意されており、すべての構成タスク、管理
タスクおよび処理タスクに容易にアクセスで
きます。

Holidaysファイル
休日に関する情報を格納するファイル。この
ファイルを通じて、休日の設定を変更できま
す。Holidaysファイルのパスは、
/etc/opt/omni/server/Holidays (UNIX
用 Cell Managerの場合 ) または
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥holidays (Windows用 Cell Managerの場
合 ) です。
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HP ITO
OVOを参照。

HP OpC
OVOを参照。

HP OpenView SMART Plug-In (SPI)
ドメイン監視機能を強化する完全に統合され
たソリューションで、HP OpenView 
Operations に追加するだけですぐに使えま
す。HP OpenView SMART Plug-In として実
装される Data Protector用統合ソフトウェア
を使用して、ユーザーは HP OpenView 
Operations (OVO) の拡張機能として任意の数
の Data Protector Cell Managerを監視でき
ます。

HP OVO
OVOを参照。

HP StorageWorks Disk Array XP LDEV
HP StorageWorks Disk Array XPの物理ディ
スクの論理パーティション。LDEVは、
Continuous Access XP (CA) 構成および
Business Copy XP (BC) 構成で複製すること
ができるエンティティで、スタンドアロンの
エンティティとしても使用できます。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の
用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array 
XP 固有の用語 )、および複製も参照。

HP StorageWorks EVA Agent (従来のもの )
Data Protectorのソフトウェア モジュール。 
Command View (CV) EVAソフトウェア v3.1
以前と、EVA VCSファームウェア v3.01x以
前がインストールされた HP StorageWorks 
EVA上で稼動する HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array統合ソフトウェア
に必要なすべてのタスクを実行します。
Command View (CV) EVAおよびHP 
StorageWorks EVA SMI-S Agentも参照。

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
Data Protectorのソフトウェア モジュール。 
Command View (CV) EVAソフトウェアの
v3.2以降がインストールされた HP 
StorageWorks EVA上で稼動する HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array統合
ソフトウェアに必要なタスクをすべて実行し
ます。EVA SMI-S Agentを使用すると、受信
した要求と CV EVA間のやり取りを制御する
HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイダを
通じてアレイを制御できます。
Command View (CV) EVA、HP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイダ、お
よびHP StorageWorks EVA Agent (従来
のもの ) も参照。

HP StorageWorks SMI-S EVAプロバイダ
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
を制御するために使用されるインタフェース。
SMI-S EVAプロバイダは HP OpenView スト
レージ マネジメント アプライアンス システ
ム上で個別のサービスとして動作し、受信し
た要求と Command View EVA間のゲート
ウェイとして機能します。Data Protector HP 
StorageWorks EVA用統合ソフトウェアでは、
SMI-S EVAプロバイダは EVA SMI-S Agent
から標準化された要求を受け入れ、
Command View EVAとやり取りして情報ま
たは方法を呼び出し、標準化された応答を返
します。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agentおよ
び Command View (CV) EVAも参照。

HP StorageWorks Virtual Array LUN
HP StorageWorks Virtual Array内の物理
ディスクの論理パーティション。LUNは HP 
StorageWorks Business Copy VA 構成で複製
することができるエンティティで、スタンド
アロンのエンティティとしても使用できます。
BC VA および複製も参照。
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HP VPO
OVOを参照。

ICDA
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC's Symmetrixの統合キャッシュ ディス
ク アレイ (ICDA) は、複数の物理ディスク、
複数の FWD SCSIチャネル、内部キャッシュ 
メモリ、およびマイクロコードと呼ばれる制
御 /診断ソフトウェアを備えたディスク アレ
イ デバイスです。

IDB
Data Protector内部データベースは、Cell 
Manager上に維持される埋込み型データベー
スです。どのデータがどのメディアにバック
アップされるか、バックアップ セッションと
復元セッションがどのように実行されるか、
さらに、どのデバイスとライブラリが構成さ
れているかについての情報が格納されます。

Inet
Data Protectorセル内の各 UNIXシステムま
たはWindowsシステム上で動作するプロセ
ス。このプロセスは、セル内のシステム間の
通信と、バックアップおよび復元に必要なそ
の他のプロセスの起動を受け持ちます。シス
テムに Data Protectorをインストールする
と、Inetサービスが即座に起動されます。
Inet プロセスは、inetd デーモンにより開始
されます。

Internet Information Server (IIS)
(Windows固有の用語 )
Microsoft Internet Information Serverは、
ネットワーク用ファイル /アプリケーション 
サーバで、複数のプロトコルをサポートして
います。IISでは、主に、HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) により HTML 
(Hypertext Markup Language) ページとして
情報が転送されます。

IPアドレス
IP (インターネット プロトコル ) アドレスは、
ネットワーク上のシステムを一意に識別する
アドレスで、数字で表されます。IP アドレス
は、ピリオド (ドット ) で区切られた 4組の
数字からなります。

ISQL
(Sybase固有の用語 )
Sybaseのユーティリティの 1つ。 Sybase 
SQL Serverに対してシステム管理作業を実行
できます。

ITO
OVOを参照。

LBO
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Logical Backup Object (論理バックアップ オ
ブジェクト ) の略。LBOは、EMC 
Symmetrix/Fastrax環境内で保存 /取得され
るデータ オブジェクトです。LBOは EMC 
Symmetrixによって 1つのエンティティとし
て保存 /取得され、部分的には復元できませ
ん。

LISTENER.ORA
(Oracle固有の用語 )
Oracleの構成ファイルの 1つ。サーバ上の 1
つまたは複数の TNS リスナを定義します。

log_fullシェル スクリプト
(Informix UNIX固有の用語 )
ON-Barに用意されているスクリプトの 1つ。
OnLine Serverが log-full イベント警告を発
行したときに論理ログ ファイルのバックアッ
プを開始できます。Informixの
ALARMPROGRAM構成パラメータは、デ
フォルトで、
<INFORMIXDIR>/etc/log_full.shに設定さ

れます。ここで、<INFORMIXDIR>は、

OnLine Serverホーム ディレクトリです。論
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理ログ ファイルを継続的にバックアップした
くない場合は、ALARMPROGRAM構成パラ
メータを <INFORMIXDIR>/etc/no_log.shに

設定してください。

Lotus C API
(Lotus Domino Server固有の用語 )
Lotus Domino Serverと Data Protectorなど
のバックアップ ソリューションの間でバック
アップ情報および復元情報を交換するための
インタフェース。

LVM
LVM (Logical Volume Manager: 論理ボ
リューム マネージャ ) は、HP-UXシステム上
で物理ディスク スペースを構造化し、論理ボ
リュームにマッピングするためのサブシステ
ムです。LVMシステムは、複数のボリューム 
グループで構成されます。各ボリューム グ
ループには、複数のボリュームが含まれます。

Main Control Unit (MCU)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Continuous Access構成用のプライマリ ボ
リュームを含み、マスター デバイスとして
の役割を果たす HP StorageWorks XPディ
スク アレイ。
BC(HP StorageWorks Disk Array XP固有
の用語 )、CA (HP StorageWorks Disk 
Array XP固有の用語 ) およびHP 
StorageWorks Disk Array XP LDEVも
参照。 

Manager-of-Managers (MoM)
エンタープライズ Cell Managerを参照。

MAPI
(MS Exchange固有の用語 )
MAPI (Messaging Application Programming 
Interface) は、アプリケーションおよびメッ

セージング クライアントがメッセージング シ
ステムおよび情報システムと対話するための
プログラミング インタフェースです。

Media Agent
デバイスに対する読み込み /書き込みを制御
するプロセス。制御対象のデバイスはテープ
などのメディアに対して読み込み /書き込み
を行います。バックアップ セッション中、
Media Agentは Disk Agentからデータを受
信し、デバイスに送信します。データを受信
したデバイスはメディアに書き込みます。
Media Agentは、ライブラリのロボティクス
制御も管理します。

MFS
Migrating Filesystemの略。MFSは、
HP-UX 11.00において、移行能力を持つ標準
的な JFSファイルシステムを実現します。
MFSは、標準ファイルシステム インタ
フェース (DMAPI) 経由でアクセスでき、通常
の HP-UX ファイルシステムと同様にディレ
クトリにマウントされます。MFSでは、スー
パーブロック、iノード情報、および
"拡張属性 "情報のみがハードディスク上に永
続的に保持され、これらが移動されることは
ありません。
VBFSも参照。 

Microsoft Exchange Server
多様な通信システムへの透過的接続を提供す
るクライアント /サーバ型のメッセージング /
ワークグループ システム。電子メール システ
ムの他、個人とグループのスケジュール、オ
ンライン フォーム、ワークフロー自動化ツー
ルなどをユーザーに提供します。また、開発
者に対しては、情報共有およびメッセージン
グ サービス用のカスタム アプリケーション開
発プラットフォームを提供します。
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Microsoft SQL Server 7.0/2000
分散型クライアント /サーバ コンピューティ
ングのニーズを満たすように設計されたデー
タベース管理システム。

Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS)
VSS対応アプリケーションのバックアップと
復元をそのアプリケーションの機能に関係な
く統合管理する統一通信インタフェースを提
供するソフトウェア サービスです。このサー
ビスは、バックアップ アプリケーション、ラ
イター、シャドウ コピー プロバイダ、および
オペレーティング システム カーネルと連携し
て、ボリューム シャドウ コピーおよびシャド
ウ コピー セットの管理を実現します。
シャドウ コピー、シャドウ コピー プロバイ
ダ、ライターも参照。

Microsoft管理コンソール (MMC)
(Windows固有の用語 ) 
Windows環境における管理モデル。シンプル
で一貫した統合型管理ユーザー インタフェー
スを提供します。同じ GUIを通じて、さまざ
まなMMC対応アプリケーションを管理でき
ます。 

MMD
Media Management Daemon (メディア管理
デーモン )の略。MMDプロセス (サービス ) 
は、Data Protector Cell Manager上で稼動
し、メディア管理操作およびデバイス操作を
制御します。このプロセスは、Data 
Protectorを Cell Managerにインストールし
たときに開始されます。

MMDB
Media Management Database (メディア管理
データベース ) の略。MMDBは、IDBの一部
です。セル内で構成されているメディア、メ
ディア プール、デバイス、ライブラリ、ライ
ブラリ デバイス、スロットに関する情報と、

バックアップに使用されている Data 
Protectorメディアに関する情報を格納しま
す。エンタープライズ バックアップ環境で
は、データベースをすべてのセル間で共有で
きます。
CMMDBおよび CDBも参照。 

MoM
複数のセルをグループ化して、1つのセルか
ら集中管理することができます。集中管理用
のセルが MoM (Manager-of-Managers) です。
MoMを通じて、複数のセルを一元的に構成お
よび管理できます。

MSM
Media Session Manager (メディア セッ
ション マネージャ ) の略。MSMは、Cell 
Manager上で稼動し、メディア セッション 
(メディアのコピーなど ) を制御します。

MU番号
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
MU番号は、Mirror Unit Number (ミラー 
ユニット番号 ) の略語。ファースト レベル 
ミラーを示すために使う整数 (0、1または 2) 
です。
ファースト レベル ミラーも参照。

obdrindex.dat
IDBバックアップおよびバックアップ用のメ
ディアとデバイスに関する情報を格納する
IDBファイルです。この情報を使うと、IDB
の復旧を大幅に効率化できます。ファイルを
IDBトランザクション ログとともに、ほかの
IDBディレクトリから別の物理ディスク上に
移し、さらに、そのファイルのコピーを作成
し、適切な場所に保存します。
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OBDR対応デバイス
ブート可能ディスクを装填した CD-ROMド
ライブをエミュレートできるデバイス。バッ
クアップ デバイスとしてだけでなく、障害復
旧用のブート デバイスとしても使用可能で
す。

OmniStorage
透過的な移行を可能にするソフトウェア。使
用頻度の高いデータをハード ディスク上に残
したまま使用頻度の低いデータを光磁気ライ
ブラリに移動します。HP OmniStorageは、
HP-UX システム上で動作します。

ON-Bar
(Informix固有の用語 )
OnLine Serverのためのバックアップと復元
のシステム。ON-Barにより、OnLine Server
データのコピーを作成し、後でそのデータを
復元することが可能になります。ON-Barの
バックアップと復元のシステムには、以下の
コンポーネントが含まれます。

• onbarユーティリティ
• バックアップ ソリューションとしての

Data Protector
• XBSAインタフェース
• ON-Barカタログ テーブル。これは、

dbobjectをバックアップし、複数のバッ
クアップを通して dbobjectのインスタン
スをトラッキングするために使われます。

onbarユーティリティ
(Informix固有の用語 )
Informix ユーティリティの 1つ。バックアッ
プ要求および復元要求を OnLine Serverとの
間でやり取りします。このユーティリティで
は、XBSAを使用して制御データを交換し、
Data Protectorと連携してデータのバック
アップと復元を行います。

ONCONFIG

(Informix固有の用語 )
アクティブな ONCONFIG構成ファイルの名
前を指定する環境変数。ONCONFIG環境変
数が存在しない場合、OnLineが 
<INFORMIXDIR>¥etc¥onconfig (HP-UXの
場合 )、または
<INFORMIXDIR>/etc/onconfig (Windowsの
場合 ) のファイルにある構成値を使います。

OnLine Server
(Informix固有の用語 )
INFORMIX-OnLine Dynamic Serverを指し
ます。

OpC
OVOを参照。

ORACLE_SID
(Oracle固有の用語 )
Oracle Serverインスタンスの一意な名前。別
の Oracle Serverに切り替えるには、目的の
<ORACLE_SID>を指定します。<ORACLE_SID>

は、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子

の CONNECT DATA部分と LISTENER.ORA

ファイル内の TNSリスナの定義に含まれてい
ます。

Oracleインスタンス
(Oracle固有の用語 )
1つまたは複数のシステムにインストールさ
れた個々の Oracleデータベース。1つのコン
ピュータ システム上で、複数のデータベース 
インスタンスを同時に稼動させることができ
ます。

Oracleターゲット データベースへのログイン
情報
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。
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• <user_name>は、Oracle Serverおよび
その他のユーザーに対して公開される
ユーザー名です。ユーザー名には必ずパ
スワードが関連付けられます。各ユー
ザーが Oracleターゲット データベースに
接続するには、ユーザー名とパスワード
の両方を入力しなければなりません。こ
こでは、Oracleの SYSDBA権限または
SYSOPER権限が付与されているユー
ザーを指定する必要があります。

• <password>は、所有者だけが知っている

データ セキュリティ用の文字列です。パ
スワードは、オペレーティング システム
またはソフトウェア アプリケーションへ
の接続時に入力します。パスワードは、
Oracle パスワード ファイル (orapwd) に
指定されているパスワードに一致する必
要があります。これは、データベース管
理を行うユーザーの認証に使用される
ファイルです。

• <service>は、ターゲット データベース
の SQL*Net サーバ プロセスを識別する
名前です。

OVO
HP ネットワーク内の多数のシステムとアプ
リケーションの運用管理を強力な機能でサ
ポートする OpenView Operations for Unix
の略称。Data Protectorには、この管理製品
を使用するための統合ソフトウェアが用意さ
れています。この統合ソフトウェアは、
HP-UXおよび Solaris上の OVO管理サーバ
用の SMART Plug-Inとして実装されていま
す。以前のバージョンの OVOは、
IT/Operation、Operations Center、および
Vantage Point Operationsと呼ばれていまし
た。
マージも参照。 

P1Sファイル

P1Sファイルには、システムにインストール
されているすべてのディスクを高度な自動障
害復旧 (EADR) 中にどのようにフォーマット
するかに関する情報が格納されます。この
ファイルはフル バックアップ中に作成され、
バックアップ メディアと Cell Managerに
recovery.p1sというファイル名で保存されま
す。保存場所は、
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥p1sディレクトリ (Windows用 Cell 
Managerの場合 ) または
/etc/opt/omni/server/dr/p1sディレクト

リ (UNIX用 Cell Managerの場合 ) です。

RAID
Redundant Array of Inexpensive Disksの略。

RAID Manager XP 
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
RAID Manager XPアプリケーションには、
CAアプリケーションおよび BCアプリケー
ションのステータスを報告 /制御するコマン
ドが豊富に用意されています。これらのコマ
ンドは、RAID Managerインスタンスを通
じて、StorageWorks Disk Array XP Disk 
Control Unitと通信します。このインスタン
スは、コマンドを一連の低レベル SCSIコマ
ンドに変換します。

RAID Manager ライブラリ
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Solarisシステム上の Data Protectorでは、
RAID Manager ライブラリを内部的に使用
して、HP StorageWorks Disk Array XPの
構成データ、ステータス データ、およびパ
フォーマンス データにアクセスします。さ
らに、一連の低レベル SCSI コマンドに変換
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される関数呼び出しを通じて、
StorageWorks Disk Array XPの主要な機能
にアクセスします。

rawディスクのバックアップ
ディスク イメージのバックアップを参照。

RCU
(HP StorageWorks固有の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、CA構成の
中でMCU (Main Contol Unit) のスレーブと
しての役割を果たします。双方向の構成の中
では、RCUはMCUとしての役割を果たしま
す。

RDBMS
Relational Database Management System 
(リレーショナル データベース管理システ
ム ) の略。

RDF1/RDF2
(EMC Symmetrix固有の用語 )
SRDF デバイス グループの一種。RDF グ
ループには RDF デバイスだけを割り当てるこ
とができます。RDF1 グループ タイプには
ソース デバイス (R1) が格納され、RDF2 グ
ループ タイプにはターゲット デバイス (R2) 
が格納されます。

RDS
Raima Database Serverの略。RDS (サービ
ス ) は、Data Protectorの Cell Manager上で
稼動し、IDBを管理します。このプロセスは、
Data Protectorを Cell Managerにインス
トールしたときに開始されます。

RecoveryInfo
Windows 構成ファイルのバックアップ時、
Data Protectorは、現在のシステム構成に関
する情報 (ディスク レイアウト、ボリューム、

およびネットワークの構成に関する情報 ) を
収集します。この情報は、障害復旧時に必要
になります。

Recovery Manager (RMAN)
(Oracle固有の用語 )
Oracleコマンド行インタフェース。これによ
り、Oracle Serverプロセスに接続されている
データベースをバックアップ、復元、および
復旧するための指示が Oracle Serverプロセ
スに出されます。RMANでは、バックアップ
についての情報を格納するために、リカバリ 
カタログまたは制御ファイルのいずれかが使
用されます。この情報は、後の復元セッショ
ンで使うことができます。

REDO ログ
(Oracle固有の用語 )
各 Oracleデータベースには、複数の REDO 
ログ ファイルがあります。データベース用の 
REDO ログ ファイルのセットをデータベース
の REDO ログと呼びます。Oracleでは、
REDO ログを使ってデータに対するすべての
変更を記録します。

Remote Control Unit
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Remote Control Unit (RCU) は、CA構成の
中でMCU (Main Contol Unit) のスレーブと
しての役割を果たします。双方向の構成の中
では、RCUはMCUとしての役割を果たし
ます。

RMAN
(Oracle固有の用語 )
Recovery Managerを参照。
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RSM
Data Protector Restore Session Managerの
略。復元セッションを制御します。このプロ
セスは、常に Cell Managerシステム上で稼
動します。

RSM
(Windows固有の用語 )
Removable Storage Managerの略。RSMは、
アプリケーション、ロボティクス チェン
ジャ、およびメディア ライブラリの間の通信
を効率化するメディア管理サービスを提供し
ます。これにより、複数のアプリケーション
がローカル ロボティクス メディア ライブラ
リとテープまたはディスク ドライブを共有で
き、リムーバブル メディアを管理できます。

SAPDBA
(SAP R/3固有の用語 )
BRBACKUPツール、BRARCHIVEツール、
BRRESTOREツールを統合した SAP R/3
ユーザー インタフェース。

SIBF
サーバレス統合バイナリ ファイル (SIBF) は、
IDBのうち、NDMPの rawメタデータが格
納される部分です。これらのデータは、
NDMP オブジェクトの復元に必要です。

SMB
スプリット ミラー バックアップを参照。

SMBF
セッション メッセージ バイナリ ファイル 
(SMBF) は、IDBのうち、バックアップ セッ
ション中および復元セッション中に生成され
たセッション メッセージが格納される部分で
す。セッションごとに 1つのバイナリ ファイ
ルが作成されます。バイナリ ファイルは、年
と月に基づいて分類されます。

sqlhostsファイル

(Informix固有の用語 )
Informixの接続情報ファイル。各データベー
ス サーバの名前の他、ホスト コンピュータ上
のクライアントが接続できるエイリアスが格
納されます。

SRDファイル
SRD (System Recovery Data: システム復旧
データ ) ファイルには、障害発生時にオペ
レーティング システムをインストールおよび
構成するために必要なシステム情報が含まれ
ています。SRDファイルは ASCIIファイル
で、CONFIGURATIONバックアップが
Windowsクライアント上で実行され Cell 
Managerに保存される時に生成されます。

SRDF
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC Symmetrix Remote Data Facilityの略。
SRDFは、異なる位置にある複数の処理環境
の間での効率的なリアルタイム データ複製を
実現する Business Continuationプロセスで
す。同じルート コンピュータ環境内だけでは
なく、互いに遠距離にある環境も対象となり
ます。

SSE Agent
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 ) 
スプリット ミラー バックアップの統合に必
要なタスクをすべて実行する Data Protector
ソフトウェア モジュール。RAID Manager 
XPユーティリティ (HP-UXシステムおよび
Windowsシステムの場合 ) または RAID 
Manager ライブラリ (Solarisシステムの場
合 ) を使い、HP StorageWorks Disk Array 
XPの保管システムと通信します。
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sst.confファイル
/usr/kernel/drv/sst.confファイルは、マ

ルチドライブ ライブラリ デバイスが接続され
ている Data Protector Sun Solarisクライア
ントのそれぞれにインストールされていなけ
ればならないファイルです。このファイルに
は、クライアントに接続されている各ライブ
ラリ デバイスのロボット機構の SCSIアドレ
ス エントリが記述されてなければなりませ
ん。

st.confファイル
/kernel/drv/st.conf ファイルは、バック
アップ デバイスが接続されている Data 
Protector Solarisクライアントのそれぞれに
インストールされていなければならないファ
イルです。このファイルには、クライアント
に接続されている各バックアップ ドライブの
デバイス情報と SCSIアドレスが記述されて
いなければなりません。シングルドライブ デ
バイスについては単一の SCSIエントリが必
要で、マルチドライブ ライブラリ デバイスに
ついては複数の SCSIエントリが必要です。

StorageTek ACSライブラリ
(StorageTek固有の用語 )
ACS (Automated Cartridge System) は、1つ
のライブラリ管理ユニット (LMU) と、このユ
ニットに接続された 1～ 24個のライブラリ記
憶域モジュール (LSM) からなるライブラリ シ
ステム (サイロ ) です。

Sybase Backup Server API
(Sybase固有の用語 )
Sybase SQL Serverと Data Protectorなどの
バックアップ ソリューションの間でのバック
アップ情報および復旧情報交換用に開発され
た業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server

(Sybase固有の用語 )
Sybaseのクライアント /サーバ アーキテク
チャにおけるサーバ。Sybase SQL Serverは、
複数のデータベースと複数のユーザーを管理
し、ディスク上のデータの実位置を追跡しま
す。さらに、物理データ ストレージ域に対す
る論理データ記述のマッピングを維持し、メ
モリ内のデータ キャッシュとプロシージャ 
キャッシュを維持します。

Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC Symmetrix 環境でのバックアップ操作
と復元操作を可能にする Data Protectorソフ
トウェア モジュール。

Symmetrix Application Programming 
Interface (SYMAPI) 
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Data Protectorクライアントに接続された
EMC Symmetrixユニットとのインタフェー
スとして使用できる、リンク可能な関数のラ
イブラリ。EMCによって提供されます。

Symmetrix CLIデータベース ファイル
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC Symmetrix ICDAが構成されており
SYMCLIがインストールされている各システ
ム上の EMC Symmetrix構成データを格納す
る EMC Symmetrixデータベース ファイル。

Symmetrix Command-Line Interface 
(SYMCLI) 
(EMC Symmetrix固有の用語 )
特殊な低レベル SCSIコマンドで Symmetrix
ユニットからデータを取得するアプリケー
ション。EMC Symmetrix Application 
Programming Interface (SYMAPI) を使用し
ています。SYMCLIでは、オープン システム
環境で動作しているクライアント上でコマン
ドを実行することで、クライアントに接続さ
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れている EMC Symmetrixユニットから構
成、ステータスおよびパフォーマンスに関す
るデータを取得できます。

System Backup to Tape
(Oracle固有の用語 )
Oracleがバックアップ要求または復元要求を
発行したときに正しいバックアップ デバイス
をロード、ラベリング、およびアンロードす
るために必要なアクションを処理する Oracle 
インタフェース。

SysVol
(Windows固有の用語 )
ドメインのパブリック ファイルのサーバ コ
ピーを保存する共有ディレクトリで、ドメイ
ン内のすべてのドメイン コントローラ間で複
製されます。 

TimeFinder
(EMC Symmetrix固有の用語 )
単一または複数の EMC Symmetrix 論理デバ
イス (SLD) のインスタント コピーを作成する
Business Continuationプロセス。インスタ
ント コピーは、BCVと呼ばれる専用の事前構
成 SLD上に作成され、システムに対する別個
のプロセスを経由してアクセスできます。

TLU
Tape Library Unit (テープ ライブラリ ユ
ニット ) の略。

TNSNAMES.ORA
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
サービス名にマッピングされた接続記述子を
格納するネットワーク構成ファイル。この
ファイルは、1か所で集中的に管理してすべ
てのクライアントで使用することも、また、
ローカルに管理して各クライアントで個別に
使用することもできます。

TSANDS.CFG ファイル

(Novell NetWare固有の用語 )
バックアップを開始するコンテナの名前を指
定するファイル。このファイルはテキスト 
ファイルで、TSANDS.NLMがロードされる

サーバの SYS:SYSTEM¥TSAディレクトリにあ

ります。

VBFS
(OmniStorage固有の用語 )
VBFS (Very Big File System) とは、HP-UX 
9.x上の標準 HP-UXファイルシステムに対す
る拡張部分を指します。VBFSは、通常の
HP-UXファイルシステムと同様にディレクト
リにマウントされます。VBFSでは、スー
パーブロック、iノード情報、および "拡張属
性 "情報のみがハードディスク上に永続的に
保持され、これらが移動されることはありま
せん。
MFSも参照。

Virtual Controller Software (VCS)
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HSVコントローラを介した Command View 
EVAとの通信など、記憶システムの処理すべ
てを管理するファームウェア。
Command View (CV) EVAも参照。

VOLSER
(ADICおよび STK固有の用語 )
ボリューム シリアル (VOLume SERial) 番号
は、メディア上のラベルで、大容量ライブラ
リ内の物理テープの識別に使用されます。
VOLSERは、ADIC/GRAUデバイスおよび
StorageTekデバイス固有の命名規則です。

Volume Shadow Copyサービス
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VPO
OVOを参照。
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VSS
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VxFS
Veritas Journal Filesystemの略。

VxVM (Veritas Volume Manager)
Veritas Volume Managerは、Solarisプラッ
トフォーム上でディスク スペースを管理する
ためのシステムです。VxVMシステムは、論
理ディスク グループに編成された 1つまたは
複数の物理ボリュームの任意のグループから
なります。

Wake ONLAN
節電モードで動作しているシステムを同じ
LAN上の他のシステムからのリモート操作に
より電源投入するためのサポート。

Webレポート
Data Protectorの機能の 1つ。バックアップ 
ステータスと Data Protector構成に関するレ
ポートを Web インタフェース経由で表示でき
ます。

Windows CONFIGURATIONバックアップ
Data Protectorでは、Windows 
CONFIGURATION (構成データ ) をバック
アップできます。Windowsレジストリ、
ユーザー プロファイル、イベント ログ、
WINSサーバ データおよび DHCPサーバ 
データ (システム上で構成されている場合 ) 
を 1回の操作でバックアップできます。 

Windowsレジストリ 
オペレーティング システムやインストールさ
れたアプリケーションの構成情報を保存する
ため、Windowsにより使用される集中化され
たデータベース。

WINSサーバ

Windowsネットワークのコンピュータ名を
IPアドレスに解決するWindows インター
ネット ネーム サービス ソフトウェアを実行
しているシステム。Data Protectorでは、
WINS サーバ データをWindowsの構成デー
タの一部としてバックアップできます。

XBSAインタフェース
(Informix固有の用語 )
onbar ユーティリティと Data Protectorの間
の相互通信には、X/Open Backup 
Specification Services Programmer's 
Interface (XBSA) が使用されます。

XCopyエンジン
(ダイレクト バックアップ固有の用語 )
SCSI-3のコピー コマンド。SCSIソース アド
レスを持つストレージ デバイスから SCSI宛
先アドレスを持つバックアップ デバイスに
データをコピーし、ダイレクト バックアップ
を可能にします。XCopyでは、ソース デバイ
スからデータをブロック (ディスクの場合 ) ま
たはストリーム (テープの場合 ) として宛先デ
バイスにコピーします。これにより、データ
をストレージ デバイスから読み込んで宛先デ
バイスに書き込むまでの一連の処理が、制御
サーバをバイパスして行われます。
ダイレクト バックアップも参照。

ZDB
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) を参
照。

ZDBデータベース
(ZDB固有の用語 )
ソース ボリューム、複製およびセキュリティ
情報などの ZDB関連情報を格納する IDBの
一部。ZDBデータベースは ZDB、インスタ
ント リカバリ、スプリット ミラー復元に使用
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されます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) も参
照。

アーカイブ ロギング
(Lotus Domino Server固有の用語 )
Lotus Domino Serverのデータベース モード
の 1つ。トランザクション ログ ファイルが
バックアップされて始めて上書きされるモー
ドです。

アーカイブ REDOログ
(Oracle固有の用語 )
オフライン REDOログとも呼ばれます。
Oracleデータベースが ARCHIVELOGモー
ドで動作している場合、各オンライン REDO
ログが最大サイズまで書き込まれると、1つ
または複数のアーカイブ先にコピーされます。
このコピーをアーカイブ REDOログと呼びま
す。各データベースに対してアーカイブ
REDOログを作成するかどうかを指定するに
は、以下の 2つのモードのいずれかを指定し
ます。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオンライ
ン REDOログ ファイルは、再利用される
前にアーカイブされます。そのため、イ
ンスタンスやディスクにエラーが発生し
た場合に、データベースを復旧すること
ができます。
"ホット "バックアップを実行できるの
は、データベースがこのモードで稼動し
ているときだけです。

• NOARCHIVELOG - オンライン REDO
ログ ファイルは、満杯になってもアーカ
イブされません。

オンライン REDOログも参照。

アクセス権
ユーザー権限を参照。

アプリケーション エージェント
クライアント上でオンライン データベース統
合ソフトウェアを復元およびバックアップす
るために必要なコンポーネント。
Disk Agentも参照。

アプリケーション システム
(ZDB固有の用語 )
このシステム上でアプリケーションやデータ
ベースが実行されます。アプリケーションま
たはデータベース データは、ソース ボリュー
ム上に格納されています。
バックアップ システムおよびソース ボリュー
ムも参照。

イベント ログ
Windows上で発生したすべてのイベント 
(サービスの停止 /開始やユーザーのログオ
ン /ログオフなど ) が記録されるファイル。
Data Protectorでは、Windows構成データ 
バックアップの一部としてWindowsイベン
ト ログをバックアップできます。

インスタント リカバリ
(ZDB固有の用語 )
ディスクへの ZDBセッションまたはディス
ク /テープへの ZDB セッションで作成された
複製を使用して、ソース ボリュームの内容を
複製が作成された時点の状態に復元するプロ
セスです。これにより、テープからの復元を
行う必要がなくなります。関連するアプリ
ケーションやデータベースによってはインス
タント リカバリだけで十分な場合もあれば、
完全に復旧するためにトランザクション ログ 
ファイルを適用するなどその他にも手順が必
要な場合もあります。
複製、ゼロ ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、ディスクへの ZDB、およびディス
ク /テープへの ZDBも参照。
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インストール サーバ
特定のアーキテクチャ用の Data Protectorソ
フトウェア パッケージのレポジトリを保持す
るコンピュータ システム。インストール サー
バから Data Protectorクライアントのリモー
ト インストールが行われます。混在環境で
は、UNIX システム用とWindowsシステム
用の 2台のインストール サーバが最低限必要
になります。

インフォメーション ストア
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
記憶域管理を行うMicrosoft Exchange Server 
2000/2003のサービス。Microsoft Exchange 
Server 2000/2003のインフォメーション スト
アは、メールボックス ストアとパブリック 
フォルダ ストアの 2種類を管理します。メー
ルボックス ストアは個々のユーザーに属する
メールボックスから成ります。パブリック 
フォルダ ストアには、複数のユーザーで共有
するパブリック フォルダおよびメッセージが
あります。
キー マネージメント サービスおよびサイト複
製サービスも参照。

インフォメーション ストア
(Microsoft Exchange Server 5.5固有の用語 )
Microsoft Exchange Server 5.5のデフォルト 
メッセージ ストア プロバイダ。インフォメー
ション ストアは、以下から構成されます。

• パブリック インフォメーション ストア
• プライベート インフォメーション ストア 
• パーソナル フォルダ ストア
• オフライン インフォメーション ストア

パブリック インフォメーション ストアには、
パブリック フォルダおよびメッセージが格納
され、これらは複数のユーザー /アプリケー
ション間で共有できます。複数の Exchange

サーバを使用している場合でも、Exchange 
Server 5.5組織内のすべてのユーザーが単一
のパブリック インフォメーション ストアを共
有します。プライベート インフォメーション 
ストアには、ユーザーまたはアプリケーショ
ンに所属するメールボックスが格納されます。
メールボックスは、Microsoft Exchange 
Server 5.5を実行しているサーバに常駐して
います。
ディレクトリ ストア (DS) も参照。

上書き
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1つ。既存のファイルの方が新しくても、す
べてのファイルがバックアップから復元され
ます。
マージも参照。 

エクスチェンジャ
SCSIエクスチェンジャとも呼ばれます。
ライブラリも参照。

エンタープライズ バックアップ環境
複数のセルをグループ化して、1つのセルか
ら集中管理することができます。エンタープ
ライズ バックアップ環境には、複数の Data 
Protectorセル内のすべてのクライアントが含
まれます。これらのセルは、Manager of 
Managers (MoM) のコンセプトにより集中管
理用のセルから管理されます。
MoMも参照。

オートチェンジャー
ライブラリを参照。

オートローダ
ライブラリを参照。

オブジェクト
バックアップ オブジェクトを参照。
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オブジェクト ID
(Windows固有の用語 )
NTFS 5ファイルは、オブジェクト ID (OID) 
を通じてアクセスできます。これにより、シ
ステム内でファイルが実際に置かれている場
所を意識する必要がなくなります。Data 
Protectorでは、OIDをファイルの代替スト
リームとして扱います。

オブジェクト コピー
特定のオブジェクト バージョンのコピー。オ
ブジェクト コピー セッション中またはオブ
ジェクト ミラーのバックアップ セッション中
に作成されます。

オブジェクト コピー セッション
異なるメディア セット上にバックアップされ
たデータの追加のコピーを作成するプロセス。
オブジェクト コピー セッション中に、選択さ
れたバックアップ オブジェクトがソースから
ターゲット メディアへコピーされます。

オブジェクトのコピー
選択されたオブジェクト バージョンを特定の
メディア セットにコピーするプロセス。1つ
または複数のバックアップ セッションからコ
ピーするオブジェクトを選択できます。

オブジェクトのミラーリング
バックアップ セッション中に、同一のデータ
を複数のメディア セットに書き込むプロセ
ス。Data Protectorでは、すべてまたは一部
のバックアップ オブジェクトを 1つまたは複
数のメディア セットにミラーできます。

オブジェクト ミラー
オブジェクトのミラーリングを使用して作成
されるバックアップ オブジェクトのコピー。
オブジェクトのミラーは通常オブジェクト コ
ピーと呼ばれます。

オフライン REDO ログ

アーカイブ REDO ログを参照。 

オフライン バックアップ
実行中はアプリケーション データベースがア
プリケーションから使用できなくなるバック
アップ。

• 単純なバックアップ方法の場合 (ZDBで
はない )、データベースはバックアップ中 
(数分から数時間 ) オフライン状態とな
り、バックアップ システムからは使用で
きますが、アプリケーション システムか
らは使用できません。たとえばテープへ
のバックアップの場合、テープへのデー
タ ストリーミングが終わるまでの間とな
ります。

• ZDBの方法を使うと、データベースはオ
フライン状態になりますが、所要時間は
データ複製プロセス中のわずか数秒間で
す。残りのバックアップ プロセスでは、
データベースは通常の稼動を再開できま
す。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ
びオンライン バックアップを参照。

オフライン復旧
オフライン復旧は、ネットワーク障害などに
より Cell Managerにアクセスできない場合
に行われます。オフライン復旧には、スタン
ドアロン デバイスと SCSIライブラリ デバイ
スだけを使用できます。Cell Managerの復旧
は、常にオフラインで行われます。

オンライン REDOログ
(Oracle固有の用語 )
まだアーカイブされていないが、インスタン
スでデータベース アクティビティを記録する
ために利用できるか、または満杯になってお
り、アーカイブまたは再使用されるまで待機
している REDOログ。
アーカイブ REDO ログも参照。 
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オンライン バックアップ
データベース アプリケーションを利用可能な
状態に維持したまま行われるバックアップ。
データベースは、バックアップ アプリケー
ションが元のデータ オブジェクトにアクセス
する必要がある間、特別なバックアップ モー
ドで稼動します。この期間中、データベース
は完全に機能しますが、パフォーマンスに多
少影響が出たり、ログ ファイルのサイズが急
速に増大したりする場合もあります。

• 単純なバックアップ方法の場合 (ZDBで
はない )、バックアップ モードはバック
アップ期間全体 (数分から数時間 ) 必要と
なります。たとえばテープへのバック
アップの場合、テープへのデータ スト
リーミングが終わるまでの間となります。

• ZDBの方法を使うと、バックアップ モー
ドに必要な時間はデータ複製プロセス中
のわずか数秒間です。残りのバックアッ
プ プロセスでは、データベースは通常の
稼動を再開できます。

場合によっては、データベースを整合性を
保って復元するために、トランザクション ロ
グもバックアップする必要があります。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ
びオフライン バックアップも参照。

階層ストレージ管理 (HSM)
使用頻度の低いデータを低コストの光磁気プ
ラッタに移動することで、コストの高いハー
ド ディスク記憶域を有効利用するための仕組
み。移動したデータが必要になった場合は、
ハード ディスク記憶域に自動的に戻されま
す。これにより、ハード ディスクからの高速
読み取りと光磁気プラッタの低コスト性のバ
ランスが維持されます。

拡張可能 ストレージ エンジン (ESE)

(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
Microsoft Exchange Server 2000/2003で情報
交換用の記憶システムとして使用されている
データベース テクノロジ。

仮想サーバ
仮想マシンとは、ネットワーク IP名および
IPアドレスでドメイン内に定義されるクラス
タ環境を意味します。このアドレスは、クラ
スタ ソフトウェアによってキャッシュされ、
仮想サーバ リソースを現在実行しているクラ
スタ ノードにマッピングされます。こうし
て、特定の仮想サーバに対するすべての要求
が特定のクラスタ ノードにキャッシュされま
す。

仮想ディスク
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
のストレージ プールから割り当てられる記憶
領域の単位。仮想ディスクは、HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Arrayのス
ナップショット機能により複製されるエン
ティティです。
ソース ボリュームおよびターゲット ボリュー
ムも参照。

仮想デバイス インタフェース
(MS SQL Server 7.0/2000固有の用語 )
SQL Server 7.0/2000のプログラミング イン
タフェースの 1つ。大容量のデータベースを
高速でバックアップおよび復元できます。

カタログ保護
バックアップ データに関する情報 (ファイル
名やファイル バージョンなど ) を IDBに維持
する期間を定義します。
データ保護も参照。
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キー マネージメント サービス
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
セキュリティ強化のための暗号化機能を提供
するMicrosoft Exchange Server 2000/2003
のサービス。
インフォメーション ストアおよびサイト複製
サービスも参照。

共有ディスク
(Windows固有の用語 )
システム状態データには、レジストリ、
COM+クラス登録データベース、システム起
動ファイル、および証明書サービス データ
ベース (証明書サーバの場合 ) が含まれます。
サーバがドメイン コントローラの場合は、
Active Directory ディレクトリ サービスと 
Sysvol ディレクトリもシステム状態データに
含まれます。サーバ上でクラスタ サービスが
実行されている場合は、リソース レジストリ 
チェックポイントと、最新のクラスタ データ
ベース情報を格納するクォーラム リソース回
復ログもシステム状態データに含まれます。

共有ディスク
あるシステム上に置かれたWindowsのディ
スクをネットワーク上の他のシステムのユー
ザーが使用できるように構成したもの。共有
ディスクを使用しているシステムは、Data 
Protector Disk Agentがインストールされて
いなくてもバックアップ可能です。

緊急ブート ファイル
(Informix固有の用語 )
Informix の構成ファイルの 1つ。
ixbar.<server_id>(<server_id>は
SERVERNUM構成パラメータの値 ) という
名前で <INFORMIXDIR>¥etcディレクトリ 
(HP-UXの場合 ) または <INFORMIXDIR>/etc

ディレクトリ (Windowsの場合 ) に保存され
ます (<INFORMIXDIR>は OnLine Server の

ホーム ディレクトリ )。緊急ブート ファイル
の各行は、1つのバックアップ オブジェクト
に対応します。

クライアント バックアップ
クライアントにマウントされているすべての
ファイルシステムのバックアップ。ただし、
バックアップ仕様の作成後にクライアントに
マウントされたファイルシステムは、自動検
出されません。

クライアントまたはクライアント システム
セル内で Data Protectorの機能を使用できる
ように構成された任意のシステム。

クラスタ対応アプリケーション
クラスタ アプリケーション プログラミング 
インタフェースをサポートしているアプリ
ケーション。クラスタ対応アプリケーション
ごとに、クリティカル リソースが宣言されま
す。これらのリソースには、ディスク ボ
リューム (Microsoft Cluster Serverの場合 )、
ボリューム グループ (MC/ServiceGuardの場
合 )、アプリケーション サービス、IP名およ
び IPアドレスなどがあります。

グループ
(Microsoft Cluster Server固有の用語 )
特定のクラスタ対応アプリケーションを実行
するために必要なリソース (ディスク ボ
リューム、アプリケーション サービス、IP名
および IPアドレスなど ) の集合。

グローバル オプション ファイル
Data Protectorをカスタマイズするための
ファイル。このファイルでは、Data 
Protectorのさまざまな設定 (特に、タイムア
ウトや制限 ) を定義でき、その内容は Data 
Protectorセル全体に適用されます。このファ
イルは、HP-UXシステムおよび Solarisシス
テムでは /etc/opt/omni/server/options 
ディレクトリに置かれ、Windowsシステムで
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は
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥Optionsディレクトリに置かれます。

検証
指定したメディア上の Data Protectorデータ
が読み取り可能かどうかをチェックする機能。
また、CRC (巡回冗長検査 ) オプションをオ
ンにして実行したバックアップに対しては、
各ブロック内の整合性もチェックできます。

コマンド行インタフェース (CLI)
CLIには、DOSコマンドや UNIXコマンド
と同じようにシェル スクリプト内で使用でで
きるコマンドが用意されています。これらを
通じて、Data Protectorの構成、管理、バッ
クアップ /復元タスクを実行することができ
ます。

再解析ポイント
(Windows固有の用語 )
任意のディレクトリまたはファイルに関連付
けることができるシステム制御属性。再解析
属性の値は、ユーザー制御データをとること
ができます。このデータの形式は、データを
保存したアプリケーションによって認識され、
データの解釈用にインストールされており、
該当ファイルを処理するファイルシステム 
フィルタによっても認識されます。ファイル
システムは、再解析ポイント付きのファイル
を検出すると、そのデータ形式に関連付けら
れているファイルシステム フィルタを検索し
ます。

サイト複製サービス
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
Exchange Server 5.5ディレクトリ サービス
をエミュレートすることで Exchange 5.5との
互換性を確保するMicrosoft Exchange Server 

2000/2003サービス。
インフォメーション ストアおよびキー マネー
ジメント サービスも参照。

差分同期 (再同期 )
(EMC Symmetrix固有の用語 )
BCVまたは SRDFの制御操作の 1つ。BCV
制御操作では、Incremental Establish (増分
的確立 ) により、BCV デバイスが増分的に同
期化され、EMC Symmetrixミラー化メディ
アとして機能します。EMC Symmetrix デバ
イスは、事前にペアにしておく必要がありま
す。
SRDF制御操作では、Incremental Establish 
(増分的確立 ) により、ターゲット デバイス 
(R2) が増分的に同期化され、EMC 
Symmetrixミラー化メディアとして機能しま
す。EMC Symmetrix デバイスは、事前にペ
アにしておく必要があります。

差分バックアップ (delta backup)
差分バックアップ (delta backup) では、前回
の各種バックアップ以降にデータベースに対
して加えられたすべての変更がバックアップ
されます。
バックアップの種類も参照。 

差分バックアップ (differential backup)
作成済みで、まだ保護されている Data 
Protectorバックアップ (フルまたは増分 ) を
ベースにした増分バックアップ。
増分バックアップを参照。

差分バックアップ (differential backup)
(MS SQL固有の用語 )
前回のフル データベース バックアップ以降に
データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース バックアップ。
バックアップの種類も参照。
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差分リストア
(EMC Symmetrix固有の用語 )
BCVまたは SRDFの制御操作の 1つ。
BCV制御操作では、差分リストアにより、
BCVデバイスがペア内の 2番目に利用可能な
標準デバイスのミラーとして再割り当てされ
ます。これに対し、標準デバイスの更新時に
は、オリジナルのペアの分割中に BCVデバイ
スに書き込まれたデータだけが反映され、分
割中に標準デバイスに書き込まれたデータは
BCVミラーからのデータで上書きされます。
SRDF制御操作では、差分リストアにより、
ターゲット デバイス (R2) がペア内の 2番目
に利用可能なソース デバイス (R1) のミラーと
して再割り当てされます。これに対し、ソー
ス デバイス (R1) の更新時には、オリジナルの
ペアの分割中にターゲット デバイス (R2)に書
き込まれたデータだけが反映され、分割中に
ソース デバイス (R1) に書き込まれたデータは
ターゲット ミラー (R2) からのデータで上書き
されます。 

システム ディスク
オペレーティング システム ファイルが入って
いるディスク。Microsoftの用語では、ブート 
プロセスの最初の手順に必要なファイルが
入っているディスクと定義されています。

システム データベース
(Sybase固有の用語 )
Sybase SQL Server を新規インストールする
と以下の 4種類のデータベースが生成されま
す。

• マスター データベース (master)
• 一時データベース (tempdb)
• システム プロシージャ データベース 

(sybsystemprocs)
• モデル データベース (model)

システム パーティション

オペレーティング システム ファイルが入って
いるパーティション。Microsoftの用語では、
ブート プロセスの最初の手順に必要なファイ
ルが入っているパーティションと定義されて
います。

システム ボリューム /ディスク /パーティ
ション
オペレーティング システム ファイルが格納さ
れているボリューム /ディスク /パーティショ
ン。ただし、Microsoftの用語では、ブート 
プロセスの開始に必要なファイルが入ってい
るボリューム /ディスク /パーティションをシ
ステム ボリューム /ディスク /パーティショ
ンと呼んでいます。

事前割当てリスト
メディア プール内のメディアのサブセットを
バックアップに使用する順に指定したリスト。

実行後
オブジェクトのバックアップ後、またはセッ
ション全体の完了後にコマンドまたはスクリ
プトを実行するバックアップ オプション。実
行後コマンドは、Data Protectorで事前に用
意されているものではありません。ユーザー
は、コマンドを独自に作成する必要がありま
す。Windows上で動作する実行可能ファイル
またはバッチファイル、UNIX上で動作する
シェル スクリプトなどを使用できます。
実行前コマンドも参照。

実行前
オブジェクトのバックアップ前、またはセッ
ション全体の開始前にコマンドまたはスクリ
プトを実行するバックアップ オプション。実
行前コマンドおよび実行後コマンドは、Data 
Protectorで事前に用意されているものではあ
りません。ユーザーは、コマンドを独自に作
成する必要があります。Windows上で動作す
る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
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UNIX上で動作するシェル スクリプトなどを
使用できます。
実行後コマンドも参照。

実行前 /実行後コマンド
実行前コマンドおよび実行後コマンドは、
バックアップ セッションまたは復元セッショ
ンの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスクリプトです。実行前コマ
ンドおよび実行後コマンドは、Data 
Protectorで事前に用意されているものではあ
りません。ユーザーは、コマンドを独自に作
成する必要があります。Windows上で動作す
る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェル スクリプトなどを
使用できます。

シャドウ コピー
(MS VSS固有の用語 )
特定の時点におけるオリジナル ボリューム 
(元のボリューム ) の複製を表すボリュー
ム。オリジナル ボリュームからではなく、
シャドウ コピーからデータがバックアップ
されます。オリジナル ボリュームはバック
アップ処理中も更新が可能ですが、ボ
リュームのシャドウ コピーは同じ内容に維
持されます。
Microsoft Volume Shadow Copy 
Serviceも参照。

シャドウ コピー セット
(MS VSS固有の用語 )
同じ時点で作成されたシャドウ コピーのコレ
クション。
シャドウ コピーも参照。

シャドウ コピー プロバイダ
(MS VSS固有の用語 )
ボリューム シャドウ コピーの作成と表現を行
うエンティティ。プロバイダは、シャドウ コ
ピー データを所有して、シャドウ コピーを公
開します。プロバイダは、ソフトウェアで実

装することも (システム プロバイダなど )、
ハードウェア (ローカル ディスクやディスク 
アレイ ) で実装することもできます。
シャドウ コピーも参照。

ジュークボックス
ライブラリを参照。

ジュークボックス デバイス
光磁気メディアまたはファイル メディアを格
納するために使用する、複数のスロットから
なるデバイス。ファイル メディアの格納に使
用する場合、ジュークボックス デバイスは
「ファイル ジュークボックス デバイス」と呼
ばれます。

循環ログ
(Microsoft Exchange Serverおよび Lotus 
Domino Server固有の用語 )
Microsoft Exchangeおよび Lotus Domino 
Serverのデータベース モードの 1つ。トラン
ザクション ログ ファイルは、対応するデータ
がデータベースにコミットした後、定期的に
上書きされます。循環ログにより、ディスク
記憶領域の消費が低減できます。

障害復旧
クライアントのメイン システム ディスクを 
(フル ) バックアップの実行時に近い状態に
復元するためのプロセスです。

初期化
フォーマットを参照。

所有権
バックアップの所有権は、どのユーザーが
バックアップからデータを復元できるかを決
定します。あるユーザーが対話型バックアッ
プを開始すると、そのユーザーはセッション 
オーナーになります。ユーザーが既存のバッ
クアップ仕様を修正せずにそのまま起動した
場合、そのバックアップ セッションは対話型
とみなされません。この場合、バックアップ
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仕様内でバックアップ オーナーが指定されて
いれば、その指定が継承されます。バック
アップ仕様内でバックアップ オーナーが指定
されていなければ、バックアップを開始した
ユーザーがセッション オーナーになります。
スケジューリングされたバックアップの場合、
UNIX用 Cell Managerでは root.sys@<Cell 
Manager>がデフォルトのセッション オー
ナーとなり、Windows用 Cell Managerで
は、Cell Managerのインストール時に指定さ
れたユーザーがデフォルトのセッション オー
ナーとなります。所有権は変更可能なので、
特定のユーザーをセッション オーナーにする
ことができます。

スイッチオーバー
フェイルオーバーを参照。

スキャン
デバイス内のメディアを識別する機能。これ
により、MMDBを、選択した位置 (例えば、
ライブラリ内のスロット ) に実際に存在する
メディアと同期させることができます。

スキャニング
デバイス内のメディアを識別する機能。これ
により、MMDBを、選択した位置 (例えば、
ライブラリ内のスロット ) に実際に存在する
メディアと同期させることができます。デバ
イスに含まれる実際のメディアをスキャンし
てチェックすると、第三者が Data Protector
を使用せずにメディアを操作 (挿入または取
り出しなど )していないかどうかなどを確認
できます。

スケジューラ
自動バックアップの実行タイミングと頻度を
制御する機能。スケジュールを設定すること
で、バックアップの開始を自動化できます。

スタッカー

メディア記憶用の複数のスロットを備えたデ
バイス。通常は、1ドライブ構成です。ス
タッカーは、スタックからシーケンシャルに
メディアを選択します。これに対し、ライブ
ラリはレポジトリからメディアをランダムに
選択します。

スタンドアロン ファイル デバイス
ファイル デバイスとは、ユーザーがデータの
バックアップに指定したディレクトリにある
ファイルのことです。

ストレージ グループ
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
同じトランザクション ログ ファイルを共有す
る複数のデータベース (ストア ) のコレクショ
ン。Exchangeでは、各ストレージ グループ
を個別のサーバ プロセスで管理します。

ストレージ ボリューム
(ZDB固有の用語 )
ストレージ ボリュームは、オペレーティング 
システムまたはボリューム管理システム、
ファイル システム、または他のオブジェクト
が存在可能なその他のエンティティに提供可
能なオブジェクトを表します (たとえば仮想
化技法 )。ボリューム管理システム、ファイル 
システムはこの記憶域に構築されます。これ
らは通常、ディスク アレイなどの記憶システ
ム内に作成または存在します。

スナップショット
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
スナップショット作成技法を使用して作成さ
れた複製の形式。使用するアレイ /技法に応
じて、特徴の異なるさまざまな種類のスナッ
プショットが使用できます。スナップショッ
トで作成された複製は動的なもので、スナッ
プショットの種類や作成時間によって、ソー
ス ボリュームの内容に依存する仮想コピー
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か、独立した正確な複製 (クローン ) かのいず
れかになります。
複製およびスナップショット作成も参照。

スナップショット作成
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
ソース ボリュームのコピー (ストレージ仮想
化技法を使用 ) を作成する複製技法。複製は
ある一時点で作成されたものと見なされ、事
前構成することなく、即座に使用できます。
ただし、通常は複製作成後もコピー プロセス
はバックグラウンドで継続されます。
スナップショットも参照。

スナップショット バックアップ
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
テープへの ZDB、ディスクへの ZDB、およ
びディスク /テープへの ZDBを参照。

スパース ファイル
ブロックが空の部分を含むファイル。一部の
データにゼロが含まれているマトリックス、
イメージ アプリケーションで作成したファイ
ル、高速データベースなどの場合にスパース 
ファイルが生じます。スパース ファイルの処
理を復元中に有効にしておかないと、スパー
ス ファイルを復元できなくなる可能性があり
ます。

スプリット ミラー
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
スプリット ミラー技法を使用して作成された
複製。複製により、ソース ボリュームの内容
について独立した正確な複製 (クローン ) が作
成されます。
複製およびスプリット ミラー バックアップも
参照。

スプリット ミラーの作成

(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
事前構成したターゲット ボリュームのセット 
(ミラー ) を、ソース ボリュームの内容の複製
が必要になるまでソース ボリュームのセット
と同期化し続ける複製技法。その後、同期を
停止 (ミラーを分割 ) すると、分割時点での
ソース ボリュームのスプリット ミラー複製は
ターゲット ボリュームに残ります。
スプリット ミラーも参照。

スプリット ミラー バックアップ
(EMC Symmetrix固有の用語 )
テープへの ZDBを参照。

スプリット ミラー バックアップ
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
テープへの ZDB、ディスクへの ZDB、お
よびディスク /テープへの ZDBを参照。

スプリット ミラー復元
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
テープへの ZDB セッションまたはディスク /
テープへの ZDBセッションでバックアップさ
れたデータをテープ メディアからスプリット 
ミラー複製へ復元し、その後ソース ボリュー
ムに同期させるプロセス。この方法では、完
全なセッションを復元することも個々のバッ
クアップ オブジェクトを復元することも可能
です。
テープへの ZDB、ディスク /テープへの
ZDBおよび複製も参照。

スレッド
(MS SQL Server 7.0/2000固有の用語 )
単一のプロセスにのみ所属する実行可能エン
ティティ。プログラム カウンタ、ユーザー 
モード スタック、カーネル モード スタック、
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および 1式のレジスタ値からなります。同じ
プロセス内で複数のスレッドを同時に実行で
きます。

スロット
ライブラリ内の機械的位置。各スロットがメ
ディア (DLTテープなど ) を 1つずつ格納し
ます。Data Protectorでは、各スロットを番
号で参照します。メディアを読み取るときに
は、ロボット機構がメディアをスロットから
ドライブに移動します。

制御ファイル
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
データベースの物理構造を指定するエントリ
が格納される Oracleデータ ファイル。復旧
に使用するデータベース情報の整合性を確保
できます。

セカンダリ ボリューム (S-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
セカンダリ ボリューム (S-VOL) は、他の
LDEV (P-VOL) のセカンダリ CAミラーまた
は BCミラーとしての役割を果たす XP 
LDEV。CAの場合、S-VOLを
MetroCluster構成内のフェイルオーバー デ
バイスとして使うことができます。S-VOL
には、P-VOLによって使用されるアドレス
とは異なる、個別の SCSIアドレスが割り当
てられます。
プライマリ ボリューム (P-VOL) も参照。 

セッション
バックアップ セッション、メディア管理セッ
ションおよび復元セッションを参照。

セッション ID
バックアップ、復元、オブジェクトのコピー、
またはメディア管理セッションの識別子で、
セッションを実行した日付と一意の番号から
構成されます。

セッション キー
実行前スクリプトおよび実行後スクリプト用
の環境変数。プレビュー セッションを含めた 
Data Protectorセッションを一意に識別しま
す。セッション キーはデータベースに記録さ
れず、CLIコマンドの omnimnt、omnistat、
および omniabortのオプション指定に使用さ
れます。

セル
1台の Cell Manager に管理されているシステ
ムの集合。セルには、一般に、同じ LANに
接続されたサイトや組織エンティティ上のシ
ステムが含まれます。バックアップおよび復
元のポリシーとタスクは、1か所から集中管
理できます。 

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)
ディスク アレイにより実現したデータ複製技
術を用いて、アプリケーション システムの
バックアップ処理の影響を最小限に抑える
バックアップ アプローチ。バックアップされ
るデータの複製がまず作成されます。その後
のすべてのバックアップ処理は、元のデータ
ではなく複製データを使って実行し、アプリ
ケーション システムは通常の処理に復帰しま
す。
ディスクへの ZDB、テープへの ZDB、ディ
スク /テープへの ZDB、およびインスタント 
リカバリも参照。

増分 1メールボックス バックアップ
増分 1メールボックス バックアップでは、前
回のフル バックアップ以降にメールボックス
に対して行われた変更をすべてバックアップ
します。

増分バックアップ
前回のバックアップ以降に変更があったファ
イルだけを選択するバックアップ。増分バッ
クアップには、複数のレベルがあり、前回の
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増分バックアップ以降に変更されたファイル
だけをバックアップできます。
バックアップの種類も参照。

増分バックアップ
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
前回のフル バックアップまたは増分バック
アップ以降の変更だけをバックアップする
Microsoft Exchange Serverデータのバック
アップ。増分バックアップでは、バックアッ
プ対象はトランザクション ログだけです。
バックアップの種類も参照。

増分メールボックス バックアップ
増分メールボックス バックアップでは、前回
の各種バックアップ以降にメールボックスに
対して行われた変更をすべてバックアップし
ます。

ソース デバイス (R1)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
ターゲット デバイス (R2) との SRDF操作に
参加する EMC Symmetrix デバイス。このデ
バイスに対するすべての書き込みは、リモー
ト EMC Symmetrix ユニット内のターゲット 
デバイス (R2) にミラー化されます。R1 デバ
イスは、RDF1 グループ タイプに割り当てる
必要があります。
ターゲット デバイス (R2) も参照。

ソース ボリューム
(ZDB固有の用語 )
複製されたデータを含むストレージ ボリュー
ム。

ターゲット システム
(障害復旧固有の用語 )
障害が発生したシステム。ターゲット システ
ムは、ブート不能な状態になっていることが
多く、そのような状態のシステムを元のシス
テム構成に戻すことが障害復旧の目標となり
ます。クラッシュしたシステムがそのまま

ターゲット システムになるのではなく、正常
に機能していないハードウェアをすべて交換
することで、クラッシュしたシステムがター
ゲット システムになります。 

ターゲット データベース
(Oracle固有の用語 )
RMANでは、バックアップまたは復元対象の
データベースがターゲット データベースとな
ります。

ターゲット デバイス (R2)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
ソース デバイス (R1) との SRDF操作に参加
する EMC Symmetrixデバイス。リモート 
EMC Symmetrix ユニット内に置かれます。
ローカル EMC Symmetrix ユニット内でソー
ス デバイス (R1) とペアになり、ミラー化ペア
から、すべての書き込みデータを受け取りま
す。このデバイスは、通常の I/O操作では
ユーザー アプリケーションからアクセスされ
ません。R2 デバイスは、RDF2 グループ タ
イプに割り当てる必要があります。
ソース デバイス (R1) も参照。

ターゲット ボリューム
(ZDB固有の用語 )
データの複製先のストレージ ボリューム。

ターミナル サービス
(Windows固有の用語 )
Windowsのターミナル サービスは、サーバ
上で実行されている仮想Windowsデスク
トップ セッションとWindowsベースのプロ
グラムにクライアントからアクセスできるマ
ルチセッション環境を提供します。

ダイレクト バックアップ
SCSI Extended Copy (Xcopy) コマンドを使用
してディスクからテープ (または他の 2次ス
トレージ ) へのデータの直接移動を効率化す
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る、SANベースのバックアップ ソリューショ
ン。ダイレクト バックアップは、SAN環境内
のシステムへのバックアップ I/O負荷を軽減
します。ディスクからテープ (または他の 2
次ストレージ ) へのデータの直接移動を SCSI 
Extended Copy (XCopy) コマンドで効率化し
ます。このコマンドは、ブリッジ、スイッチ、
テープ ライブラリ、ディスク サブシステムな
ど、インフラストラクチャの各要素でサポー
トされています。
XCopyエンジンも参照。

チャネル
(Oracle固有の用語 )
Oracle Recovery Managerのリソース割り当
て単位。チャネルが割り当てられるごとに、
新しい Oracleプロセスが開始され、そのプロ
セスを通じてバックアップ、復元、および復
旧が行われます。割り当てられるチャンネル
の種類によって、使用するメディアの種類が
決まります。

• DISKタイプ
• SBT_TAPEタイプ

Oracleが Data Protectorと統合されており、
指定されたチャネルの種類が SBT_TAPEタ
イプの場合は、上記のサーバ プロセスが
Data Protectorに対してバックアップの読み
取りとデータ ファイルの書き込みを試行しま
す。

ディスク イメージ (rawディスク ) のバック
アップ
ディスク イメージのバックアップでは、ファ
イルがビットマップ イメージとしてバック
アップされるので、高速バックアップが実現
します。ディスク イメージ (rawディスク ) 
バックアップでは、ディスク上のファイルお
よびディレクトリの構造はバックアップされ
ませんが、ディスク イメージ構造がバイト レ
ベルで保存されます。ディスク イメージ バッ

クアップは、ディスク全体か、またはディス
ク上の特定のセクションを対象にして実行で
きます。

ディスク クォータ
コンピュータ システム上のすべてのユーザー
またはユーザーのサブセットに対してディス
ク スペースの消費を管理するためのコンセプ
ト。このコンセプトは、いくつかのオペレー
ティング システム プラットフォームで採用さ
れています。

ディスク グループ
(Veritas Volume Manager固有の用語 )
VxVM システムにおけるデータ ストレージの
基本単位。ディスク グループは、1つまたは
複数の物理ボリュームから作成できます。同
じシステム上に複数のディスク グループを置
くことができます。

ディスク検出
ディスク検出では、クライアントのバック
アップ中にディスクを検出します。このとき
Data Protectorが探索 (検出 ) するのは、ク
ライアント上に存在するディスクで、バック
アップの構成時にシステム上に存在しなかっ
たディスクも検出の対象に含まれます。検出
されたディスクがバックアップされます。こ
の機能は、構成が頻繁に変更される動的な環
境の場合に特に役立ちます。ディスクが展開
されると、それぞれのディスクがマスター ク
ライアント オブジェクトのオプションをすべ
て継承します。実行前コマンドと実行後コマ
ンドは、1回しか指定されていなくても、オ
ブジェクトごとに繰り返し起動されることに
なります。

ディスク検出によるクライアントのバック
アップ
クライアントにマウントされているすべての
ファイルシステムのバックアップ。バック
アップの開始時に、Data Protectorがクライ
アント上のディスクを自動検出します。ディ
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スク検出によるクライアント バックアップで
は、バックアップ構成が単純化され、ディス
クのマウント /アンマウントが頻繁に行われ
るシステムに対するバックアップ効率が向上
されます。

ディスクステージング
複数のフェーズでデータをバックアップする
プロセス。これにより、バックアップと復元
のパフォーマンスが改善し、バックアップ 
データの保存コストが低減し、復元に対する
データの可用性とアクセス性が向上します。
バックアップ ステージは、最初に 1種類のメ
ディア (たとえば、ディスク ) にデータをバッ
クアップし、その後データを異なる種類のメ
ディア (たとえば、テープ ) にコピーすること
から構成されます。

ディスク /テープへの ZDB
(ZDB固有の用語 )
ゼロ ダウンタイム バックアップの 1つの形
式。ディスクへの ZDBと同様に、作成された
複製が特定の時点でのソース ボリュームの
バックアップとしてディスク アレイに保持さ
れます。ただし、テープへの ZDBと同様、複
製データはバックアップ メディアにもスト
リーミングされます。このバックアップ方法
を使用した場合、同じセッションでバック
アップしたデータは、インスタント リカバ
リ、Data Protector標準のテープからの復元
を使用して復元できます。スプリット ミラー 
アレイではスプリット ミラー復元が可能で
す。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、テープへの ZDB、イン
スタント リカバリ、複製、および複製セット 
ローテーションも参照。

ディスクへの ZDB
(ZDB固有の用語 )
ゼロ ダウンタイム バックアップの 1つの形
式。作成された複製が、特定の時点でのソー

ス ボリュームのバックアップとしてディスク 
アレイに保持されます。同じバックアップ仕
様を使って別の時点で作成された複数の複製
を、複製セットに保持することができます。
テープに ZDBした複製はインスタント リカ
バリ プロセスで復元できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
テープへの ZDB、ディスク /テープへの
ZDB、インスタント リカバリ、および複製
セット ローテーションも参照。

ディレクトリ ストア (DS)
(Microsoft Exchange固有の用語 )
Microsoft Exchange Serverディレクトリの一
部。Microsoft Exchange Serverディレクトリ
には、メッセージング システムで提供される
サービス、メールボックス、受信者レコード、
パブリック フォルダなどをアプリケーション
から検索およびアクセスするためにMicrosoft 
Exchangeアプリケーションが使用するオブ
ジェクトが格納されます。
インフォメーション ストア (MDB) も参照。

ディレクトリ接合
(Windows固有の用語 )
ディレクトリ接合は、Windowsの再解析ポイ
ントのコンセプトに基づいています。NTFS 5 
ディレクトリ接合では、ディレクトリ /ファ
イル要求を他の場所にリダイレクトできます。

データ ストリーム
通信チャネルを通じて転送されるデータの
シーケンス。

データファイル
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
Oracleによって作成される物理ファイル。表
や索引などのデータ構造を格納します。デー
タ ファイルは、1つの Oracle データベースに
のみ所属できます。
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データベース サーバ
大規模なデータベース (SAP R/3データベース
やMicrosoft SQLデータベースなど ) が置か
れているコンピュータ。サーバ上のデータ
ベースへは、クライアントからアクセスでき
ます。

データベース ライブラリ
Data Protectorのルーチンのセット。Oracle 
Serverのようなオンライン データベース統合
ソフトウェアのサーバと Data Protectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データベースの差分バックアップ
前回のフル データベース バックアップ以降に
データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース バックアップ。

データベースの並列処理 (数 )
十分な台数のデバイスが利用可能で、並列
バックアップを実行できる場合には、複数の
データベースが同時にバックアップされます。

データ保護
メディア上のバックアップ データを保護する
期間を定義します。この期間中は、データが
上書きされません。保護期限が切れると、そ
れ以降のバックアップ セッションでメディア
を再利用できるようになります。
カタログ保護も参照。

テープへの ZDB
(ZDB固有の用語 )
ゼロ ダウンタイム バックアップの 1つの形
式。作成された複製が、バックアップ メディ
ア (通常はテープ ) にストリーミングされま
す。このバックアップ形式ではインスタント 
リカバリはできませんが、バックアップ終了
後にディスク アレイ上に複製を保持する必要
がありません。バックアップ データは Data 
Protector標準のテープからの復元を使用して
復元できます。スプリット ミラー アレイで

は、スプリット ミラー復元も使用することが
できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、インスタント リカバリ、
ディスク /テープへの ZDB、および複製も参
照。

テーブルスペース (表領域、表スペース )
データベース構造の一部。各データベースは
論理的に 1つまたは複数の表スペースに分割
されます。各表スペースには、データ ファイ
ルまたは raw ボリュームが排他的に関連付け
られます。

テープレス バックアップ
(ZDB固有の用語 )
ディスクへの ZDBを参照。

デバイス
ドライブまたはより複雑な装置 (ライブラリ
など ) を格納する物理装置。

デバイス グループ
(EMC Symmetrix固有の用語 )
複数の EMC Symmetrix デバイスを表す論理
ユニット。デバイスは 1つのデバイス グルー
プにしか所属できません。デバイス グループ
のデバイスは、すべて同じ EMC Symmetrix
装置に取り付けられている必要があります。
デバイス グループにより、利用可能な EMC 
Symmetrix デバイスのサブセットを指定し、
使用することができます。

デバイス ストリーミング
デバイスがメディアへ十分な量のデータを継
続して送信できる場合、デバイスはストリー
ミングを行います。そうでない場合は、デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを
待ち、テープを少し巻き戻した後、テープへ
の書込みを再開します。言い換えると、テー
プにデータを書き込む速度が、コンピュータ 
システムがデバイスへデータを送信する速度
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以下の場合、デバイスはストリーミングを行
います。ストリーミングは、スペースの使用
効率とデバイスのパフォーマンスを大幅に向
上します。

デバイス チェーン
デバイス チェーンは、シーケンシャルに使用
するように構成された複数のスタンドアロン 
デバイスからなります。デバイスチェーンに
含まれるデバイスのメディアで空き容量がな
くなると、自動的に次のデバイスのメディア
に切り替えて、バックアップを継続します。 

統合セキュリティ
(MS SQL固有の用語 )
統合セキュリティは、Microsoft SQL Server
がWindowsの認証メカニズムを使用して、
すべての接続に対するMicrosoft SQL Server
ログインの妥当性をチェックできるようにし
ます。統合セキュリティを使用していれば、
すべてのユーザーが同じパスワードで 
WindowsとMicrosoft SQL Serverの両方に
ログインできます。すべてのクライアントが
信頼関係接続をサポートしている環境では、
統合セキュリティを使うことをお勧めします。
信頼関係接続とは、Windows Serverによっ
て妥当性がチェックされ、Microsoft SQL 
Serverに受け付けられた接続を意味します。
信頼関係接続だけが許可されます。

統合ソフトウェア オブジェクト
Oracleまたは SAP DBなどの Data Protector
統合ソフトウェアのバックアップ オブジェク
ト。

同時処理数
Disk Agentの同時処理数を参照。

動的 (ダイナミック ) クライアント
ディスク検出によるクライアント バックアッ
プを参照。

ドメイン コントローラ
ユーザーのセキュリティを保護し、別のサー
バ グループ内のパスワードを検証するネット
ワーク内のサーバ。

ドライブ
コンピュータ システムからデータを受け取っ
て、磁気メディア (テープなど ) に書き込む物
理装置。データをメディアから読み取って、
コンピュータ システムに送信することもでき
ます。

ドライブのインデックス
ライブラリ デバイス内のドライブの機械的な
位置を識別するための数字。ロボット機構に
よるドライブ アクセスは、この数に基づいて
制御されます。

トランザクション
一連のアクションを単一の作業単位として扱
えるようにするためのメカニズム。データ
ベースでは、トランザクションを通じて、
データベースの変更を追跡します。

トランザクション バックアップ
トランザクション バックアップは、一般に、
データベースのバックアップよりも必要とす
るリソースが少ないため、データベースの
バックアップよりもより高い頻度で実行でき
ます。トランザクション バックアップを適用
することで、データベースを問題発生以前の
特定の時点の状態に復旧することができます。

トランザクション バックアップ
(Sybaseおよび SQL固有の用語 )
トランザクション ログをバックアップするこ
と。トランザクション ログには、前回のフル 
バックアップまたはトランザクション バック
アップ以降に発生した変更が記録されます。
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トランザクション ログ
(Data Protector固有の用語 )
IDBに対する変更を記録します。IDB復旧に
必要なトランザクション ログ ファイル (前回
の IDBバックアップ以降に作成されたトラン
ザクション ログ ) が失われることがないよう
に、トランザクション ログのアーカイブを有
効化しておく必要があります。

トランザクション ログ テーブル
(Sybase固有の用語 )
データベースに対するすべての変更が自動的
に記録されるシステム テーブル。

トランザクション ログ バックアップ
トランザクション ログ バックアップは、一般
に、データベースのバックアップよりも必要
とするリソースが少ないため、データベース
のバックアップよりもより高い頻度で実行で
きます。トランザクションログ バックアップ
を用いることにより、データベースを特定の
時点の状態に復元できます。

トランザクション ログ ファイル
データベースを変更するトランザクションを
記録するファイル。データベースが破損した
場合にフォールト トレランスを提供します。

トランスポータブル スナップショット
(MS VSS固有の用語 )
アプリケーション システム上に作成される
シャドウ コピー。このシャドウ コピーは、
バックアップを実行するバックアップ システ
ムに提供できます。
Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS) も参照。

ハートビート

特定のクラスタ ノードの動作ステータスに関
する情報を伝達するタイム スタンプ付きのク
ラスタ データ セット。このデータ セット (パ
ケット ) は、すべてのクラスタ ノードに配布
されます。

ハード リカバリ
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
トランザクション ログ ファイルを使用し、
データベース エンジンによる復元後に実行さ
れるMicrosoft Exchange Serverのデータ
ベース復旧。

バックアップ API
Oracleのバックアップ /復元ユーティリティ
とバックアップ /復元メディア管理層の間に
ある Oracleインタフェース。このインタ
フェースによってルーチンのセットが定義さ
れ、バックアップ メディアのデータの読み書
き、バックアップ ファイルの作成や検索、削
除が行えるようになります。

バックアップ ID
統合ソフトウェア オブジェクトの識別子で、
統合ソフトウェア オブジェクトのバックアッ
プのセッション IDと一致します。バックアッ
プ IDは、オブジェクトのコピー、エクスポー
ト、またはインポート時に保存されます。

バックアップ オーナー
IDBの各バックアップ オブジェクトにはオー
ナーが定義されてます。デフォルトのオー
ナーは、バックアップ セッションを開始した
ユーザーです。

バックアップ オブジェクト
1つのディスク ボリューム (論理ディスクま
たはマウント ポイント ) からバックアップさ
れた項目すべてを含むバックアップ単位。
バックアップ項目は、任意の数のファイル、
ディレクトリ、ディスク全体またはマウント 
ポイントの場合が考えられます。また、バッ
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クアップ オブジェクトはデータベース エン
ティティまたはディスク イメージ (rawディ
スク ) の場合もあります。

バックアップ オブジェクトは以下のように定
義されます。

• クライアント名 : バックアップ オブジェ
クトが保存される Data Protectorクライ
アントのホスト名

• マウント ポイント : バックアップ オブ
ジェクトが存在するクライアント上の
ディレクトリ構造 (Windowsではドライ
ブ、UNIXではマウント ポイント ) にお
けるアクセス ポイント

• 説明 : 同一のクライアント名とマウント 
ポイントを持つバックアップ オブジェク
トを一意に定義

• 種類 : バックアップ オブジェクトの種類 
(たとえば、ファイル システムや Oracle
など )

バックアップ システム
(ZDB固有の用語 )
1つ以上のアプリケーション システムのター
ゲット ボリュームに接続しているシステム。
典型的なバックアップ システムは、バック
アップ デバイスに接続され、複製内のデータ
のバックアップを実行します。
アプリケーション システム、ターゲット ボ
リュームおよび複製も参照。 

バックアップ仕様
バックアップ対象オブジェクトを、使用する
デバイスまたはドライブのセット、仕様内の
すべてのオブジェクトに対するバックアップ 
オプション、バックアップを行いたい日時と
ともに指定したリスト。オブジェクトとなる
のは、ディスクやボリューム全体、またはそ
の一部、たとえばファイル、ディレクトリ、

Windowsレジストリなどです。インクルード 
リストおよびエクスクルード リストを使用し
て、ファイルを選択することもできます。

バックアップ世代
1つのフル バックアップとそれに続く増分
バックアップを意味します。次のフル バック
アップが行われると、世代が新しくなります。

バックアップ セッション
データのコピーを記憶メディア上に作成する
プロセス。バックアップ仕様に処理内容を指
定することも、対話式に操作を行うこともで
きます (対話式セッション )。1つのバック
アップ仕様の中で複数のクライアントが構成
されている場合、すべてのクライアントが同
じバックアップの種類 (フルまたは増分 ) を
使って、1回のバックアップ セッションで同
時にバックアップされます。バックアップ 
セッションの結果、1式のメディア にバック
アップ データが書き込まれます。これらのメ
ディアは、バックアップ セットまたはメディ
ア セットとも呼ばれます。
増分バックアップおよびフル バックアップも
参照。

バックアップ セット
バックアップに関連したすべての統合ソフト
ウェア オブジェクトのセットです。

バックアップ セット
(Oracle固有の用語 )
RMANバックアップ コマンドを使用して作
成したバックアップファイルの論理グループ。
バックアップ セットは、バックアップに関連
したすべてのファイルのセットです。これら
のファイルはパフォーマンスを向上するため
多重化することができます。バックアップ 
セットにはデータファイルまたはアーカイブ 
ログのいずれかを含めることができますが、
両方同時に使用できません。
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バックアップ チェーン
バックアップ チェーンは、フル バックアップ
と増分バックアップが実行される状況で登場
する概念です。実行する増分バックアップの
レベル ([増分 ]、[増分 1]、[増分 2]など ) に
より、前回の増分と今回の増分の間に、単純
な (場合によっては多少複雑な ) 依存関係が発
生します。バックアップ チェーンは、フル 
バックアップから始まり、目的の時点までに
実行された依存関係のある増分バックアップ
すべてを含みます。 

バックアップ デバイス
記憶メディアに対するデータの読み書きが可
能な物理デバイスを Data Protectorで使用で
きるように構成したもの。例えば、スタンド
アロン DDS/DATドライブやライブラリなど
をバックアップ デバイスとして使用できま
す。

バックアップの種類
増分バックアップ、差分バックアップ 
(differential backup)、トランザクション 
バックアップ、フル バックアップおよび差分
バックアップ (delta backup) を参照。

バックアップ ビュー
Data Protectorでは、バックアップ仕様の
ビューを切り替えることができます。[種類
別 ] (デフォルト ) を選択すると、バックアッ
プ /テンプレートで利用できるデータの種類
に基づいたビューが表示されます。[グルー
プ別 ]を選択すると、バックアップ仕様 /テ
ンプレートの所属先のグループに基づいた
ビューが表示されます。[名前別 ]を選択す
ると、バックアップ仕様 /テンプレートの名
前に基づいたビューが表示されます。
[Manager別 ] (MoMの実行時のみ有効 ) を
選択すると、バックアップ仕様 /テンプレー
トの所属先の Cell Managerに基づいた
ビューが表示されます。

パッケージ
(MC/ServiceGuardおよび Veritas Cluster固
有の用語 ) 
特定のクラスタ対応アプリケーションを実行
するために必要なリソース (ボリューム グ
ループ、アプリケーション サービス、IP名お
よび IPアドレスなど ) の集合。 

パブリック フォルダ ストア
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
インフォメーション ストアのうち、パブリッ
ク フォルダ内に情報を維持する部分。パブ
リック フォルダ ストアは、バイナリ リッチ
テキスト .edbファイルと、ストリーミング 
ネイティブ インターネット コンテンツを格納
する .stmファイルから構成されます。

パブリック /プライベート バックアップ デー
タ
バックアップを構成する際は、バックアップ 
データをパブリックまたはプライベートのい
ずれにするかを選択できます。

• パブリック データ － すべての Data 
Protectorユーザーに対してアクセスと復
元が許可されます。

• プライベート データ － バックアップの所
有者および管理者に対してのみ表示と復
元が許可されます。

標準セキュリティ
(MS SQL固有の用語 )
標準セキュリティでは、Microsoft SQL 
Serverのログイン妥当性チェック プロセスを
すべての接続に対して使用します。標準セ
キュリティは、ネットワーク内にさまざまな
クライアントが混在しており、一部のクライ
アントでは信頼関係接続がサポートされてい
ない場合に使用できます。また、以前のバー
ジョンの SQL Serverとの下位互換性を確保
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する必要がある場合にも、標準セキュリティ
を使用できます。
統合セキュリティも参照。 

ファースト レベル ミラー
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
HP StorageWorks Disk Array XPでは、プ
ライマリ ボリュームのミラー コピーを最大
3つまで作成することができ、このコピー 1
つにつきさらに 2つのコピーを作成できま
す。最初の 3つのミラー コピーはファース
ト レベル ミラーと呼ばれます。
プライマリ ボリュームおよびMU番号を参
照。

ファイル ジュークボックス デバイス
ファイル メディアを格納するために使用す
る、複数のスロットからなるディスク上に存
在するデバイス。

ファイル デポ
バックアップからファイル ライブラリ デバイ
スまでのデータを含むファイル。

ファイル バージョン
フル バックアップや増分バックアップでは、
ファイルが変更されている場合、同じファイ
ルが複数回バックアップされます。バック
アップのロギング レベルとして [すべてログ
に記録 ]を選択している場合は、ファイル名
自体に対応する 1つのエントリとファイルの
各バージョンに対応する個別のエントリが 
IDB内に維持されます。

ファイル ライブラリ デバイス
複数のメディアからなるライブラリをエミュ
レートするディスク上に存在するデバイス。
ファイル デポと呼ばれる複数のファイルが格
納されます。

ファイルシステム

ハード ディスク上に一定の形式で保存された
ファイルの集まり。ファイルシステムは、
ファイル属性とファイルの内容がバックアッ
プ メディアに保存されるようにバックアップ
されます。

ファイル複製サービス (FRS)
Windowsサービスの 1つ。ドメイン コント
ローラのストア ログオン スクリプトとグルー
プ ポリシーを複製します。また、分散ファイ
ルシステム (DFS) 共有をシステム間で複製し
たり、任意のサーバから複製作業を実行する
こともできます。

ブート ボリューム /ディスク /パーティショ
ン
ブート プロセスの開始に必要なファイルが
入っているボリューム /ディスク /パーティ
ション。ただし、Microsoftの用語では、オペ
レーティング システム ファイルが格納されて
いるボリューム /ディスク /パーティションを
ブート ボリューム /ディスク /パーティショ
ンと呼んでいます。 

ブール演算子
オンライン ヘルプ システムの全文検索には、
AND、OR、NOT、NEAR の各ブール演算子
を使用できます。複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定することで、検索対
象をより正確に絞り込むことができます。複
数単語の検索に演算子を指定しなければ、
ANDを指定したものとみなされます。例え
ば、「マニュアル 障害 復旧」という検索条件
は、「マニュアル AND 障害 AND 復旧」と同
じ結果になります。

フェールオーバー
あるクラスタ ノードから別のクラスタ ノード
に最も重要なクラスタ データ (Windowsの場
合はグループ、UNIXの場合はパッケージ ) 
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を転送すること。フェールオーバーは、主に、
プライマリ ノードのソフトウェア /ハード
ウェア障害発生時や保守時に発生します。

フォーマット
メディアを Data Protectorで使用できるよう
に初期化するプロセス。メディア上の既存
データはすべて消去されます。メディアに関
する情報 (メディア ID、説明、および位置 ) 
が IDBに保存されるとともに、メディア自体 
(メディア ヘッダ ) にも書き込まれます。デー
タが保護されている Data Protectorメディア
は、保護の期限が切れるか、保護解除 /リサ
イクルされない限り再フォーマットされませ
ん。

負荷調整
デフォルトでは、デバイスが均等に使用され
るように、バックアップ用に選択されたデバ
イスの負荷 (使用率 ) が自動的に調整されま
す。負荷調整では、各デバイスに書き込まれ
るオブジェクトの個数を調整することで、使
用率を最適化します。負荷調整はバックアッ
プ時に自動的に実行されるので、データが実
際にどのようにバックアップされるかを管理
する必要はありません。使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。負荷調整機能
を使用しない場合は、バックアップ仕様に各
オブジェクトに使用するデバイスを選択でき
ます。Data Protectorは指定された順序でデ
バイスにアクセスします。

復元セッション
バックアップ メディアからクライアントシス
テムにデータをコピーするプロセス。

複製
(ZDB固有の用語 )
ユーザー指定のバックアップ オブジェクトを
含む、特定の時点におけるソース ボリューム
のデータのイメージ。イメージは、作成する
ハードウェア /ソフトウェアによって、物理
ディスク レベルでの記憶ブロックの独立した

正確な複製 (クローン ) になる (スプリット 
ミラーなど ) 場合もあれば、仮想コピーにな
る (スナップショットなど ) 場合もあります。
ホストの視点では、標準的な UNIXまたは
Windowsシステムについて、バックアップ 
オブジェクトを含む物理ディスク全体が複製
されます。しかし、UNIXでボリューム マ
ネージャを使用するときは、バックアップ オ
ブジェクトを含むボリューム /ディスク グ
ループ全体が複製されます。
スナップショット、スナップショット作成、
スプリット ミラー、およびスプリット ミラー
の作成も参照。

複製セット
(ZDB固有の用語 )
同じバックアップ仕様を使って作成される複
製のグループ。
複製および複製セット ローテーションも参
照。

複製セット ローテーション
(ZDB固有の用語 )
通常のバックアップ作成のために継続的に複
製セットを使用すること。複製セットの使用
を必要とする同一のバックアップ仕様が実行
されるたびに、新規の複製がセットの最大数
になるまで作成され、セットに追加されます。
その後、セット内の最も古い複製は置き換え
られ、セット内の複製の最大数が維持されま
す。
複製および複製セットも参照。

物理デバイス
ドライブまたはより複雑な装置 (ライブラリ
など ) を格納する物理装置。

プライベート インフォメーション ストア
(Microsoft Exchange Server 5.5固有の用語 )
ユーザー メールボックスの中に情報を保存す
るインフォメーション ストアの一部。1つの
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メールボックス ストアは、1つのバイナリ 
リッチテキスト .edbファイルから構成され

ます。

プライマリ ボリューム (P-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
CA構成および BC構成用プライマリ ボ
リューム (P-VOL) としての役割を果たす複
数の標準 HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEVです。P-VOLはMCU内に配置され
ています。
セカンダリ ボリューム (S-VOL) も参照。

フリー プール
フリー プールは、メディア プール内のすべて
のメディアが使用中になっている場合にメ
ディアのソースとして補助的に使用できる
プールです。ただし、メディア プールでフ
リー プールを使用するには、明示的にフリー 
プールを使用するように構成する必要があり
ます。 

フル データベース バックアップ
最後に (フルまたは増分 ) バックアップした後
に変更されたデータだけではなく、データ
ベース内のすべてのデータのバックアップ。
フル データベース バックアップは、他のバッ
クアップに依存しません。

フル バックアップ
フル バックアップでは、最近変更されたかど
うかに関係なく、選択されたオブジェクトを
すべてバックアップします。
バックアップの種類も参照。

フル メールボックス バックアップ
フル メールボックス バックアップでは、メー
ルボックス全体の内容をバックアップします。

分散ファイルシステム (DFS)

複数のファイル共有を単一の名前空間に接続
するサービス。対象となるファイル共有は、
同じコンピュータに置かれていても、異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。
DFSは、リソースの保存場所の違いに関係な
くクライアントがリソースにアクセスできる
ようにします。

ペア ステータス
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
ミラー化されたディスクのペアは、そのペア
上で実行されるアクションによって、様々な
ステータス値を持ちます。最も重要なステー
タス値は以下の 3つです。

• コピー - ミラー化されたペアは、現在再同
期中。データは一方のディスクからもう
一方のディスクに転送されます。2つの
ディスクのデータは同じではありません。

• ペア - ミラー化されたペアは、完全に同期
されており、両方のディスク (プライマリ 
ボリュームとミラー ボリューム ) は全く
同じデータを持ちます。

• 中断 - ミラー化されたディスク間のリンク
は中断されています。両方のディスクが
別々にアクセスされ、更新されています。
ただし、ミラー関係はまだ保持されてお
り、このペアは、ディスク全体を転送す
ることなく、再同期することができます。

並列処理 (数 )
オンライン データベースから複数のデータ ス
トリームを読み取ること。

並行復元
1つの Media Agentからデータを受信する
Disk Agentを複数実行して、バックアップ 
データを複数のディスクに同時に (並行して ) 
復元すること。並行復元を行うには、複数の
ディスクまたは論理ボリュームに置かれてい
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るデータを選択し、同時処理数を 2以上に設
定してバックアップを開始し、異なるオブ
ジェクトのデータを同じデバイスに送信する
必要があります。並行復元中には、復元対象
として選択した複数のオブジェクトがメディ
アから同時に読み取られるので、パフォーマ
ンスが向上します。

保護
データ保護およびカタログ保護を参照。

ホスト システム
Data Protector Disk Agentがインストールさ
れており、ディスク デリバリーによる障害復
旧に使用される稼動中の Data Protectorクラ
イアント。

ホスト バックアップ
ディスク検出によるクライアント バックアッ
プを参照。

ボリューム グループ
LVMシステムにおけるデータ ストレージ単
位。ボリューム グループは、1つまたは複数
の物理ボリュームから作成できます。同じシ
ステム上に複数のボリューム グループを置く
ことができます。

ボリューム マウントポイント
(Windows固有の用語 )
ボリューム上の空のディレクトリを他のボ
リュームのマウントに使用できるように構成
したもの。ボリューム マウント ポイントは、
ターゲット ボリュームへのゲートウェイとし
て機能します。ボリュームがマウントされて
いれば、ユーザーやアプリケーションがその
ボリューム上のデータをフル (マージ ) ファイ
ルシステム パスで参照できます (両方のボ
リュームが一体化されている場合 )。

マージ

復元中のファイル名競合を解決するモードの
1つ。復元するファイルと同じ名前のファイ
ルが復元先に存在する場合、変更日時の新し
い方が維持されます。既存のファイルと名前
が重複しないファイルは、常に復元されます。
上書きも参照。

マウント ポイント
ディレクトリ構造内において、ディスクまた
は論理ボリュームにアクセスするためのアク
セス ポイント (/optや d:など )。UNIXで
は、bdfコマンドまたは dfコマンドを使って

マウント ポイントを表示できます。

マウント要求
マウント要求時には、デバイスにメディアを
挿入するように促す画面が表示されます。必
要なメディアを挿入して確認することでマウ
ント要求に応答すると、セッションが続行さ
れます。

マジック パケット
Wake ONLANを参照。

マルチドライブ サーバ
単一システム上でMedia Agentを無制限に使
用できるライセンス。このライセンスは、
Cell Managerの IP アドレスにバインドされ
ており、新しいバージョンでは廃止されまし
た。

ミラー
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
ターゲット ボリュームを参照。

ミラー ローテーション
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
複製セット ローテーションを参照。 
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無人操作 (lights-out operationまたは
unattended operation)
オペレータの介在なしで、通常の営業時間外
に実行されるバックアップ操作または復元操
作。オペレータが手動で操作することなく、
バックアップ アプリケーションやサービスの
マウント要求などが自動的に処理されます。

無人操作 (unattended operation)
無人操作 (lights-out operation) を参照。

メールボックス
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
電子メールが配信される場所。管理者がユー
ザーごとに設定します。電子メールの配信場
所として複数の個人用フォルダが指定されて
いる場合は、メールボックスから個人用フォ
ルダに電子メールがルーティングされます。

メールボックス ストア
(Microsoft Exchange Server 2000/2003固有
の用語 )
インフォメーション ストアのうち、ユーザー 
メールボックス内の情報を維持する部分。
メールボックス ストアは、バイナリ データを
格納するリッチテキスト .edbファイルと、

ストリーミング ネイティブ インターネット 
コンテンツを格納する .stmファイルからな

ります。 

メディア ID
Data Protectorがメディアに割り当てる一意
な識別子。 

メディア セット
バックアップ セッションでは、メディア セッ
トと呼ばれるメディアのグループにデータを
バックアップします。メディアの使用法に
よっては、複数のセッションで同じメディア
を共有できます。 

メディア プール

同じ種類のメディア (DDS) などのセット。グ
ループとして追跡されます。フォーマットし
たメディアは、メディア プールに割り当てら
れます。

メディア ラベル
メディアに割り当てられるユーザー定義の識
別子。 

メディア管理セッション
初期化、内容のスキャン、メディア上のデー
タの確認、メディアのコピーなどのアクショ
ンをメディアに対して実行するセッション。

メディア集中管理データベース (CMMDB)
CMMDBを参照。

メディア状態要素
使用回数のしきい値と上書きのしきい値。メ
ディアの状態の判定基準となります。 

メディアの位置
バックアップ メディアが物理的に収納されて
いる場所を示すユーザー定義の識別子。
"building 4" や "off-site storage" のような文
字列です。

メディアのインポート
メディアに書き込まれているバックアップ 
セッション データをすべて再読み込みして、
IDBに取り込むプロセス。これにより、メ
ディア上のデータにすばやく、簡単にアクセ
スできるようになります。
メディアのエクスポートも参照。

メディアのエクスポート
メディアに格納されているすべてのバック
アップ セッション情報 (システム、オブジェ
クト、ファイル名など ) を IDBから削除する
プロセス。メディア自体に関する情報やメ
ディアとプールの関係に関する情報も IDBか
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ら削除されます。メディア上のデータは影響
されません。
メディアのインポートも参照。

メディアの種類
メディアの物理的な種類 (DDSや DLTな
ど )。 

メディアの状態
メディア状態要素から求められるメディアの
品質。テープ メディアの使用頻度が高く、使
用時間が長ければ、読み書きエラーの発生率
が高くなります。状態が [不良 ] になったメ
ディアは交換する必要があります。

メディアの使用法
ここでは、メディアの使用法として、以下の
オプションのいずれかを選択します。メディ
アの使用法は、[追加可能 ]、[追加不可能 ]、

[増分のみ追加可能 ]のいずれかに設定できま

す。

メディアのボールティング
メディアを安全な別の場所に収納すること。
メディアが復元に必要になった場合や、今後
のバックアップにメディアを再使用する場合
は、メディアをデータ センターに戻します。
ボールティング手順は、会社のバックアップ
戦略やデータ保護 /信頼性ポリシーに依存し
ます。

メディアの割り当て方針
メディアをバックアップに使用する順序を決
定します。[Strict] メディア割り当てポリシー
では、特定のメディアに限定されます。
[Loose] ポリシーでは、任意の適切なメディア
を使用できます。[フォーマットされていない
メディアを先に割り当てる ] ポリシーでは、
ライブラリ内に利用可能な非保護メディアが
ある場合でも、不明なメディアが優先されま
す。 

元のシステム

あるシステムに障害が発生する前に Data 
Protectorによってバックアップされたシステ
ム構成データ。 

ユーザー アカウント
Data Protectorを使用するには、Data 
Protectorのユーザー アカウントが必要です。
Data Protectorのユーザー アカウントは、
Data Protectorやバックアップされたデータ
に対する無断アクセスを制限します。Data 
Protector管理者がこのアカウントを作成する
ときには、ユーザー ログオン名、ユーザーの
ログオン元として有効なシステム、および
Data Protectorユーザー グループのメンバー
シップを指定します。ユーザーが Data 
Protectorのユーザー インタフェースを起動
するか、または特定のタスクを実行するとき
には、このアカウントが必ずチェックされま
す。

ユーザー グループ
各 Data Protectorユーザーは、ユーザー グ
ループのメンバーです。各ユーザー グループ
には 1式のユーザー権限があり、それらの権
限がユーザー グループ内のすべてのユーザー
に付与されます。ユーザー権限を関連付ける
ユーザー グループの数は、必要に応じて定義
できます。Data Protectorには、admin、
operator、userの 3つのデフォルト ユーザー 
グループがあります。

ユーザー権限
特定の Data Protectorタスクの実行に必要な
パーミッションをユーザー権限またはアクセ
ス権限と呼びます。主なユーザー権限には、
バックアップの構成、バックアップ セッショ
ンの開始、復元セッションの開始などがあり
ます。ユーザーには、そのユーザーの所属先
ユーザー グループに関連付けられているアク
セス権限が割り当てられます。
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ユーザー ディスク割り当て
NTFSのクォータ管理サポートにより、追跡
システムが強化されており、共有ストレージ 
ボリュームのディスク スペースの使用量を制
御できます。Data Protectorでは、システム
全体とすべての構成済みユーザーを対象に
ユーザー ディスク クォータを同時にバック
アップします。

ユーザー プロファイル
(Windows固有の用語 )
ユーザー別に維持される構成情報。この情報
には、デスクトップ設定、画面表示色、ネッ
トワーク接続などが含まれます。ユーザーが
ログオンすると、そのユーザーのプロファイ
ルがロードされ、Windows環境がそれに応じ
て設定されます。

ライセンス集中管理
Data Protectorでは、複数のセルからなるエ
ンタープライズ環境全体にわたってライセン
スの集中管理を構成できます。すべての Data 
Protectorライセンスは、エンタープライズ
Cell Managerシステム上にインストールされ
ます。ライセンスは、実際のニーズに応じて
エンタープライズ Cell Managerシステムか
ら特定のセルに割り当てることができます。
MoMも参照。

ライター
(MS VSS固有の用語 )
オリジナル ボリューム上のデータの変更を開
始するプロセス。主に、永続的なデータをボ
リューム上に書き込むアプリケーションまた
はシステム サービスがライターとなります。
ライターは、シャドウ コピーの同期化プロセ
スにも参加し、データの整合性を保証します。

ライブラリ
オートチェンジャー、ジュークボックス、
オートローダ、またはエクスチェンジャとも
呼ばれます。ライブラリには、複数のレポジ

トリ スロットがあり、それらにメディアが格
納されます。各スロットがメディア 
(DDS/DATなど ) を 1つずつ格納します。ス
ロット /ドライブ間でのメディアの移動は、
ロボット機構によって制御され、メディアへ
のランダム アクセスが可能です。ライブラリ
には、複数のドライブを格納できます。

リカバリ カタログ
(Oracle固有の用語 )
Recovery Managerが Oracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用する
Oracleの表とビューのセット。 この情報は、
Recovery Managerが Oracleデータベースの
バックアップ、復元、および復旧を管理する
ために使用されます。リカバリ カタログに
は、以下の情報が含まれます。

• Oracleターゲット データベースの物理ス
キーマ

• データ ファイルおよび archivelogバック
アップ セット

• データ ファイルのコピー
• アーカイブ REDO ログ
• ストアド スクリプト

リカバリ カタログ データベース
(Oracle固有の用語 )
リカバリ カタログ スキーマを格納する
Oracleデータベース。リカバリ カタログは
ターゲット データベースに保存しないでくだ
さい。

リカバリ カタログ データベースへのログイン
情報
(Oracle固有の用語 )
リカバリ カタログ データベース (Oracle) へ
のログイン情報の形式は
<user_name>/<password>@<service>で、

ユーザー名、パスワード、サービス名の説明
は、Oracleターゲット データベースへの
Oracle SQL*Net V2ログイン情報と同じで



用語集

リサイクル

用語集G-44

す。ただし、この場合の <service>は

Oracleターゲット データベースではなく、リ
カバリ カタログ データベースに対するサービ
ス名となります。 

ここで指定する Oracleユーザーは、Oracle
のリカバリ カタログのオーナー (所有者 ) で
なければならないことに注意してください。

リサイクル
メディア上のすべてのバックアップ データの
データ保護を解除して、以降のバックアップ
で上書きできるようにするプロセス。同じ
セッションに所属しているデータのうち、他
のメディアに置かれているデータも保護解除
されます。リサイクルを行っても、メディア
上のデータ自体は変更されません。

リムーバブル記憶域の管理データベース
(Windows固有の用語 )
Windowsサービスの 1つ。リムーバブル メ
ディア (テープやディスクなど ) と記憶デバイ
ス (ライブラリ ) の管理に使用されます。リ
ムーバブル記憶域により、複数のアプリケー
ションが同じメディア リソースを共有できま
す。

ローカル復旧とリモート復旧
リモート復旧は、SRDファイルで指定されて
いるMedia Agentホストがすべてアクセス可
能な場合にのみ実行されます。いずれかのホ
ストがアクセス不能になっていると、障害復
旧プロセスがローカル モードにフェールオー
バーされます。これは、ターゲット システム
にローカル接続しているデバイスが検索され
ることを意味します。デバイスが 1台しか見
つからない場合は、そのデバイスが自動的に
使用されます。複数のデバイスが見つかった
場合は、デバイスが選択できるプロンプトが
表示され、ユーザーが選択したデバイスが復
元に使用されます。 

ロギング レベル

ロギング レベルは、バックアップまたはオブ
ジェクトのコピー時にファイルとディレクト
リに関する情報をどの程度まで詳細に IDBに
記録するかを示します。バックアップ時のロ
ギング レベルに関係なく、データの復元は常
に可能です。Data Protector には、[すべて
ログに記録 ]、[ディレクトリ・レベルまでロ
グに記録 ]、[ファイル・レベルまでログに記
録 ]、および [ログなし ]の 4つのロギング 
レベルがあります。ロギング レベルの設定に
よって、IDBのサイズ増加、バックアップ速
度、復元対象データのブラウズしやすさが影
響を受けます。

ログイン ID
(MS SQL Server固有の用語 )
ユーザーが Microsoft SQL Serverにログオン
するための名前。Microsoft SQL Serverの
sysloginシステム テーブル内のエントリに対
応するログイン IDが有効なログイン IDとな
ります。

ロック名
別のデバイス名を使うことで同じ物理デバイ
スを違う特性で何度も構成することができま
す。 

そのようなデバイス (デバイス名 ) が複数同時
に使用された場合に重複を防ぐ目的で、デバ
イス構成をロックするためにロック名が使用
されます。ロック名はユーザーが指定する文
字列です。同一の物理デバイスを使用するデ
バイス定義には、すべて同じロック名を使用
します。

論理ログ ファイル
論理ログ ファイルは、変更されたデータが
ディスクにフラッシュされる前に書き込まれ
るファイルです。オンライン データベース 
バックアップの場合に使用されます。障害発
生時には、これらの論理ログ ファイルを使用
することで、コミット済みのトランザクショ
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ンをすべてロールフォワードするとともに、
コミットされていないトランザクションを
ロールバックすることができます。

ワイルドカード文字
1文字または複数文字を表すために使用でき
るキーボード文字。たとえば、通常、アスタ
リスク (*) は 1文字以上の文字を表し、疑問
符 (?) は 1文字を示します。ワイルドカード文
字は、名前により複数のファイルを指定する
ための手段としてオペレーティング システム
で頻繁に使用されます。
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